
    
      
        
      
    

  


この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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◆　プロローグ　◆




　四百年以上の歴史を誇るベリオール寮の大部屋で、アシュレイは鏡に映った自分の姿をチェックした。

　今日はイギリス郊外にあるパブリックスクール、エドモンド校の新入生親睦会だ。

　アシュレイ・Ｇグリフイス・アークランドは、イギリスの名門、アークランド伯爵家の嫡男で、この栄えあるエドモンド校の新入生である。

　まだ十三歳ではあるが、既にバースはアルファとして覚醒済みで、新入生ながら将来はこのベリオール寮の寮長になるだろうと言われているエリートでもあった。

「……似合わないな」

　アシュレイは自分の姿を見て、大きく溜ため息いきを吐いた。今日は親睦会のイベントのため、アシュレイは中世の騎士の格好をしていた。古めかしい甲かつ冑ちゆうが絶望的に似合わない。

　九月の入学式から二か月。十一月に行われる新入生親睦会は、余興で趣向を凝らしたフェンシング大会が行われる。

　新入生で一番の美人をギネヴィア姫に仕立て、更に十五ある寮からそれぞれ新入生を一人ずつ選出し、彼らにアーサー王の円卓の騎士のごとき格好をさせて、フェンシングで勝敗を競うというものだ。

　アシュレイはベリオール寮の代表として選ばれていた。

　新入生の親睦会といっても、やはり寮同士の戦いになるので、各寮のプライドをかけた、かなり熱い大会となる。

　万が一アシュレイが負けると、寮の威厳も落ちるのだ。そういう意味で、アシュレイの肩には大きなプレッシャーがのしかかっていた。







　騎士に扮したアシュレイが、大会が開催される会場へ繫つながる長い回廊を歩いていると、目の端に何かがチラリと動いた。

　え―――？

　回廊に囲まれている小さな庭に目を移すと、髪が小枝に引っかかって、もたついている少女がいた。いや、このパブリックスクールに少女はいないはずだ。そうなると、あれは、今年のギネヴィア役の新入生に違いない。

「君、大丈夫か？」

　アシュレイの声にドレス姿の少年が顔を上げた。思わず息を吞のむ。

「っ……」

　そこには滑らかな真珠色の肌をうっすらと桃色に染める少年がいた。さすがはギネヴィア姫に推薦されただけのことはある。アシュレイにとっても、相手が少年なのに『美人』だと思える人物に会ったのはこれが初めてだった。

　その輝く黒曜石のようなきらきらとした瞳に見つめられ、アシュレイは動けなくなる。

　え……、なんだ？

「カツラが小枝に引っかかってしまって……。取ってもらっていいだろうか？」
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　声をかけられた刹せつ那な、躰からだの芯に電流が走ったような気がした。どうしてかわからないが、全身が竦すくむような、それでいてじわりじわりと熱が込み上げ、胸を締めつけるような不思議な感覚に襲われる。

　未いまだ動けずに目の前の少年を見つめていると、彼が小首を傾かしげ、困ったように笑みを浮かべた。

「っ……」

　いきなりアシュレイの鼓動が大きく跳ね上がった。

　どうしたんだ、私は―――？

　益々自分の状態に説明がつかず、らしくもなく固まってしまった。すると彼が申し訳なさそうに眉根を顰ひそめる。

「あ、僕の英語、ちょっと聞きづらかったかな？」

「あ、いや、見事なクイーンズイングリッシュだ。すまない、私のほうが少しぼんやりしていただけだ。カツラに引っかかった小枝を取ろう」

　アシュレイは回廊から中庭へ下りて、彼の元へ駆け寄った。綺き麗れいに結い上げられたカツラに、小枝が引っかかっているのを、アシュレイは丁寧に解いた。そのままカツラを整え、見栄えをよくしてやる。

「ありがとう。このカツラ、寮からの借り物だから、助かったよ」

　ほっと安あん堵どの溜息を吐いて、にっこり笑った少年に、なんとも言えない思いを抱く。

　なんだ？　この感覚―――。

　大切なものをやっと見つけたような、懐かしくて愛いとしい感情。それでいて激しい執着。

　もしやこれは―――。

「君、今年のギネヴィア姫の役、マンスフィール寮の由ゆ葵き？」

「そうだよ。君は確か、同級生……ベリオール寮のアシュレイだよね？」

「私のことを知っていたのか？」

　由葵の口から自分の名前が出たことに驚いてしまう。

「知っているも何も、君は新入生の中で一番の有名人だろう？」

　呆あきれたように言われるが、自分がそんなに有名人だとは思っていなかったので、由葵に認識されていたことに驚きを隠せない。

「アシュレイも早く会場に行かないと、上級生に怒られるよ。さあ、一緒に行こう」

　いつの間にか先を歩く由葵が、こちらに振り返り、手を差し伸べてきた。その笑顔が眩まぶしくて、思わず目を眇すがめる。

『運命の番つがい』

　アシュレイの脳裏に一つの単語が浮かんだ。だがこの少年がまだオメガに覚醒をしていないのもわかっていた。それでも感じてしまう。運命の糸を。

　彼は私の『運命の番』だ―――。

「アシュレイ、早く！」

　由葵の声に、アシュレイは慌てて由葵と一緒に講堂へと向かう。

　それは、アシュレイが十三歳にして、一生に一度、巡り会えるか会えないかの、稀少な『運命の番』に出会ってしまった瞬間だった。










◆　Ⅰ　◆




　春季休暇も終わり、御み井い所しよ由葵は四学年生の春夏学期へと進んでいた。

　イギリスの四月は、まだまだ冬の空気を纏まとい、肌寒い。ただ、春の息吹はそこかしこに感じられ、太陽が出れば暖かく、曇りや雨であれば、まだ重ね着が必要な、まさに天候次第という季節でもあった。

　あと二か月ちょっとすれば、ロンドンではウィンブルドンも始まる。そうなるとイギリスはどの季節よりも美しい地上の楽園、夏を迎えることになる。

　ここ、ロンドン郊外にあるエドモンド校は、伝統に重きを置くパブリックスクールでは珍しく、あらゆるバースを平等に受け入れるという、前衛的な全寮制男子校であった。そのため、アルファ、ベータだけではなく、本来他の一般スクールでは敬遠されるオメガ性の生徒も在籍することができた。

　現在、このエドモンド校では、十三歳から十八歳の良家の子息が千三百人ほど学んでおり、寮も十五ある。

　オメガも勉学に励む環境やその身の安全を保障されており、発情期を迎えれば、他の生徒から隔離され、番がいなくとも安全に発情期を越せるシステムも出来上がっていた。







「由葵様だ」

「由葵様を拝めるなんて、今日はとってもツイてる！」

　学生たちの色めく声に、灰色の校舎が一瞬ふわりと明るい雰囲気になる。

　由葵は五限目の授業が行われる講堂に向かうため、友人と外廊下を歩いていた。その胸にはエリート、監督生だけが許される白のレースのポケットチーフが飾られている。

　四学年生であり、マンスフィール寮の監督生でもある由葵は、アイロンがきちんとかかった白のファルスカラーのシャツに黒色のボタンのベスト、そしてピンストライプのトラウザーズ、その上に髪の色と同じく艶やかな黒の燕えん尾び服を羽織っていた。

「本当に由葵様って綺麗だ……」

　由葵は声のしたほうへ顔を向けると、ふわりと笑みを浮かべた。途端、黄色い声が廊下に響く。

　新入生の時に、学年一の美人に選ばれた美貌は今も健在で、制服である燕尾服にとても映えた。気品溢あふれるその姿は、寮だけでなく学校でも一目置かれており、多くの取り巻きがいる。今もすれ違う生徒からは羨望の目で見つめられていた。

「サービス精神が旺盛だな」

　傍らに立つ親友、ロベルト・ラングレーが呆れた顔をして小声で呟つぶやく。由葵はその顔にちらりと視線を移し、小さく笑った。

「この一年、監督生を任され、次期寮長もほぼ決まったようなものだが、その上の生徒総代、キングの座は他の寮生の票も必要になってくるからな。心証も大切にして、笑顔はしっかり振りまいておかないと」

　監督生はエリート街道の通過点であり、これにならなければ寮長にも、そしてその上のキングにもなれない。

「本当に計算高いよな、お前。『花のアフロディーテ』と謳うたわれるお前が、実は物もの凄すごい野心家だって、誰が思うだろうか」

「皆、気づいているだろう？　だが、誰もが自分の夢を壊したくないから、見ない振りをしているだけさ。そして僕も自分の役割を果たすべく、優しく美しい優等生を演じ、需要と供給のバランスを崩さないようにしている。キングになるためには必要な要素だからね」

「まったく食えない男だな。ま、それくらいじゃないと、このエドモンド校のキングなんて座、狙おうなんて思わないか」

「そういうこと」

　ロベルトとそんな腹黒い会話をしながらも、すれ違う下級生にはふわりと笑って挨拶を交わしていく。そのたびに背後で生徒たちが色めき立った。

「そういえばロベルト、君、シックスフォームに進級できたんだって？」

「ああ、どうにか進級できたよ」

「おめでとう。これで同じクラスになるな」

「ああ、やっと親に急せかされずに済む」

　エドモンド校は学年とは別に、授業は能力制だ。イギリスの教育制度で最上級のクラスをシックスフォームといい、このクラスでは大学受験に必要な一般教育修了上級レベル、Ａレベル認定の取得準備をすることになっている。

　由葵は成績優秀で、三学年生の最終学期で既に、この最上級クラスへ進級していた。

　これはかなり優秀な部類で、一年に一人いるかいないかのレベルだ。

　しかし由葵の学年に限っては、もう一人、同じタイミングでシックスフォームに進んだ秀才がいた。それが入学当時からのライバル、アシュレイだった。

　アシュレイ・Ｇ・アークランド。イギリスの名門、アークランド伯爵家嫡男であり、かなり早くからアルファとして覚醒しているサラブレッドだ。『金の太子』とも呼ばれ、学校でも由葵と人気を二分している。

　美人と言われる華きや奢しやな由葵とは対照的に、アシュレイはすらりとした体格ではあるが筋肉質で、男性的な魅力に溢れる偉丈夫だ。

　金の髪に理知的な青い瞳は、見つめられるだけで心臓が止まるという下級生も多く、既にアルファならではの男の魅力を充分に体現していた。

　ベリオール寮の次期寮長と噂うわさされ、悔しいことにキングの座に一番近い男とも言われている。

　一方、由葵は遡れば皇族に繫がる由緒正しき日本の名家、御井所家の嫡男で、曾そう祖そ父ふの代からこのイギリスの名門パブリックスクール、エドモンド校で学んでいた。お互い名家の嫡男同士。アシュレイに引けを取らない出自だと自負している。

　だが、一つだけ―――問題があった。

　アシュレイは早くからアルファに覚醒していたが、由葵はまだ覚醒に至ってないということだ。

　周囲からは、その優秀さからアルファに違いないと言われているが、アルファと同等の優秀さを持つオメガやベータも稀まれではあるが存在しているのも確かだった。

　そのため、はっきりバースが覚醒するまでは気が気ではないし、アシュレイに対するコンプレックスも認めたくはないが、自覚せざるを得なかった。

　オメガやベータの生徒が監督生や寮長になることはあっても、その上のキングになったという例はない。由葵はキングを狙ってはいるが、オメガやベータに覚醒した場合、すべてを諦めないとならなかった。

　平等を謳う校風であるので、どのバースであっても、キングになることは不可能ではないはずだが、暗黙の了解で、キングに選出されるのはアルファの中からと決まっている。

　アルファとその他のバースの間には見えない高い壁があるのだ。

　由葵は僅かに眉根を顰めた。

　……アルファに覚醒しないと、何もかも水の泡になってしまう。すべてアシュレイに持っていかれる。

　いつも心の片隅でそんな不安を抱いていた。いつバース覚醒という爆弾が破裂するかわからないという不安に怯おびえながら生活している。

　こんなの生殺しだ―――。

　ならば早く覚醒して、バースをはっきりさせたいという焦燥感にも苛さいなまれていた。

　―――きっとあの男、アシュレイには無縁の思いだ。

　出会った時から堂々とし、アルファとしての能力を余すところなく発揮する男には、由葵の気持ちなど理解できないだろう。由葵が求める姿を、既に彼が体現していることにコンプレックスを抱かずにはいられない。

　コンプレックスなど、この学校に入るまで持ったことがなかった。それゆえに自分にそんな屈辱的な思いを抱かせるアシュレイが苦手であり、好きではなかった。

　もちろんそれを態度に表すことはない。なんでもないように彼に接することで、自分の矜きよう持じを保っていた。

「おい、由葵」

　隣を歩くロベルトが一段と小さな声で話しかけてきた。

「前から来るぞ」

　何が、と問う前に、視線を前方に向けると、アシュレイが取り巻きを連れてこちらへ向かって歩いてくるのが見えた。

　由葵は相変わらずの社交辞令の笑みを顔に張りつけ、正面から来る男を見つめた。だが、周囲の由葵の取り巻きと思われる下級生たちは、一斉にざわついた。

　アシュレイ側にいた彼の取り巻きもこちらに気づいたようで、敵意を剝むき出しにした。

「そんなところで道を塞ぐような不作法な真ま似ねはやめていただけませんか？」

「そちらこそ、由葵様の道を塞ぐように歩くのはやめてもらえませんか？」

　ただならぬ空気が漂う。由葵の隣にいるロベルトは取り巻き同士のいがみ合いには口を挟まないと決めているようで、苦笑いをしながらこの状況を傍観しているだけだ。

　由葵は小さく息を吐くと、ちらりとロベルトに視線を遣り、そして一触即発の状態にある取り巻きに目を向けた。

　ここは上級生として彼らを諭さなければならない。アシュレイと由葵が、仲が悪いという噂はできるだけ立てたくなかった。今でも取り巻き同士の衝突で、上級生から指導するように言われているのだ。これ以上評価を下げることはしたくない。

　彼らの管理も含め、誰とでも上手くつき合うくらいの器量がなければ、寮長やキングの座に就く人間として相応ふさわしくないというレッテルを貼はられかねないのだ。

　由葵は険悪な雰囲気を醸し出す自分の取り巻きの学生に優しく声をかけた。

「ガーファイル、こういう時は道を譲るのが紳士だろう？　相手に譲らせてはいけないよ」

「でも！」

　まだ尚、言い募ろうとする彼に、由葵はふわりと笑みを零こぼした。

「君が僕のことを思って言ってくれることはわかっているよ。ありがとう。でもまずは紳士であるべきだ」

「は、はい……」

　由葵の笑顔に見み惚とれ、ガーファイルが頰を染めて返事をする。するとそこへ突然一人の男の声が割り込んできた。

「そうだな、由葵の言う通りだ」

　低く甘い声の持ち主はアシュレイだ。

「由葵、キングがお呼びだ。授業が終わったら、一緒にキングの間へ行こう」

　アシュレイの誘いに思わず顔が歪ゆがみそうになるが、どうにか堪こらえ、社交辞令の笑みを浮かべる。
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「アシュレイ、伝言ありがとう。授業の後、少し用事を済ませたいから、君だけでも先にキングの間へ行ってくれ」

「同じシックスフォームのクラスを受けるんだ。それくらい待つさ。君に何かあって遅れたら、キングの君に対しての評価が下がるかもしれない。先日も君、上級生に絡まれて授業に遅れるところだっただろう？」

　そうなのだ。少し鬱陶しい上級生が何人かいるのだが、そのうちの一人に捕まってしまい、どう逃げようか算段しているところに、このアシュレイが通りかかり、噓うその用事でそこから救い出してくれたのだ。

　時間があれば一人でもあしらえたのに、彼にいらぬお世話をされてしまった。一生の不覚だ。

「上級生に『絡まれて』？　『声をかけられて』の間違いだろう。君の言い方は上級生を侮辱する意味にも取れるぞ」

「すまないな。つい感じたことを口にしてしまうのは、私の悪い癖だ。由葵の配慮は見習うべき点だといつも感心しているよ」

「何がいつも感心している、だ」

　じろりと睨にらむと、アシュレイの取り巻きが俄にわかに騒ぎだす。

「なんて傲ごう慢まんな……」

「アシュレイ様が謝罪される必要なんてありませんよ。あちらのほうが不作法です」

「本当に。マンスフィール寮のレベルの低さがよくわかりますね」

　一斉に非難が飛ぶ。だがそれを制したのもアシュレイだった。

「由葵は私の友人だ。気安い言葉は傲慢でもなんでもない。君たち、私の友人を非難するのはやめてくれないかな」

　器用にいかにも困ったような、それでいて笑顔で自分の取り巻きに声をかける。

　これもアシュレイが自分の好感度を上げる作戦だ。由葵以上にしたたかな男の性格は、四年間のつき合いでよくわかっていた。案の定、下級生は騙だまされて、感動で目を潤ませている。

「さすがはアシュレイ様。ご友人思いなんですね。僕たちも言葉がすぎました。すみません」

　取り巻きであるのに、普段の由葵とアシュレイの険悪さに気づいていないところで、取り巻き失格だなと、由葵は彼を心の中で判定する。

　だが、それはあくまでも心の中でのことで、表面上は穏やかに笑顔を浮かべた。キングになるには、この下級生たちの票も必要になってくるかもしれない。

「僕こそ、君たちの前でアシュレイに悪態を吐いて申し訳なかった。気心の知れた友人なので、ついきつい言葉をかけてしまった」

『友人』と言いながら、顔が歪みそうになるのを必死で耐え、花が綻ぶようにふわりと極上の笑みを足す。するとアシュレイが馴なれ馴なれしく肩を抱いてきた。

「由葵が普段からつれないから、誤解を生むんだ。これを教訓にもう少し皆の前で親しくしたほうがいい。下級生に誤解をさせる言動は改めるべきだ」

「そ、そうだな」

　思わず拳を握り締めそうになり、慌てて背中に隠す。それに気づいたのかアシュレイは人の悪い笑みをふっと由葵にだけ見せて、その躰を離した。

「それでは、授業後に」

「ああ、いろいろ気遣いをすまない」

　心にもない言葉を口にして、顔に張りつけている笑顔が崩れそうだ。

　しかも皆の前で『友人』なんていうあり得ない関係を強要されてしまった。どこから計算していたのか知らないが、本当に食えない男である。

　去って行くアシュレイの後ろ姿を見つめながら、人知れず小さく溜息を吐く。すると隣に立っていた由葵のファグ、チャーリー・エリオットが周囲に聞こえないような声で囁ささやいてきた。

「大丈夫ですか？　由葵様」

「大丈夫だ。しかしあの男も僕に嫌われていると気づいているはずなのに、どうしてこうもちょっかいをかけてくるのか……」

「由葵様とアークランド様は、誰もが認める好敵手ですから、あちらも気になるのでしょう」

「嫌がらせとしか思えない」

　由葵はそう言いながら、出来のいい自分のファグに笑みを向けた。

　ファグとは、各寮で最上級クラス、シックスフォームに在籍している四、五学年生の監督生の身の回りの世話をする一学年生のことだ。

　監督生はそれぞれにファグを持ち、いろいろと雑用をさせる代わりに、新入生が円滑に学園生活を送れるように援助し、そして指導していく。監督生はファグにとって、いわゆる生活面での教師のような役割となる。

　ファグの任期は一年と短いが、育んだ絆きずなは強く、卒業後も大きく関わってくるほどだ。

　それは入寮した寮にも同じことが言える。同じ寮で過ごした生徒らの結束は固く、社会に出てからも続く。『同寮生』というのは上級階級へのコネクションとして、非常に密接なツールの一つとなっている。

　エドモンド校の十五の寮には、それぞれ名前がついている。新入生は基本的に入学時に振り分けられた寮で、五年間過ごすことになる。

　そのため寮自体が一つの家族のような存在となり、舎監教師を筆頭に、寮長、監督生と一般生徒というヒエラルキーの中、寮に愛着を持つ者が多かった。

　更に文武共に寮対抗の試合形式で優劣を競うことが多く、自然と寮単位に結束が生まれるのも、彼らの愛寮精神を育む理由になった。

　そういった環境で、マンスフィール寮の『花のアフロディーテ』と謳われる由葵と、ベリオール寮の『金の太子』、アシュレイは、現四学年生の中で二大派閥の頂点として、下級生に大きな影響を与えていた。

　常に物腰柔らかく、優しい優等生の仮面を被かぶっている由葵のほうが若干人気は高いが、ひとたびスポーツ系の大会が催されると、由葵よりも運動能力が高いアシュレイの人気が一気に上がる。

　由葵もフェンシングなら勝てる自信があるが、フットボールやボート競技などの体格が勝負の試合になると、俄然アシュレイのほうが強い。まったく自分の華奢な躰が恨めしかった。

　また、勉強のほうも彼とは入学時からトップ争いを続けている。一応由葵のほうが若干首位になった回数が多いが、由葵にとっては大きな差がつけられないのが屈辱だ。

　それは、彼の母国語が英語ゆえに、そうではない由葵と比べて、テストでもいろいろと有利なのだと、由葵は内心自分を慰めてはいる。その証拠にドイツ語の授業は由葵のほうが上だ。だが、負けず嫌いな由葵にとっては由々しき状況であった。

　無意識にいつもアシュレイと張り合ってしまう。懸命に努力してもあまり差がつかない事実に、由葵のコンプレックスが刺激されるのは言うまでもなかった。更に頻繁に校内でも出会うので、ついつい憎まれ口を叩たたいてしまう。

　できれば放っておいてほしいのに……。

　今のように何かあるたびに声をかけてくるアシュレイに辟へき易えきしている。

　たまであれば、由葵も社交辞令の笑みを浮かべて、当たり障りのない対応ができるが、頻繁に接触してくるので、いつからか地で接するようになってしまっていた。

　彼に嫌われても別に痛くも痒かゆくもないが、彼にだけ猫を被り損ねているのも事実だ。

「由葵様、そろそろ行かないと、授業に遅れるかと」

　エリオットが控えめに声をかけてきた。

「ああ、すまない。エリオットもここでいいよ。君も授業に遅れてしまう。君たちもそろそろ授業に行きなさい。遅刻したりして先生にご迷惑をおかけしないように」

　由葵は自分を取り巻く下級生にも声をかけ、解散させる。すぐにエリオットが最後のチェックとばかりに、由葵の制服を整えた。皺しわのないぱりっとした燕尾服が光の中で映える。

「ありがとう、エリオット。君も急いで行けよ」

「はい。では行ってきます！」

　エリオットは頭を下げると、小走りで自分のクラスへと向かって行った。

　可か愛わいがっているファグの姿を、由葵は双そう眸ぼうを細めて見送った。するとそれまで無言を決め込んでいたロベルトが、ようやく口を開いた。

「本当に大変だな」

「そう思うなら君も彼らを止めてくれ」

「いや、お前じゃなくて、アシュレイが大変だなってこと」

「どうしてアシュレイなんだ」

　敵の肩を持つ親友にムッとする。

「まあ、由葵がわからない限り、あいつも大変だ」

「……意味がわからないぞ、ロベルト。もっと簡潔明瞭に言ってくれないか？」

「はいはい。って、おい、本気で遅刻するぞ。急げ、由葵」

　懐中時計を取り出して、ロベルトが慌てた。

「本当だ。時間がもうないな。これも全部あいつのせいだ」

　最後までアシュレイに対して文句を言いながら、由葵はロベルトと共に講堂へと急いだのだった。
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　授業後、アシュレイに引っ張られ、由葵は『キングの間』へと来ていた。

　唯一、生徒で校舎内に執務室を持つことを許されるのがキング、生徒総代だ。『キングの間』というのは、この生徒総代の執務室の通称である。

　キングは新学期が始まってから二か月後、十一月に各寮の新寮長から選ばれる。

　キングになることは、学校の中の話だけではなく、成人後の社交界でもかなりの名誉とされ、上級社会で成功したければ、まずキングの座を狙えと言われるほどだ。

　もちろんキングは簡単になれるものではない。だからこそエドモンド校の野心を抱く生徒たちはこぞってキングの座を最終目標とし、切せつ磋さ琢たく磨ましていた。

　当然であるが、由葵も狙っているし、隣に立っているアシュレイも同じはずだ。

　由葵はちらりとアシュレイを見て、そして前に座るキングへと視線を移した。

　五学年生であるキング、ブライアンは白のファルスカラーのシャツの上に、キングにしか許されない色、臙えん脂じ色の光沢のあるシルクのベストを身につけている。

　同じ五学年生は金ボタンの銀のベストが通常だ。それゆえに黒の燕尾服の下から見える臙脂色のベストは、全校生徒の憧れでもあった。

「来期は君たちそれぞれが寮長の最有力候補と聞いている。だが、それと同時に君たちの取り巻きの衝突があちこちで起きているという報告も届いている。自分の取り巻きさえ管理できないようでは、寮長の能力に疑問を感じるな」

　ブライアンは補佐係の生徒から報告書を受け取りながら、由葵たちを見上げる。由葵たちは今、キングの執務机の前に立たされていた。

「まず、御井所から話を聞こうか」

　その声に、由葵はキングに小さく頭を下げ、謝罪を口にした。

「申し訳ありません。上級生方がもうすぐ卒業するということで、僕自身がもっとしっかりしないと、という焦りが下級生に伝わり、彼らを不安にさせ、攻撃的にさせてしまったのかもしれません」

「自覚があるのか？　ならば問題が起こる前に対処すべきではなかったか？」

　ブライアンの鋭い視線が突き刺さる。由葵は気け圧おされそうになりながらも、しっかりとキングの目を見て答えた。

「下級生に、この焦りを悟られていないと、甘く見ていたところがありました」

「ふぅん……、そう言いながら、実はマンスフィール寮の花のアフロディーテと、ベリオール寮の金の太子、二人の仲が良好ではないため、その取り巻きたちも諍いさかいが絶えないんじゃないのかい？　君たちが不仲だという噂は私の耳にも届いているが？」

　まずい……。

　表情にこそ出さなかったが、キングにまで話が伝わっていたことに、今更ながら後悔した。こんなことなら、もう少しアシュレイに対しても体裁を取り繕っておくべきだった。

　いくらいけ好かない男でも、キングの座のためなら社交辞令の笑みだけではなく、もう少し友好的な態度を示すことくらい我慢できたはずだ。できないかもしれないが……。

　そんなことを考えていると、隣に立っていたアシュレイが声を上げた。

「それに関しては私にも非があります」

「ふん、君にも非があるのは承知だ」

　キングの視線が由葵からアシュレイに向けられる。アシュレイはそのまま口を開いた。

「私と御井所は入学当時から良好な関係を保っております。それゆえに彼が私にだけ気を許して、少々素っ気ないところがあったのです」

　良好な関係―――という言葉はどうにか飲み込めた。先ほども下級生たちにそういう話をしたばかりだ。だが―――。

　だが！

　私にだけ気を許している―――!?

　誰がだっ！　ううぅ……。

　思わずアシュレイの言葉に突っ込みそうになるが、辛うじて理性で押し留とどめる。

　キングへの言い訳で仕方ないということは充分理解できるが、他にも言い様があるだろうと、問いただしたい。もちろんキングの前でそんな失態を見せることはできないが。

　由葵が隣に立つアシュレイを睨んでいると、彼は更に言葉を続けた。

「私自身は御井所のつれなさは親しさゆえとわかっていましたし」

　親しくなんかはない！

　キングには反省した様子を見せながら、心の中ではアシュレイに抗議する。

「彼もいろいろと先のことを考えて憂慮しているのも知っていたので」

　今、適当に言った言い訳だから、知るはずがないだろう！

「それが解決するまでの間だと考え、下級生に対しての心のケアを、今にして思えば疎おろそかにしていたかもしれません。まったく不徳のいたすところです」

　由葵以上に計算高い男は、殊勝な態度で尤もつともらしいことを口にした。

　キングは二人の茶番劇に気づいたのか、気づかないのか、アシュレイの言葉を聞くと、呆れたように小さく溜息を吐いた。

「まあいい。君たちが不仲であることを認めないのなら、それでも構わない。だが、下級生に確執ができるようなつき合い方を、もう最上級生の、しかも寮長になるかもしれない君たちが続けるとなれば問題だ。各寮長に次期寮長候補の再考を指示せねばならないな」

「それは……っ」

　由葵が小さく声を上げると、再びキングがこちらを向いた。

「私も君たち二人には目をかけているんだ。失望させないでくれ。次期キングになる者が、周囲の人間の心の機微に聡さとくなくてどうする？　君たちはキングを目指しているんだろう？　それならば己が他人に与える影響力に敏感であれ。わかったな」

「はい」

　由葵が返事をすると、それよりも更に大きな声でアシュレイが返事をした。

「わかりました。御井所、これからはもう少し笑顔で話し合おう。誤解を招く言動もお互い禁止だ」

「あ、ああ……」

　アシュレイに手を差し伸べられたので、そのまま彼の手を握ろうと手を伸ばすと、ぐいっと引っ張られ、胸に抱き止められた。ハグだ。

　なっ……。

　ぎゅっと抱き締められる。背筋が悪寒でぞくぞくっとするが、キングの目があるので耐える。

「ああ、それから風紀を乱すのもご法はつ度とだ。発覚しない程度に抑えておけ」

　抱き合う由葵とアシュレイを横目に、キングがなんでもないようにつけ足すと、用は済んだとばかりにしっしと手で追い払った。

　由葵は未だホールドするアシュレイの背中を緩く叩き、声をかける。

「ほら、アークランド、せっかくのティータイムに間に合わなくなる。寮へ戻ろう」

「ああ」

　アシュレイは返事をするも、名な残ごり惜しそうな顔をして由葵から手を放した。

　こいつ、演技も上手いんだな……。

　絶妙な表情に、少しばかり感心しながら、由葵はアシュレイとキングの間を退室したのだった。
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　由葵が寮へ戻ろうと足早に廊下を歩いていると、少し前を歩いていたアシュレイが振り返ってきた。

「由葵、今更寮に戻ってもティータイムには、ほぼ間に合わない。少しここで今後のことを話し合わないか？」

　最後の授業が終わると、寮生たちは寮に戻ってティータイムを愉たのしむのが日課で、ファグの一学年生が上級生に紅茶やケーキを用意することになっている。

　上級生はそのティータイムを、ボードゲームをしたり歓談したりと優雅に過ごすのだが、その様子はちょっとした上流階級でのサロンに似ており、上級生が過ごす部屋をサロンルーム、下級生が過ごす娯楽室をコモンルームと呼んで分けている。

　寮生はティータイムも紳士としてのマナーや人間関係を構築するいい機会として、昔からのこの慣習を大切にしていた。

「寮長も我々がキングに呼ばれていることは承知している。ティータイムに顔を出さなくとも不審には思わないだろう」

「その後の個人指導の時間には遅れたくない。あまり長く時間はとれないぞ」

「ああ、いい。君の大切な時間を潰つぶす気はないさ」

　アシュレイはそう言うと、中庭を囲む外回廊へと進み、そこに設置してあるベンチに腰を下ろした。由葵も隣に座る。

　アシュレイとこうやってゆっくり過ごすのはどれくらいぶりだろうか。よく考えると、一学年生の時はそんなに彼を避けてはいなかったような気がする。

　いつの間にか―――たぶん由葵がアシュレイに対してコンプレックスを持つようになってから距離を置き、一方的に辛辣な言葉を吐き、避けるようになったような気がする。それがこの寮長が決まる目前に問題となったのだから、アシュレイからしてみれば迷惑な話だろう。

「……僕の君に対する態度があまり褒められたものではなかったようだな。そんなつもりはなかったのだが」

　謝罪の言葉がどうしても言えず、更にあくまでも無意識の態度であることを強調しておく辺り、自分でもプライドが高いなと自省する。

　だがそんな言葉にも、アシュレイは青い双眸を細め、親しげに見つめてきた。なんとも調子が狂う。

「由葵、それは気にしなくていい。お互い寮のこともあるから、あまり親しくできないのも事実だ。まあ……私に向けられるはずだった、君の花のような笑みが少しばかり減ったことは残念だがな」

「残念……って、あんな感情の籠もらない社交辞令のような笑みだぞ？」

「もちろん、心からの笑顔が一番だと思う。だが君に社交辞令であろうとも、笑みを向けられれば、誰もが幸せな気持ちになれるのは事実だろう？」

「やめてくれ。まったくベリオール寮の次期寮長候補様は人ひと誑たらしだな」

「フッ、誑されてくれるのか？」

　グッと顔を近づけてアシュレイが由葵の顔を覗き込んでくる。だが、人を誑し込むのは由葵のほうが得意だ。これ以上ないというくらいの極上の笑みをアシュレイに向けてやった。

「いや、これくらいでは誑されないな」

「っ……」

　アシュレイが息を吞むのが伝わってくる。ささやかな勝利を感じ、気分がよくなった。これで少しくらいは彼の意見に譲歩してやろうという気になる。すると、アシュレイが肩を竦めてぼやいた。

「まったく君は性た質ちが悪いな」

「お互い様だろう？　アシュレイ」

「確かに反論できんな」

　アシュレイも普段は紳士面をしているが、先ほどのやり取りといい、裏ではいろいろと画策していると聞く。かなりしたたかな男であることは、由葵も以前から気づいていた。もちろんそのくらいの男でなければ、寮長もキングも狙えない。

「それで？　当面の間、僕たちは古くからの親友のように振る舞えばいいんだろう？」

「ああ、取り巻きの連中が、私たちの友情を慮おもんぱかり、お互いを非難してはいけないと学ぶまでは、かなり仲のいい親友としてアピールしないとならないな」

「かなり仲のいい……か」

　難しい。

　だが、キングのお達しもあるし、何しろここまでいろいろ根回しをして、ようやく手に入れた次期寮長候補から降ろされては堪たまらない。難しくともやり遂げなければならない事案だ。

「由葵とは寮が別だから、寮内では機会がないのは仕方ない。だが授業は同じクラスだ。放課後はいつも一緒にいるようにしよう。あと挨拶は一番親愛の籠もるハグが推奨だな」

「そんなもの、推奨するな」

「頰へのキスでも構わない」

「却下だ」

　即答すると、アシュレイがあり得ないと首を横に振った。

「他の誰より私たちは仲がいいと証明しないとならないんだ。他に親密さをアピールする方法があると言うのか？」

「握手でいいだろう？」

　精いっぱいの譲歩である。

「握手？　親友同士の普段の挨拶としては一般的ではない気がするが？　それに私は、よく握手を取り巻きに求められるぞ」

　由葵自身もよく下級生から『握手してください』と言われ、応じていた。アシュレイが言うように親友だけに握手をするとは限らない。

「確かにいちいち握手も変かもしれないが、ハグはもっとおかしいと思う」

「おかしい？　私の弟が二学年生にいるが、毎朝、校舎で会うと、ハグをしてくるぞ。それがおかしいのか？」

　アシュレイの弟が嬉うれしさのあまり抱きついているのを、由葵もよく目にすることがある。この兄弟の仲がいいのは有名だった。それに由葵自身も来期、弟がこの学校に入学してくる予定で、会えばきっとハグするだろうことも予測がついていた。

　親愛の情か……。

　そこまで極端にしないとならないのかという疑問も浮かんだが、実際、不仲説を早急に払拭するためには、多少大おお袈げ裟さにしたほうがいいのかもしれないという考えも浮かんだ。

「……わかった。ハグまで許容しよう。ただし、一日一回だけだ」

「一日一回か。仕方ない。あまり由葵に無理はさせたくないからな。一回しか駄目なら、より効果的に取り巻きがいる時を狙ってハグをするしかないな」

　アシュレイの言葉にぎょっとする。

「な、見せびらかすのか？」

　驚いて問い返すが、アシュレイこそ由葵の問いに目を僅かに見開き、驚きの表情を浮かべた。

「何を言っているんだ、見せびらかさないと意味がないだろう？　君も腹を括くくったほうがいい。寮長の座と、その先のキングの座もかかっているんだ。中途半端な気持ちでは現キングの納得を得られないぞ」

「それはそうだが……」

　急展開についていけない。大体、アシュレイのことはあまり好きではないのだ。それを親友のように振る舞うなどと、僅かな時間なら可能だが、常にそのような態度をとるなんて、由葵にとってはまるで罰ゲームのような状況だ。

　果たして化けの皮が剝はがれることなく、皆を騙せるか甚だ疑問である。

　由葵が今までのわだかまりを吹っ切れず足踏みをしていると、アシュレイのほうは由葵にお構いなく、早速次の段階へと進めた。

「まずは練習してみよう」

「え？」

　拒む間もなく、いきなり抱き締められる。

　なっ……。

　先ほどのハグよりも腕の力が強かった。それに今は完全にアシュレイの胸の中に閉じ込められている。

　なんでこいつが僕を抱き締めているんだ―――？

　次々とやってくるわけのわからない現実に頭がついていかない。対処ができず固まっていると、アシュレイが焦じれたように催促してきた。

「由葵、ハグだろう。ほら、君も私の背中に手を回せ」

「あ……ああ、そうだな」

　そうか、ハグか……。

　恐る恐る彼の背中に手を回した。するとアシュレイが抱き締めている手の力を一段と強くしてきた。

　ハグ……。

　これってハグ？　ハグ……だよな。

　寮対抗の試合に勝ち、寮生と優勝を喜び合い、ハグした時のことを思い出す。あの時は感極まって抱き合うので、あまり意識したことはなかったが、こうやって改めてハグすると、そのやり方は間違っていないのに、違和感を覚えずにはいられない。

　由葵がなんとも言えない思いを抱えていると、由葵の首筋に顔を埋うずめていたアシュレイがクスッと小さく笑った。

「少し緊張しているか？　由葵、君の心臓がどきどきしているのが伝わってくる」

「え？　いや、緊張というか動揺というか。君とこんなふうに抱き合う日が来るとは思っていなかったから……」

「抱き合うなんて、色っぽい言葉を使って私をあまり煽あおらないでくれないか？」

「煽っていない。いちいち茶化すな」

　即刻否定だ。するとアシュレイがプッと噴き出した。

「由葵は手厳しいな。『花のアフロディーテは高たか嶺ねの花』とはよく言ったものだ」

　その文句は由葵の耳にも入っている。誰が最初に言ったか知らないが、今はほぼ全校生徒がそう口にしていた。

「棘とげがあると言われているのも知っているぞ」

「美しい薔ば薇らに棘があるのは当然だ」

　気き障ざったらしいことを言いつつ、アシュレイはやっとハグを解いた。由葵もすぐにそれに倣う。

「由葵」

　名前を呼ばれ、改めてアシュレイの顔を見つめる。出自のよさが伝わる品のいい青い瞳が由葵を映していた。

「まだバースは覚醒していないのか？」

「っ……」

　一番聞かれたくない話を、一番言いたくない男に尋ねられる。

　だが由葵もこれが弱みだと、この男に知られるわけにはいかない。なんでもないように平然と答えるのが、せめてものプライドだった。

「ああ、まだだ。自分でも遅いほうだと思うが、人によっては二十歳はたちになってから覚醒したという事例もあるらしいから、気長に待つつもりだ」

　十七歳になってもバースが覚醒していない人間は、統計でまだ人口の三割程度はいる。だから、そんなに焦ることではないと、由葵自身も自分に言い聞かせ、コンプレックスを持たないよう努力はしていた。ただ、早くからアルファとして覚醒したアシュレイを見てしまうと、その努力の甲か斐いなく、コンプレックスが疼うずいてしまうのも事実ではあった。

　冷静に答えると、アシュレイもまた真剣な瞳をこちらに向ける。

「そうか」

　アシュレイは、きっと由葵のこのコンプレックスとは無縁なんだろうと思うと、小さな苛いら立だちを覚えた。同じ人間なのに、エリートコースを約束された彼に嫉しつ妬とせずにはいられない。

　だがその嫉妬を悟られたくない。バースが覚醒していなくとも、彼を前にして堂々と対等でいることが、由葵の矜持を保つことにも繫がった。

　だからこそ、敢えて自分が不安であることを不安とは思っていないように口にする。強がりでしかないが、自分の心が少しずつ傷つくのを見ない振りをして、言葉を足した。

「だが、ここまで未覚醒なのだから、いっそのこと卒業まで覚醒しなくてもいいと思っている。ベータ、いや、万が一オメガになったりしたら、キングどころか寮長の座さえ危ないからな」

　心臓がきゅっと痛くなった。本当にそんなことになったらと思うと、眉間に皺が寄りそうになるが耐える。だが、アシュレイはそんな由葵の葛かつ藤とうにも気づかず会話を続ける。

「寮長になった後、オメガに覚醒したが、そのまま寮長を続けた例はあるぞ」

　確かに任期中に覚醒した場合、寮長を務め続けることは可能である。実際に寮全体で寮長を支え、無事に寮長が卒業した例が過去にもあった。だが、寮長になる前にオメガに覚醒した学生がそのまま寮長になったことは、今のところ一度もない。

　今はまだ四月。次期寮長が決まるのが六月。更に新しいキングが決まるのは来期の十一月だ。それまでに由葵のバースが覚醒せずにいられるという、そんな保証はどこにもなかった。

　アルファだけではなく、ベータ、オメガでも優秀であれば寮長やキングになれる。ここはそういう校風だ。だが実際、アルファ並みに優秀なベータやオメガがいても、その座に就くのはアルファだ。

　アルファにならなくては、すべてがこの手から零れ落ちてしまう。

　アルファにならなければ―――。

　由葵の切なる思いだ。

「だからバースのせいで寮長やキングの座を諦めなくてもいいんじゃないか？　キングもオメガがなっていいと思う」

「アシュレイ、それは僕がオメガに覚醒することを前提に言っているのか？」

　つい声に棘を含ませてしまった。

「そういう意味ではない。ただ事実としてそういう事例があることを言ったまでだ。誓って他意はない」

「ふぅん……。僕がオメガになってキングの座の候補にもなれなかったら、君に笑われそうだな」

「そんなつもりはなかったが、君を不快にさせたなら悪かった」

　不快になったことをアシュレイに言い当てられたと同時に、自分の狭量さを指摘されたような気もし、由葵はなんでもないふうを装った。

「別にこんなことで不快にはならないよ。まあ……でも、もしオメガに覚醒したなら、キングのこともあるが、『番』を見つけないとならないだろうな」

「な、に……？」

　アシュレイの動きが一瞬止まる。そんなに変なことを言った覚えがないので、由葵は俄かに首を傾げた。

「どうした？　オメガに覚醒したらヒートも三か月に一回あるし、これから大学受験の準備も本格的になるんだ。ヒートのたびに勉強に遅れが生じるのは困る。だが、『番』がいればすべてが解決する。ヒートが来ると苦しくて授業もまともに受けられなくなると聞くし、合理的な解決方法だと思うが？」

「そうだが……。『番』って君は簡単に言うが、それは伴侶を得る、結婚するようなものだろう？　相手はどうするんだ」

「家に言えば、相応しい相手をすぐに探してくるさ……って、君、やっぱり僕がオメガになればいいなんて思っているんだろう？」

「いや、成人する前に結婚するのかと、ちょっと驚いただけだ」

「そうかな？　僕がオメガに覚醒すれば、キングの座はほぼ君に決まったようなものだからな」

「酷ひどい誤解だな。大体、今までそんなことを思ったこともない。由葵のことは本当に素晴らしい好敵手だと思っている。キングの座も正々堂々と張り合いたい」

　アシュレイの必死ともとれる言い訳に、由葵もつい茶々を入れたくなる。

「アシュレイ、そんなに焦って答えなくてもいい。君らしくない」

　普段は冷静沈着な金の太子と呼ばれているアシュレイの焦った姿はなかなか見られない代物だ。

「君にこれ以上嫌われたくなくて必死だからな。この学校にもあと一年ほどしかいられない。残りの一年、君とは本当に親しくなりたいと思っている」

「アシュレイ……」

　彼の本音ともとれる言葉に少しだけドキッとした。罪悪感からだろうか。

　元々勝手にコンプレックスを抱き、アシュレイを遠ざけていたのは由葵のほうだ。キングからのお達しが出るほど、周囲にも自分の感情が影響を与えていたのは認めざるを得ない。

「アシュレイ、僕も態度を改めよう。君に少し甘えていたのかもしれない。刺々しい言葉を投げかけていたのは認める。申し訳なかった」

「由葵、謝らなくてもいい。事実、刺々しいなんて思ったことはない」

　さすがは次期ベリオール寮の寮長と言われるだけの男だ。由葵の非に気づかない振りをしてくれるようだ。

「甘えてくれていると思っていたしな」

　甘えてくれている？

　引っかかりを覚え、一瞬だけ由葵の躰が固まる。見上げるアシュレイの表情は相変わらず笑顔だった。

「少し由葵の特別な存在のような気がしていた」

　特別っ!?　どれだけ前向きなんだ、君は！

　社交辞令で『甘えていた』と口にした手前、反論することもできず、由葵は拳を握り締めて耐えると同時に、こめかみが引き攣つりそうになりながらも笑みを浮かべた。

「君が特別……というのは、あまり考えたことがなかったけど、アシュレイに悪く受け取られていなくてよかったよ」

　きちんと笑顔で答えられただろうか。

　由葵がそう思いながらも頑張って笑顔でいると、アシュレイの指がふと頰に触れてきた。

　な……。

　これも友愛か？　親友の範囲内か？

　アシュレイと始めたばかりの『友達ごっこ』ゆえに、線引きがわからない。少なくとも本当の友人、ロベルトとはこんなことはしない。

　由葵が対応に困っていると、アシュレイの指がそっと離れた。

「すまない。こうやって久々に君の顔を近くで見たら、昔を思い出して、つい触ってしまった」

「昔？」

「一学年生の時に、ちょうどここで初めて君と口をきいた。覚えていないか？」

　ここで―――。

　記憶に蘇よみがえるのは、新入生親睦会でギネヴィア姫に扮した自分と、騎士に扮したアシュレイの姿だ。

「あ……」

　この中庭で小枝にかつらを引っかけて困っていた由葵を、通りかかったアシュレイが助けてくれたのだ。

「懐かしいな。あれからもうすぐ四年経たつんだな」

「ああ、君のキスを貰もらって、約四年だ」




　　　＊＊＊




　約四年前、由葵がエドモンド校に入学して二か月。慌ただしく月日が過ぎる中、全校を挙げての新入生親睦会が開かれた。各寮対抗戦のフェンシング大会である。

　だが、ただの大会ではない。男ばかりの寂さみしい学校生活を少しでも潤そうと、いろいろと趣向を凝らしたものであった。

「あの……どうして僕が姫役なんですか？」

　マンスフィール寮の上級生によってドレスを着せられ、化粧まで完璧に施された由葵は、鏡の前で己の姿を見てげっそりした。鏡に映った自分は女性と言っても通りそうな、いや、どこから見ても完璧な少女となっている。

　対して鼻歌交じりに由葵に女装させていた上級生は笑顔で答えた。

「どうして？　全校生徒の投票で、お前が今年の入学生で一番美人だと決まったからだ。これは我がマンスフィール寮にとって、誉れの一つだ。ポイントも一ポイントつくしな。これで更に我が寮の代表の新入生が大会に優勝すれば、一挙に二ポイント獲得だ」

　寮対抗の試合などはすべてポイント制になっており、一年を通して、合計ポイントが一番高かった寮が年間ＭＶＰを獲得できる。

　ＭＶＰを獲とったからといって何かあるわけではないが、それは名誉とされ、代々受け継がれるキングの手帳にその寮の名が記載されることになっていた。過去に何度その名前が手帳に載ったかで、各寮の優劣が決められていると言っても過言ではない。

　各寮の生徒たちは愛寮精神の下、ＭＶＰを獲得するために切磋琢磨していた。







　かつらが小枝に引っかかって手間取っていた由葵を助けてくれたアシュレイは、ベリオール寮の新入生代表のようだった。

　由葵がギネヴィア姫としてフェンシング大会の会場の中央に座すと、姫を守る騎士に扮した、十五の寮の各代表が兜かぶとを脱いで、一斉に由葵のほうを向く。その中にいたアシュレイと一瞬目が合った。ドキッとしながらもさりげなく視線を外すと、騎士たちは恭しく跪ひざまずき頭を下げた。

　由葵は上級生から代々伝わるギネヴィア姫の台詞せりふを口にした。

「勇敢なるわたくしの騎士たちよ、騎士道精神にのっとり、正々堂々と戦うことをわたくしに誓えますか？」

「イエス・ユア・ハイネス！」

　十五人の騎士が一斉に声を揃そろえて答える。由葵はそのまま椅子から立ち、高らかに宣言した。

「ギネヴィアの名において、今から神聖なる試合を開催いたします」

　由葵の声を合図に、おおぉぉっ！　という生徒たちの雄叫びが会場中に響き渡る。由葵は隣に立っていた従者に扮した上級生に手を取られ、再び椅子にそっと座った。

　すぐに従者から恭しく薔薇の花を渡される。すべて丁寧に棘が取られたもので、一本ずつ試合に勝った騎士に褒美として渡すのだ。

　ギネヴィア姫から拝受した薔薇は名誉とされ、試合に勝ち進むほど名誉と共に薔薇の本数が増えるという仕組みだ。その薔薇はドライフラワーにされ、次の年の新入生親睦会まで、各寮に飾られる。

　更に大会の優勝者には、月桂冠とギネヴィア姫の祝福のキスが贈られることになっていた。

　新学年一の美人がギネヴィア姫に選ばれるのは、男ばかりの寮生活に少しでも潤いをと、いつの時代かわからないが尊い上級生によって作られたルールである。

　莫ば迦かなルールでも伝統だ。由葵に逃げ道はなかった。

　試合はトーナメント式で、各寮の新入生から選出されたフェンシングの腕に覚えのある十五人で行われる。

　フェンシングには剣によってエペ、フルーレ、サーブルと三種類の競技形式がある。この新入生親睦会ではエペが採用されていた。

　エペは全身どこを突いても有効となり、ポイントが入る。お互い同時に攻撃できることもあって、かなり慎重な駆け引きが必要とされる形式だ。

　屋内のフェンシング場には大勢の生徒が押しかけていた。下級生は上級生に席を譲り、立って見るのが慣習とされているため、通路まで学生で溢れていた。

　騎士の扮装をしていた生徒は、試合の前に古めかしい甲冑から、普段のフェンシングの真っ白な防具に着替え、会場に現れる。

「頑張れっ！」

「打倒、エドワード寮！」

　普段紳士の教育として、むやみに騒ぐことを許されてはいないが、スポーツだけは違い、皆が熱くなって自分の寮の生徒を応援する。

　白熱した試合が進むにつれ、次々と選手が絞られていく。その中でも一番注目されていたのが、ベリオール寮のアシュレイだった。

　新入生だというのに、どこか人を圧倒するオーラを既に纏っており、彼がピストと呼ばれる細長いコートの上に立つたびに、歓声と感嘆の溜息が零れるのを由葵は気づかずにはいられなかった。

　そのせいか、由葵は彼によく視線を奪われてしまう。気づけば彼を見つめているのだ。他の場所でも同時に試合をしているのに、彼の動き一つ一つを目で追ってしまっていた。

　アルファのオーラが強いのか。

　アルファには人を惹ひきつける力が、カリスマ性が自然と身についている。だからこんなにも心が惹きつけられるのだろうか。

　悔しい―――。

　自分も早くアルファに覚醒したいのに―――。

　この学校に入るまでコンプレックスなど感じたことがない由葵にとって、アシュレイは自分を脅かす存在だと初めて感じた男だった。

「由葵、ほら薔薇の花を勝者に」

　アシュレイに気を取られていると、従者役の上級生に小声でフォローされる。アシュレイの隣でやっていた試合の決着がついたようだった。由葵は慌てて立ち上がり、こちらに向かってくる勝者を笑顔で迎え入れた。

　勝者は由葵の扮するギネヴィア姫の前までやってくると、そのまま跪いた。由葵は彼に白い薔薇の花を手渡す。

「素晴らしい試合でした。次の試合も期待しております」

「必ずや勝ってみせましょう」

　学生によって答える言葉も違うし、気障ったらしく薔薇の香りを嗅かぐ者もいれば、由葵にあからさまに秋波を送る者もいた。もちろんそういう輩やからはすべて無視をする。

　そうしているうちに次々と勝負の決着がつき、いよいよ決勝戦となった。

　予想通り、ベリオール寮のアシュレイが最後まで残っている。

「アークランドだ！」

　誰かがアシュレイの名前を呼んだ。真っ白なフェンシング用の防具に包まれた彼は、金の髪をなびかせ、颯さつ爽そうと会場に現れた。その姿は騎士どころか、どこかの王子のようだ。

　アシュレイがピストに乗った途端、会場中から歓声が沸き起こった。もしかしたら、ベリオール寮以外の生徒からも応援されているかもしれない。

　もう一人はリネカー寮のサイオスで、彼もまたスポーツ全般を得意とする学生であった。

　最後まで残った二人は、主審を務めるキングに剣と服装をチェックされ、何も問題ないことを確認し、それぞれ所定の位置に着いた。

「ラッサンブレ気をつけ・サリューエ礼！」

　キングの声が響いた途端、会場がしんと静まり返った。

「アン・ガルド構え！」

　その合図にアシュレイは金の髪を搔かき上げ、マスクをつけた。そしてスタートラインに立ち、構えの姿勢を取った。

「エト・ヴ・プレ用意はいいか？」

　その声に二人は返事をした。

「ウィはい」

「ウィ」

「アレッ始めつ！」

　由葵は自分の複雑な思いを抑え、アシュレイの試合を真正面から見る。彼のスピードのある剣捌さばきは、目を瞠みはるものがあった。

　本来エペは頭脳戦だ。剣の動きと同様のスピードで、アシュレイの脳がいろいろと計算しているのがわかる。

　相手の突きを上手く薙なぎ払い、剣を相手の胸へと突きたてる。だが、相手のサイオスも運動神経がよく、躰を翻して剣を避よけた。

「サイオス！　もっと前へ！」

「アシュレイ！　行けっ！」

　客席から大きな声援が飛ぶ。二人とも動きが速い。だがアシュレイのほうが、フットワークが小刻みで軽いのは誰が見ても明らかだった。

　攻撃、防御、反撃をリズミカルに繰り返していく。相手に攻撃を仕掛けても体幹がしっかりしているのか、体勢が崩れない。そしてアシュレイの剣は優雅で華麗でもあった。彼の動きから目が離せない。

「ベリオール！　ベリオール！」

「リネカー、リネカー、リ、ネ、カー！」

　寮の名前が連呼される応援に、益々アシュレイの動きにキレが出た。そのまま接近戦に持ち込み、懐から剣を繰り出す。鋭い剣筋に目が追いつかない。

　だがそれはサイオスも同様だったらしい。アシュレイに追い込まれたその時―――、

「トゥシェッ突き！」

　キングの声と共に、得点を示すランプが点いた。アシュレイ側のランプだ。

「ポアン得点！」

　そのコールにどっと会場が沸く。学生たちが一斉に歓喜の声を上げた。

「ラッサンブレ・サリューエ！」

　勝敗が決まり、再び試合前と同じ合図で終了となる。二人は握手を交わし、ピストから退出した。

　大歓声に包まれた、興奮冷めやらぬ会場を、マスクを外し、その端整な顔を露あらわにしたアシュレイが、仲間からの祝福もそこそこに受け流し、由葵のほうへと真まっ直すぐ歩いてくる。堂々とした様子は、故国に凱旋する一国の王のようだった。

　その凜り々りしい王につい見惚れながらも、由葵もまた椅子から立ち上がる。ギネヴィア姫として彼を祝福しなければならない。

　アシュレイは目の前まで来ると跪き、由葵を見上げた。

「―――マイ・ディア」

　アシュレイの口くち許もとからは慣例とは違う呼び名が発せられる。思わず由葵は驚いて躰を揺らしてしまった。呼び方が違ったこともあるが、その甘い囁きがまるで恋人のもののように聞こえたのだ。

　騎士が身分違いの恋を胸に秘めているようにも思える。アシュレイなりの何かの演出だろうか。それにしても彼の演技力には舌を巻くしかなかった。

　由葵の隣に立っていた上級生が小さくコホンと咳せきをした。それで由葵は自分の役目を思い出し、上級生から月桂冠を受け取った。

　途端、それまで騒がしかった会場が静まり返る。皆がギネヴィア姫からの祝福に注目していた。

「最愛なる我が騎士よ、その勇猛な戦いぶりを心から称賛いたします」

　彼の視線が伏せられたのと同時に、由葵はその頭に月桂冠を恭しく載せる。するとアシュレイがもう一度顔を上げ、由葵を見つめてきた。

　戦いを終えたばかりでまだ冷めやらぬ熱を秘めた青い瞳が由葵を射貫いてくる。同じ男なのに、どうしてか一瞬胸が熱くなった。

　な、なんだ―――？

　動揺をどうにか隠して、そのまま恒例のキスへと移る。

　彼の少し陽ひに焼けた額に、そっと口づけた。刹那、それまで静かだった会場が、再び割れんばかりの歓声に包まれる。

「ギネヴィア姫、万歳！　ベリオールの騎士、万歳っ！」

　歓声に応こたえるため右手を上げようとした瞬間、その右手をいきなりアシュレイが摑つかんだ。

「え？」
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　気づいた時には、跪かれたまま手の甲にキスをされていた。

　え、ええっ!?

　何が起きたのか把握する前に、由葵も一瞬頭が真っ白になり対応が遅れる。そうしているうちに会場からも冷やかしの口笛や歓声、そしてその歓声に紛れて悲鳴にも似た叫び声が聞こえ始めた。それでやっと由葵は我に返り、自分の手に唇を寄せているアシュレイに小声で注意をする。

「アシュレイ、ちょっと……放せ」

　すると彼が笑顔で立ち上がり、今度は観衆に手を上げて応え始めた。しかもちゃっかり由葵の腰に手を回して、だ。

　断固抗議しようと口を開きかけると、先に彼が注意してきた。

「由葵、皆が喜んでいるんだ。この場を一緒に盛り上げるのが、選ばれた私たちの使命だろう？　ほら、由葵も手を上げて笑顔で観衆に応えて。君はギネヴィア姫なのだからな」

「うっ……」

　何も言えない。

　思春期真っ只中の野郎どもが閉じ込められているこの学校で、癒いやしは必須だ。事あるごとに可愛い学生が女装をさせられ、姫として崇あがめ奉られるのも、古きよき（？）伝統の一つである。

　選ばれた学生も学校のため、全校生徒のため、ノブレス・オブリージュ―――上に立つ者は、それ相応の義務と責任を果たさねばならぬという精神を養う意味でも、自分に与えられた役目を、責任を持ってまっとうするのがあるべき姿とされていた。

　こうして一つ一つの行事における役目を全力で果たし、多くの学生に娯楽を提供することによって、学校の中での地位を順々と固め、ゆくゆくは監督生、寮長、そしてキングへと進んでいくのだ。この学校に入った時から既にそのスタートは切られていた。

　しかもそれは社会人になってからも続き、上流階級での交友にも大きく影響してくる。

　大人になっても心のどこかに少年の心を持っている紳士たちは、どんなに時が経っても、学生時代を思い出し、昔話に花を咲かせるのだ。

　だからこそ、今回のギネヴィア姫を演ずることはとても名誉なことであり、上を目指すのであれば、与えられた使命は完璧にこなさなければならなかった。

　アシュレイの言葉に、由葵は腹を括って、全校生徒が望むギネヴィア姫を演じることに徹した。にっこりと笑顔を観衆に向けると、自分からもアシュレイに寄り添う。

　すると一瞬アシュレイの躰に力が入ったように思えた。だが、すぐに由葵の腰に回された手に、今まで以上に力が入り、きゅっと引き寄せられる。

　姫と騎士の身分違いの恋をまだ演出しているのだろうか―――。

　それはそれで彼の行為を理解できるが、いかんせん、公衆の面前では、たとえ演技であろうともさすがに恥ずかしかった。

「アシュレイ、調子に乗りすぎだ」

　恥ずかしさからそう言ってやると、彼がその青い双眸を細めた。

「新入生一、美人な君から祝福を受けたんだ。少しくらい羽目を外してもいいだろう？　こうやって堂々と君を抱けるなんて、そうそうないしな。堪能したい」

「……君、今までそうやって女性を口説いてきたんだな。いいか、アシュレイ、君に甘い言葉を囁かれたからといって、全員が君に惚ほれるなんて思うなよ」

「君は私に惚れてくれないのか？」

「惚れるか。それに僕の恋愛対象は女性だ」

　対外的には笑顔を作りつつ、小声で笑顔とは裏腹な会話を続ける。

「相手がオメガでも男性は対象外か？」

「相手がオメガでも女性だ」

「じゃあ、私のつけ入る隙がないじゃないか」

　その言葉に、思わず『はあ？』とアシュレイのほうへと顔を上げるが、彼から『笑顔、笑顔』と注意され、口許を引き攣らせながら再び笑顔を作った。

「君の入る隙なんて最初からないし、君はアルファだろう？　オメガじゃないから、君は確実に対象外だよ」

「手厳しいな、私のギネヴィア姫は」

「君の、じゃないけど」

「いや、少なくとも今年のギネヴィア姫は私のものだが？」

「はぁ……君って、意外と我わが儘ままな感じ？　新入生一番の期待どころだと評判なのに」

「由葵の前だと我儘になるのかもしれないな」

　そんな気障なことを言ったかと思うと、由葵の頰にチュッと音を立ててキスをした。その様子にまた会場がどっと沸く。皆、アシュレイの過剰なサービス精神に歓喜の声を上げていた。

「……なっ」

「隙だらけだな。ギネヴィア姫に選ばれたほどの美貌なんだ。これからの五年間の寮生活、隙を見せたら大変だぞ。気をつけたほうがいい」

「取り敢えず、君には気をつけるようにするよ」

「なるほど、得策だ」

　まったく悪びれることなく、笑顔で返答してくる。由葵も観衆の面前のため、笑顔を崩さず、アシュレイを見つめ返した。

　この会話を第三者が耳にしていたら、二人の笑顔はかなり胡う散さん臭いに違いない。だが、今は従者役だった上級生も壁際で待機しており、周囲には誰もいなかった。

　由葵とアシュレイは四方から上がる歓声に笑顔と手を振ることで応え、そんな会話が裏でされているとは思ってもいない学生たちは、美しいギネヴィア姫と、その騎士でもある勇敢な優勝者を祝福したのだった。
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　ああ、あの時から僕はアシュレイが少しずつ苦手になったんだよな……。

　新入生親睦会のことを思い出し、由葵はつくづくそう思った。

「そろそろティータイムも終わる。寮に戻らなければ……」

「由葵、これからよろしく頼む」

　改めて言われ、由葵もまた大きく頷うなずいた。

「こちらこそよろしく。寮長やキングの座のこともあるが、そういうことを抜きにして、君とは友好的な関係を築いていきたいと思っている」

「由葵……」

　アシュレイの手が由葵の腕を摑んだ。

「私も最後のチャンスだと思っている」

　最後のチャンス？

　アシュレイの言葉に引っかかりを覚えるが、いきなりハグをされ、それを追究する間もなかった。

「アシュレイ!?　ハグはさっき練習したばかりだぞ？　それに取り巻きの前で一日一回だけじゃないのか？」

「今日はこれで君と別れるんだ。さっきのは練習だから一日一回のハグは有効だろう？」

　アシュレイは悪戯いたずらが成功した子供のように無邪気に笑って、ベンチから立ち上がった。

「由葵、君と友達になれたら、この学校に入った甲斐があったというものだ」

「君は大袈裟だな」

「大袈裟じゃない。本心さ。君を尊敬している」

　ただの社交辞令かもしれないが、学校でも一目置かれているアシュレイから『尊敬している』となどと言われ、嬉しさと恥ずかしさが綯ない交まぜになったような感情が由葵の心臓を締めつけた。

　コンプレックスを抱く相手ではあるが、その相手が自分を認めてくれたような気がして、新たな一歩を踏み出せる、そんな前向きな感情が由葵の中で生まれる。

「名残惜しいが、君を引き留めてばかりはいられないな。また明日」

　アシュレイの手が由葵の腕から離れていく。少しばかりそれを寂しく感じる自分がいて、由葵自身が俄かに驚いた。

「ああ、また」

　由葵はさりげなさを装って、アシュレイから離れたのだった。
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　由葵がマンスフィール寮に戻ると、いつもは一番に顔を見せるファグ、エリオットの姿が見えなかった。

　最近寮長の座を巡って、何かと由葵に難癖をつけてくる寮生がおり、由葵への嫌がらせが上手くいかないと、エリオットに矛先を変え、無理難題を押しつけ苛いじめているのだ。今も心配になり、さりげなく彼を探す。

　すると階段脇の死角になる場所から声がした。

「私は通り沿いのサンターニャのビスケットを買ってこいと言わなかったか？」

「はい、ですがもう個人指導の時間になります。外へ買い物に出掛ける時間はありません。明日買ってきますので、今日はこちらのマダム・タリサのビスケットを持ってきました」

　エリオットの声だ。もう一人はやはりと思ってしまったが、由葵によく難癖をつけてくるジョージ・ギルだ。

「お前、上級生の用事をいい加減に済ませていいと思っているのか？　お前のファグ・マスター、由葵はファグの躾しつけも上手くできない能無しか」

「由葵様の悪口は言わないでください！」

　それまで大人しく従っていたエリオットが声を張り上げた。

「上級生になんていう口の利き方をするんだ！」

「わっ」

　エリオットの声に、由葵は咄とつ嗟さに二人の前へ歩み出た。

「そこで、何をしている。ギル」

　床にはエリオットが用意したのだろうマダム・タリサのビスケットが落ちていた。

　由葵はその菓子が、エリオットが大切にし、同室の一年生同士で楽しみに食べている人気の洋菓子店のものだと知っているので、尚更怒りが込み上げる。

　エリオットがギルの難問に応えるために、自分のものを持ってきたのだろう。

「由葵、お前のファグは使い物にならないぞ。ファグ・マスターとして失格だな」

「ギル、時間外に下級生に買い物を依頼するのは禁じられている。どうしても食べたければ、自分で買いに行け」

　由葵はさりげなくエリオットを背中で庇かばい、ギルの前に立った。

　ジョージ・ギル。由葵と同じ四学年生で、イギリスでも有数の大貴族、ギル公爵の次男である。その父親の権威を笠に着て、校内でも大きな顔をしており、このマンスフィール寮の悩みの種となっていた。

　成績や素行が悪く、ギル公爵子息という肩書で、どうにかこの学校にいるような男である。しかも厄介なことに次期寮長を狙っていて、最有力候補の由葵を目の敵にしていた。

　もちろん現寮長もギルを次期寮長に指名しようとは微み塵じんも思っていない。だがギルは、自分のことを棚に上げ、すべて由葵が仕組んで自分を蹴落としたと思っている節があった。

　由葵が万が一にも寮長になれなかったとしても、ギルが次の候補に挙がるわけがないのに、この男はそれが可能だと思っている。父親の権力はこの自由の王国には届かないというのに、だ。

　しばらく睨み合っていると、ギルが不敵に鼻を鳴らした。

「ふん、未だバースが確定していないような出来損ないのお前に、我らマンスフィール寮の次期寮長は任せられないな。私のようなアルファでないとな！」

　アルファ―――。

　とてもアルファに思えないこのギルさえも、既に去年、アルファに覚醒していた。

　アルファであるなら、彼の成績が悪いのも、何かの反抗でわざとそうしているのだと思われるが、そんなことをしてもなんのプラスにもならないのを理解できないらしい。本当にアルファなのか疑わしいのだが、バース証明書もあるので疑う余地はなかった。

「由葵様のバースが覚醒されていないのは、そのお力が大変強いからです。躰に馴染むまでに時間がかかるのです！」

　近年、アメリカのバース医学会で発表された研究結果だ。

　未だバースの覚醒については、詳しくわかっていないことが多く、この説もそういう定義があるのではないか、という程度のものだった。だが、エリオットは由葵のことを慮り、信じているのだろう。

　だが、ギルはそんなエリオットの気持ちを鼻で笑った。

「ハッ、何を言っても無駄だ。こいつがアルファに覚醒しなければ、私はこいつが寮長だとは認めないからな。ベータに支配されて堪るか。アルファは最優秀種なんだからな！」

　アルファであることが、ギルのアイデンティティを支えているようだ。

「ギル、君が自分で優秀だと言うのなら、せめて監督生になるくらいしたらどうだ。出来損ないの僕がなっているんだ。アルファの君なら簡単だろう？」

　監督生になるには、最上級クラス、シックスフォームのクラスに入らなければならないが、ギルの成績ではとても無理なのは承知で、由葵は敢えて嫌みを口にしてやった。

　案の定、彼は少しだけ顔色を変えるが、すぐに不ふ遜そんな態度を見せた。

「そんな面倒なことをどうしてしなきゃいけないんだ？　監督生なんてアルファが他のバースのために何かを施すということだ。そんなもの、アルファのプライドが許さないね。監督生になりたくないから、わざと成績を悪くしているのに、あり得ないな」

「だが、現に君はバースが確定していない僕に能力的に劣っている」

「なんだと！　調子に乗るのもいい加減にしろ、この出来損ないがっ！」

　ギルの手が由葵の襟を摑み上げた。

「由葵様！」

　エリオットの悲鳴に近い声が響いた。だが由葵も負けてはいない。最後の最後まで減らず口を叩いてやる。

「口で敵かなわないなら、暴力に訴えるのか？　まったくスマートではないな、君は。寮長どころか、このマンスフィール寮にも相応しくない」

「言わせておけばっ！」

「おやおや、ギル、この栄光のマンスフィール寮で暴力沙汰はよくないな」

　そこに由葵の親友のロベルトが現れた。このタイミングのよさから、彼がしばらく前から近くにいたのだろうことがわかる。

「お前には関係ないだろう！　あっちへ行け！」

「関係あるな。大声は紳士には不似合いな所業だ。改めさせるのは、俺たち同寮生の役目だ。ギル、これ以上大事になる前に拳を引っ込めろ。今なら見なかったことにしてやる。寮での暴力事件は、停学の対象になる。お前、父親の手前、停学はまずいんじゃないか？」

「っ……くそ」

　ギルは小さく唸うなると、拳を下げた。よほど父親に弱いらしい。

「ギル、苦しい。襟から手をどけてくれないか」

　未だ襟を摑まれていた由葵は、冷めた顔でギルを見つめた。ギルも振り払うように由葵の襟から手を放した。

「由葵様っ！」

　乱暴に振り払われたせいで由葵の足元がふらつくと、すぐにエリオットが支えてくれた。

「ふん、覚醒もしないままの未熟なお前が寮長なんて認めないが、お前が万が一、オメガにでも覚醒したら、寮長となった俺の愛人として傍そばに置いてやるよ。せいぜい俺の愛人の座を満喫しろ。そのほうがお前にはお似合いだ」

「悪いが僕にも相手を選ぶ権利はあるし、オメガに覚醒など、アルファになるより確率は低いぞ。ああ、君が寮長になる確率はもっと低いけどな。君よりも優秀な生徒はこの寮内にはいくらでもいる」

「そうかな、今の寮長が俺を選ばなくとも、この寮の生徒が俺を選ぶかもしれないぞ？」

　それは暗に生徒を買収すると言っているようなものだ。いや、買収ならまだしも脅迫して寮長の座を奪う気かもしれない。

　どちらにしてもこの名誉あるマンスフィール寮の品位を落とす行為に、由葵の眉間に皺が寄った。するとギルが下卑た笑みを浮かべた。

「由葵、お前のその美貌はオメガのものじゃないか？　いつかお前がオメガに覚醒して、それゆえに出世できなくて悔しがる姿を見るのが楽しみだ」

「言ってろ」

　きつく睨み返すと、ギルはそのまま鼻を鳴らしてその場から去って行った。

「由葵様、大丈夫ですか？」

「ああ、大丈夫だ。エリオットこそ怪け我がはないか？」

「はい、僕は由葵様が助けてくださいましたから、何もありません」

「そうか、よかった。さあ、皆のところへ戻っておいで。また夕食の時に会おう」

　まだエリオットは心配して傍を離れがたい様子でいたが、由葵は敢えて彼に別れを告げた。エリオットは由葵の言葉を正しく理解して、この場から離れるのが妥当だと判断したようだ。すぐに返事をしてきた。

「はい、ではこれで失礼します。助けていただいてありがとうございます」

「こちらこそありがとう、エリオット」

　軽く手を挙げると、エリオットは小さく頭を下げて、部屋へと戻って行った。

　彼の姿が角を曲がって見えなくなってから、由葵は隣に立っていたロベルトに話しかけた。

「……本当に僕のファグは、よくできたファグだろう？」

　実は今から口にすることが、エリオットに聞かせたくない内容だったので、由葵は彼を部屋へ帰した。優秀なエリオットは由葵の気持ちをきちんと汲くみ取り、この場を去ってくれたのだ。

「さて、と……ロベルト、事を荒立てようと思ったのに、お前も余計なところで助けに入ってきたな」

　そう言うと、呆れたようにロベルトが溜息を吐いた。

「やっぱりか。お前にしては下手を打っているなって思っていたが、ギルを陥れて、停学処分にするつもりだったんだな」

「退学まで持っていきたかったが、ギル公爵の息子となると、難しいだろうな……。まあ、でも寮からは追い出そうと思っていた。寮替えをさせて追っ払いたかったのに」

　寮は一度決まると、よほどのことがない限り替わらないのだが、苛めや暴力などが発覚した場合、教師の判断で寮替えをさせられることがある。由葵はそれを狙っていた。

「それにしても、お前が囮おとりになることはないだろう。お前の顔に傷がついたら、全校生徒のほとんどが涙に暮れるぞ」

「どうだか……」

「由葵、お前、もっと自分を大切にしろよ」

「できるだけ、大切にするつもりだから心配はいらないよ」

　その答えにロベルトの表情が歪んだ。彼が心底心配してくれていることが伝わってきて、由葵はそっと笑みを零した。

「わかっている、心配してくれてありがとう。だがキングの座を狙うからには、少しばかり無茶をしないといけないからな」

「できるだけ個人行動は控えろよ。何かあってからでは遅いぞ」

　何かあってからでは遅い。それは由葵にとって違う意味にもとれた。

　バースが万が一、アルファ以外に覚醒してからでは遅い―――。

　アシュレイも言っていたが、確かにベータやオメガでも上を目指すことはできる。できるが、かなり難しくなるのも確かだ。生徒たちがアルファ以外の生徒に票を入れることは感情的にも難しいと思う。アルファだからこそ、自分たちの上に立つのに相応しいと心のどこかでは考えているからだ。

　どうしても古い慣習に引っ張られ、バース差別が残っているのは否定できない。

　なんとしてでもアルファにならなければ―――。

　由葵は改めて強く心に誓った。










◆　Ⅱ　◆




　消灯時間が過ぎた頃、学校の中にある礼拝堂に小さな人影が潜り込む。

　夜でも蠟ろう燭そくが灯ともされ、ほんのりと明るい礼拝堂内には隅に箱型の告解室が置かれている。

　普段、規定の時間内に、罪を犯した生徒がこっそりと司祭に告解をする場として設けられているものだ。

　今はその規定の時間ではないので、告解室には誰もいないはずだ。しかし小さな影はその告解室にするりと消えた。

　小部屋に入って跪き、小さな影―――、少年は礼拝堂に声が響かないように囁いた。

「エリオットです」

　途端、部屋を仕切っている壁の小窓にかかる赤いビロードのカーテンが音もなく開いた。

「誰にも気づかれなかったかい？」

　カーテンの向こう側に、アシュレイが座っていた。

「すみません。急にお呼び立てしてしまって……」

「大丈夫だ。由葵に何かあったんだろう？　何かあったら連絡をよこすように頼んでいたのは私だ。それこそこんな深夜に、君にここまで来てもらって、すまないと思うのは私のほうだ」

　消灯後だ。人目についてはまずいので、エリオットとはいつもここで会うのを決まりとしていた。

　そう、いつも―――。

　エリオットはアシュレイがマンスフィール寮に放ったネズミ、スパイだ。

　アシュレイは子飼いのネズミを各寮に置いている。自分の寮、ベリオール寮が他寮より優勢であるために、ネズミから多くの情報を仕入れていた。

　ネズミになる寮生は大抵、自分の寮に不満を持っていたり、またはちょっとした小遣い稼ぎで情報を売ったりしている生徒が多い。

　だが、エリオットの場合は違っていた。彼には自分の寮を裏切る気はさらさらないし、自分のファグ・マスターである由葵に傾倒しているため、背徳行為は絶対しなかった。

　一方、アシュレイも彼からマンスフィール寮の情報を得ようとは思っていなかった。知りたいのは由葵の日常だ。

　実は以前からギルが由葵に突っかかっているのは知っていた。そのため彼が由葵に何かしないか、見張っているのだ。

　ギルは次期寮長と言われる由葵を目の敵にしているところがある。そのため数々の嫌がらせを由葵やエリオットにしていた。だが、ギルのその思いは憎しみだけではないとアシュレイは睨んでいる。

　ギルが由葵に劣情を抱いている気がしてならないのだ。

　由葵を守るため、アシュレイはエリオットにネズミにならないかと申し入れたのだ。そしてエリオットもそれを承知してくれた。

『僕はあなたが由葵様をずっと見守っていることを知っています。あなたが由葵様に不利になることをしないと信じています。だから、あなたのネズミになる』

　彼に自分の想いを悟られていたことを知り、アシュレイは苦笑するしかなかった。

　そしてエリオットもまた、どうにかして由葵をギルから守りたいと思っていたことを知った。

　ギルはイギリスでも有数の貴族の子息である。そのギルに対抗できるのは、同じく大貴族の子息であり、学園内に大きな影響力を持つアシュレイしかいない。

　エリオットは由葵を守るためにアシュレイと手を組んだのだ。決して裏切っているのではない。そしてアシュレイもそのエリオットの気持ちを理解し、彼に由葵を裏切らせてはならないと決め、普通のネズミとは違う役割を担わせていた。

　由葵を守るために関してだけの情報提供―――。

　それがアシュレイとエリオットの間を行き交う情報だった。

「夕方、由葵様が僕を庇ったために暴力を振るわれそうになりました」

「ギルに、か？」

「ええ、途中、ラングレーさんが止めてくれなかったら、由葵様は殴られていたかもしれません」

　エリオットはそこで言葉を切り、真っ直ぐアシュレイを見つめてきた。

「彼が何か企たくらんでいるような気がしてなりません」

「企んでいる？　彼がなれもしない寮長になろうとしていることなら、絶対あり得ないから大丈夫だ」

　マンスフィール寮には由葵を筆頭に他にも優秀な生徒がたくさんいる。ギルがどう画策しようとも、彼が寮長になれる確率はゼロだ。エリオットが心配するほどではない。だがエリオットは表情を曇らせるばかりだ。

「何か君なりに気になることがあるというのか？」

　彼の気持ちを聞こうと促してみると、その瞳が微かすかに揺れた。

「はい……。寮長の件もそうですが、実は由葵様をオメガ呼ばわりして、更に自分の愛人にするような暴言を吐いていたんです。由葵様がオメガだなんて……。アルファになるべくして生まれたような御方なのに。あんな酷い言葉を平気で投げかける彼が信じられません」

「愛人……」

　聞き捨てならない言葉であるが、やはりな、と自分の考えが間違っていなかったことを知る。思っていた通り、ギルは由葵に憎しみだけではなく、淫らな感情も抱いているのだ。

　っ……。

　自分の『運命の番』に他の人間が手を出そうとしていると思うだけで、アシュレイの腹の奥底がカッと火がついたように熱くなる。エリオットの前であるので、どうにか平静を取り繕ったが許せない事実だ。

　アシュレイは自分の感情を押し殺し、エリオットの言葉の続きに耳を傾けた。

「……ですが、そう思う一方、あのような言葉を簡単に口に出すということは、何かしら彼に策があるのかもしれません。勝算を得られるようなことを企んでいるような気がして心配でなりません。もしかして、由葵様に不当なことをしようとしていたらと思うと、居ても立ってもいられず、こんな夜遅くにお呼び立てしてしまいました」

　エリオットが堪らずという様子で涙ぐんだ。

「わかった。それについてはこちらでも調べておく。エリオット、知らせてくれてありがとう。君もいろいろと大変かと思うが、由葵を守ってやってくれ」

「はい、それは言われるまでもありません。ただ……」

「ただ、なんだい？」

　エリオットが急に言い淀よどんだので、アシュレイは先を促した。すると、エリオットは視線を伏せて、しばし何かを考える様子を見せたかと思うと、やがて何かを決心したかのように真っ直ぐ顔を上げた。

「アークランド様は……その……由葵様のことを好きでいらっしゃるんですか？」

「ああ、好きだよ。今更な質問だな」

　その答えにエリオットが息を吞んだのが伝わってくる。その様子で、そう言えばエリオットには、はっきり言っていなかったことを思い出した。

「あの……僕は、由葵様には由葵様の意志で自由に恋愛をしていただきたいと思っています。だから、もしアークランド様が僕に由葵様への恋の橋渡しを願われても、お受けすることができません。それでも由葵様を守ってくれるのでしょうか？」

「ああ、そういうことか。大丈夫だよ。君に橋渡しなんて頼まないよ。最初に契約した通りだ。君と私は二人とも、由葵のことが心配だ。由葵を守るための情報を共有し、由葵に害をなす者を排除していく。この内容で間違いない」

「僕が言うのもなんですが、アークランド様はそれでよろしいのですか？　由葵様を好きと仰おつしやるなら、僕に何か見返りを要求されなくともいいのですか？」

「面白いことを言うな。君は、橋渡しは嫌だと言ったじゃないか」

「ええ、橋渡しはしません」

「だからだよ。由葵のファグである君の協力は不可欠だ。もし私が恋の橋渡しを強要したら、君は契約そのものを断るだろう？　私は自分の恋心より、由葵の安全を優先したいんだ。それには君に断られない契約をすることが何よりも大切だと思っている。そうじゃないか？」

「……その通りです」

「私のことは自分でするさ。大体、君に橋渡しを頼んだと由葵に知れたら、逆に嫌われそうだ」

　笑って言うと、エリオットが少しだけホッとした顔をした。

「ありがとうございます。そうしていただけると助かります。由葵様のためとはいえ、本当はこういうことしていると背徳感で胸が締めつけられるんです……」

　真ま面じ目めな彼の性格からして、アシュレイも彼の気持ちがよくわかった。由葵が可愛がっているファグだ。アシュレイもできるだけ彼の心に負担を負わせたくない。

「そうだな、君はよく頑張っている。君の名誉のためにも、君からはマンスフィール寮の情報は盗まないさ」

「……ということはマンスフィール寮には、僕以外にもネズミがいるということですね」

「それは答えないでおこう」

「……わかりました。僕も聞かないでおきます」

「さあ、夜も遅い。今日はここまでだ。また何かあったら連絡をくれ。私もギルの企んでいることを調べてみる」

「はい、よろしくお願いします。ではお休みなさい」

「ああ、お休み」

　アシュレイが返事をすると、エリオットは小さく頭を下げ、来た時と同様、静かに告解室から出て行った。

　アシュレイにもファグがいる。ローライドというが、彼もまたアシュレイのファグになったため、いろんなトラブルにぶつかっている。だが、半年も過ぎると、それなりに上手く処理をするようになっていた。

　アシュレイも自分のファグを選ぶ時、そういう問題を片づけていけそうな、機転の利く新入生を選んだ。逆に言えば、寮長やキングの座を狙えるような監督生のファグになることができれば、彼らもいずれ自分のファグ・マスターと同様、次期寮長と言われるほどの実力の持ち主になることがほとんどだ。

　エリオットもまた、由葵のファグを務めてきたことで、他のファグよりも多くのトラブルを経験してきただろう。それは彼のこれから先の学園生活に、必ず役立つはずである。

　きっとエリオットも将来マンスフィール寮の監督生となり、寮長を狙える位置に来るに違いない。

「ま、できればキングの座は、私のファグ、ローライドに、その時が来たら狙ってほしいがな」

「当たり前だ。どの年度も我がベリオール寮からキングを輩出するよう努力するのが我らベリオール寮生の務めだ。他寮に出し抜かれるなよ」

「クライヴ」

　声の主の名前を口にすると、今までエリオットがいた場所に悪友のクライヴが入ってきた。実は彼も一緒にここへ来ており、エリオットの話を裏で聞いていた。

　彼はアシュレイの右腕的存在でもあり、今までもいろいろと二人で暗躍し、自分たちを陥れようとした敵を排除してきた同胞だ。

　良家の子息は、外面は紳士ぶっているが、中には酷く陰湿でモラルの低い人間もいる。この学校で上を目指すには、そういった輩の邪魔が入るのは珍しいことではなかった。

「相変わらず御井所はもてるな」

　クライヴは木の椅子に座り、小窓越しにアシュレイに話しかけてきた。

「由葵は自分がそういう対象に見られていることについて、無関心すぎるからな」

「誰かさんが裏でずっと御井所を狙う輩を排除してきたからだろう？　過保護が招いた結果だ」

「耳が痛いが、由葵に何かあってからでは遅いからな。過保護にもなってしまう」

「アシュレイ」

　ふと彼の声色が真剣なものへと変わる。その声に再度視線を向けた。

「マンスフィール寮の姫君に手を出したら、学校中で大騒ぎになる。お前も寮長やその上のキングを狙うなら、この学校にいる間は大人しくしておいたほうが賢明だ」

「悪いが、私はそんなに賢明な男ではないんだ」

　ニヤリと笑ってやると、クライヴが大きく溜息を吐いた。

「はぁ……。ベリオール寮から違反者が出ないことを祈るばかりだ」

「違反？　違反とは発覚したもののことを言うのだろう？　私はそこまで無能じゃないが？　要するに何事も発覚しないように推し進めればいいだけの話だ」

「ったく……で、ギルのことはどうするんだ？」

「エリオットの話を聞く前から、ギルについては目に余るところがあってね。今夜辺り、接触しようと思っていたところだった。彼にはしっかり釘を刺しておかないと、調子に乗りそうだしな」

「また俺の苦労が増えるのか。若白髪になったらお前に責任をとってもらうからな」

「ああ、一生分のカツラを保障してやるよ」

　アシュレイは笑いながら立ち上がると、懐から懐中時計を取り出した。

「そろそろギルが夜遊びに寮を抜け出す時間だ」

「時間が決まっているのか？」

「どうも悪いのは素行だけじゃなく、頭もらしい。毎日同じ時間に抜け出しているから、捕まえやすいのさ。もう少し頭を使えば、それがどれだけ危険なことかわかるだろうに、そういったことも計算できないようだ」

「そんな男、別に俺たちが手を出さなくとも、自滅するんじゃないか？」

「まあ、そうだろうが、由葵に近づくのは許しがたい。早々にお引き取り願わないとな。さて行くか」

「本当に過保護だな」

　呆れたように呟くと、クライヴもまた立ち上がったのだった。
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　足音が止まると、代わりに門の鍵が開く音が聞こえる。門番に金でも摑ませているのだろう。彼、ギルは隠れることもなく堂々と門に手をかけようとした。

「ギル、こんな遅くにどこへ出掛けるんだい？」

　その声にギルは門から手を放し、慌ててこちらへ振り返る。

「誰だ」

　暗くてこちらの顔が見えないようだ。アシュレイは一歩彼に近づいた。

「っ……お前は」

　ようやく気づいたようで、ギルは怯ひるんだ様子を見せる。アシュレイはそんな彼の姿を見て、つい鼻で笑ってしまった。まったく肝の小さい男だと改めて思ったのだ。

「ああ、君の夜遊びを咎とがめるつもりはないから、そんなに警戒しなくてもいい。ジョージ・ギル」

　ギルはアシュレイが嘲笑めいた笑みを浮かべたことに気を悪くし、表情を歪めた。

「アークランド、優等生のお前こそ、こんな夜中にここで何をしている？　まさか俺と一緒に外へ行きたいって言うんじゃないだろうな」

　下卑た笑みで言い返してきた。だがそんな彼にアシュレイは優雅に小首を傾げて接した。

「外へ？　行かないさ。今夜は君と少し話がしたくて待っていたんだよ」

「話？」

　彼が警戒を解いたのが伝わってきたので、アシュレイはさらに一歩、ギルに近づいた。

「君の家と私の家が、古くからいいつき合いを続けているのは、君も知っているだろう？」

　ギル公爵家とアークランド伯爵家は両方とも遡れば王家に繫がる、イギリスでも有数の名家である。両当主はそれなりに面識もあり、仲がいいとまでは言わないが、波風立てぬつき合いをしていた。

「家自慢か？　確かにお前の家も血筋はいいからな」

「私たちの関係が悪化するのは、お互いの家にとって、あまり歓迎されたことではない」

「何が言いたい？」

「―――由葵は私の親友だ」

　アシュレイの声にギルの眉がピクリと動く。

「親友である由葵を困らせている者がいれば、私は容赦しない。ギル、もし君が、由葵を害する者がいるのを知っていたら、教えてくれないか？」

「え……」

　敢えてギルを責めないことで、遠回しに彼に釘を刺す。

　両家の関係を悪化させたくなければ、お前の逃げ道は作ってやったから、さっさと由葵から手を引けと言ってやったのだ。

　この言葉をギルが正しく理解して、アシュレイが気づかぬ振りをしているうちに、由葵から離れてくれたら問題はない。だが、そうでなければ排除の対象である。

　アシュレイはそう考えながら、友好的な笑みを顔に張りつけ、ギルと向かい合っていた。

「君は由葵と同じ寮だ。私より、そういうことを知る機会は多いだろう？」

「あ、ああ……そうだな。あ……今のところは知らないな」

「また何かあったら教えてくれ。それだけだ。出掛けるところ、呼び止めてしまって申し訳なかった。失礼するよ」

　アシュレイは軽く片手を上げると、そのまま踵を返した。だが、背中にはいつまでもギルの刺さるような視線を感じていた。




　　　＊＊＊




　穏やかな昼下がり、イギリスの気まぐれな天気は今日も健在だ。先ほどまで青く輝いていた空は、いつの間にかどんよりと薄暗い雲が幅を利かせ、ぱらぱらと小雨が降りだしていた。

　そんな冴さえない天気の中でも、昼休み、エドモンド校では生徒の弾まずにはいられないといった興奮気味の声があちらこちらで聞こえていた。

「早く、スヌーカー場へ行こうよ！」

「アシュレイ様と由葵様がスヌーカーをやっているそうだ！」

「うわ、『金の太子』対『花のアフロディーテ』なんて見ものじゃないか」

「いや、こうなると非公式だが、ベリオール寮とマンスフィール寮の対決と言っても過言じゃないぞ」

「最近、二人とも急接近してないか？　入学以来のしこりがいよいよ氷解したか！」

　生徒たちがこぞってスヌーカー場へと足早に向かっていく。スヌーカー場は既に多くの生徒でいっぱいになっていた。

　皆の注目の的、由葵とアシュレイは五つあるスヌーカーテーブルのうちの一つを使っていたのだが、その周囲には人だかりができていた。

　スヌーカーというのはビリヤードと同じ、キュースポーツである。エドモンド校に限らず、多くのパブリックスクールの生徒らが楽しむゲームの一つだ。

　由葵もこの学校に来てから覚え、今はかなりの腕前だ。

「アシュレイ、そんなに引っつくな。右足の位置を決められないだろう」
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　構えに入ろうとしていた由葵は、自分にぴったりと引っついてくるアシュレイに小声で注意する。

「ああ、すまない。だが、二人がとても仲がいいということをアピールする絶好の機会だ。ほら、いつもの人を魅了する笑みを浮かべて、私を喜ばせてくれ」

「どうして君を喜ばせないといけないんだ」

「なら、親しい振りだけでもいいが？　それともそれさえも嫌と言うほど、君は狭量な男だったのか？」

「む……」

　それこそどうしてそうやって気に障ることばかり言ってくるのかと聞き返したいが、これだけ大勢の生徒に囲まれて、また不仲を囁かれるのは困る。由葵は仕方なく楽しそうな笑みを浮かべた。途端、辺りから『おおっ』とどよめきが起こる。

「本当に凄いな、君の笑顔は」

　アシュレイが感心したように囁く。

「君だって、その気障ったらしい仕草で微ほほ笑えみ一つ浮かべれば、歓声が上がるんじゃないか？」

「よし、やってみよう」

「え？」

　アシュレイの返答に顔を上げると、彼が愛想よくゲームを観みに来た生徒らに笑顔で手を振っていた。途端、下級生の悲鳴のような歓声が上がる。

「本当だな、由葵の言う通りだ」

「莫迦げたことを真面目にやるな、まったく」

　由葵は呆れながらも、テーブルの上にある白い手玉に目を遣った。

　スヌーカーは二人で得点を競うゲームだ。手玉の白いボールで、点数が書かれた二十一個のカラーボールをテーブルポケットに落とし、その点数を競い合うというものである。

　ただし、カラーボールを落とす順番が決まっており、赤、黄、緑、茶、青、ピンク、黒と点数の低いものから落としていく。ボールを当てられなかったり間違えたりすると、ファールをとられ、ペナルティとして相手に四点以上の得点を与えることになるシーソーゲームだ。

　まず、由葵はルール通り、二十一個のカラーボールのうちの十五個を占める赤いボールを、手玉で落とそうとキユーを構える。辺りはしんと静まり返り、全員の視線が由葵のショットに注目された。

　スッとキューに突き出された白いボールは、滑らかにテーブルの上を滑って見事に赤いボールの一個に当たり、そのままポケットに吸い込まれていった。誰もが注目するブレイクショットが綺麗に決まる。

「おおっ！」

「さすがは由葵様！」

　前列を占める取り巻きたちが飛び上がって喜んだ。傍で観ていたアシュレイも由葵の肩をポンと叩いてきた。

「まったく日本人はなんでもできるな。ラグビーだってワールドカップで優勝候補の南アフリカに勝ってしまうし、フェンシングもメダルを持って行ってしまう。我々イギリス人は日本人がどうかクリケットというスポーツに気づかないように祈るばかりだな」

　イギリスでそういうジョークがあるのを知っている。スポーツで数々の強豪に勝つようになった日本人がクリケットの魅力に気づき、力を入れるようになって、いつかイギリスチームに勝つようになったらとんでもないというジョークだ。

「当分、日本ではクリケットは流行しないと思うから大丈夫だよ。それより僕もイギリスで相す撲もうが流は行やったらどうしようかと思うよ。日本人より体格がいいからね」

「大丈夫だ。イギリス人は相撲レスラーよりもクリケットのバッツマン打者に夢中だから、誰も興味は持たない」

「誰も興味は持たないって……人様の国技を酷い言い様だな」

「君がクリケットの面白さを理解してくれないからさ」

　アシュレイは軽口を叩きながらキューを握り、前傾姿勢に構えた。トンと軽く手玉を突くと綺麗にショットを決める。

　今度はアシュレイ側の取り巻きが歓声を上げた。由葵側の取り巻きはそんなアシュレイ側の取り巻きを恨めしそうに睨んでいる。

　彼らの喜怒哀楽を目の当たりにしながら、由葵はアシュレイに耳打ちした。

「本当にこんな茶番劇で、我々の寮長の座が決まるんだろうか……」

　直接キングから言われたので、確かに間違いではないのだが、なんとも腑ふに落ちない。

「彼らがあんなに喜んでいるんだ。私たちが親しくすれば、彼らも諍いをなくすさ」

　そう言いながらアシュレイが由葵の腰に手を回してきた。

　うっ！

　耳打ちしたのが悪かったと後悔しても後の祭りだ。由葵が躰を寄せたことで、彼が腰に手を回しやすくなったのは言うまでもない。

　視線だけで『放せ』と訴えるが、彼はそれを笑顔で受け止めるだけだ。更に図々しいことに、もう片方のキューを持っていた手で由葵の臀でん部ぶを触り始め、抱き締められるような形になった。しかも、

「由葵はスヌーカーが得意だから、私はミスをしないように気を抜かずにいかないと駄目だが、今のショットはよかっただろう？」

　と、わざとはしゃぎ、由葵に嬉しさのあまり抱きついたように見せかけてくるから性質が悪い。この男がこんなことではしゃぐはずはないし、スヌーカーの腕も由葵と対等であることも知っている。大根芝居にもほどがあった。

「アシュレイ、尻に触るな」

　周囲に怒りを伝えないために、にっこりと笑って告げる。

「ちょっとした親友同士のボディタッチだろう？　固すぎるぞ」

「か、たすぎる……のか？」

「ああ、このくらいしないと、本当に仲がいいのか怪しまれる」

「……そういうものなのか？」

　正直言うとよくわからない。由葵は一学年生の時にギネヴィア姫の役をやったせいか、ボディタッチ系は皆が遠慮しているのを知っていた。男であるのに、どこか姫扱いされ、男同士でやるような雑なボディタッチはされないし、しないのが周囲の暗黙の了解らしい。せいぜい試合で勝った時に皆で抱き合うくらいだ。

　親友のロベルトを思い浮かべるが、尻は触られたことはない。だが、シャワー室でアソコを握られたことはある。その時は皆でサイズの測り合いをしていたので、握り合ったのだが、あれに比べると、尻をさわさわと触れられるのは親友同士のボディタッチとして『アリ』なのかもしれない。

　それでも怪け訝げんな顔をしてアシュレイを見つめていると、周囲から声が上がった。

「由葵様から手をお放しください！」

　由葵の取り巻きの一人だ。

「由葵様が嫌がっているのに、無理強いするなんて、野蛮です！」

「な、アシュレイ様があんなに心を砕いていらっしゃるのに、それを無下にする御井所さんのほうが無礼です！」

　しまった！

　ちょっとした由葵の油断が、また二人の取り巻きの諍いを生んでしまったようだ。由葵は慌てて、声を上げた取り巻きに顔を向けた。

「大丈夫だ。嫌がってないよ。こんなことは日常茶飯事だ」

　日常茶飯事であるものかと心で思っても、顔には出さずそう言う。するとアシュレイもその後を続けた。

「由葵の言う通り、こういうことは日常茶飯事なんだ。ちょっとした親愛の情だよ。由葵は私にだけ気を許してくれているんだよな」

　そう言って、由葵の肩を強く引き寄せた。

　ん？

　何かおかしな方向に話が進んでいるような気がしたが、取り巻きたちの手前、アシュレイの行動を止められない。そこに低い声が割って入ってきた。

「……いちゃいちゃしているようにしか見えないんですが」

　由葵の取り巻きの一人だ。実に的確に指摘してくる。

　そう、そうだ。その通りだ。

　由葵は思わず頷き、自分もアシュレイに、親友ごっこの趣旨が違ってきていることを告げようとした時だった。アシュレイ側の取り巻きが猛反発した。

「どこがいちゃいちゃなんですか？　そちらはアシュレイ様が素敵すぎて夢でも見ていられるようですね。アシュレイ様はただ、優しくしているだけです」

「夢を見ているのはそちらのほうでは？　由葵様に少しでも触りたいなんて狼おおかみのような輩は、この学園には吐いて捨てるほどいますしね！」

　まずい。また始まってしまった。

「アシュレイ様が狼だとでも言うんですか？　なんという妄想。そんな妄想しかできないなんて、頭の程度が知れていますね」

「そちらこそ」

　取り巻きたちの言い合いがどんどん白熱していく。今や由葵たちのゲームよりも、この二大派閥とも言われる取り巻きの罵倒合戦に、ここにいる生徒たちの視線が注がれていた。

　そこにアシュレイの甘い声が響いた。

「君たち、あまり喧嘩をしないでくれないかな。由葵が心配するからね。私としては大切な由葵に心配させたくないんだ」

「大切……大切って……」

　由葵の取り巻きがざわつく。

「由葵のためにも君たちが仲よくなってくれたら、一番嬉しいよ」

「御井所さんのため……一番嬉しい……」

　今度はアシュレイの取り巻きがざわつき始めた。

　余計なことを言ったアシュレイに由葵はただただ頭を抱えるしかない。

「由葵もそう思うだろう？」

　同意を求められても、アシュレイの対応が最善とはとても思えず、簡単に頷けなかった。するとアシュレイが焦れたように、由葵の顎をそっと摑むと、その頰に口づけをしてきた。

　え？

　一瞬何が起きたかわからず、アシュレイの端整な顔を見つめて固まってしまう。そんな由葵より先に周囲から悲鳴のような声が沸き起こった。その叫び声にやっと由葵は我に返る。

「え？　なに？　え？　アシュレイ、君は今、僕に何をしたんだっ！」

「友愛の証あかしを示しただけだ。周りなど気にするな」

　にっこりと笑って言われるが、気にするなというレベルではない。一瞬の出来事で阿鼻叫喚の巷ちまたと化していた。

「アシュレイ、調子に乗りすぎだ。親友枠を通り越しているぞ」

「そうかもしれんな」

　そう言って、また由葵の頰にキスをした。これは絶対面白がっている。

「アシュレイッ！」

　由葵の怒鳴り声と同時に、双方の取り巻きの何人かがショックのせいか床に頽くずおれる。辺りが騒然とし、ゲームどころではなくなってしまった。

「もう、アシュレイ！　君は、一体何をしてくれるんだ」

「由葵との友好関係を皆に見せびらかしただけなんだが、一部には刺激が強すぎたか……」

　大して悪びれることなく、淡々と答えてくるのも、由葵の怒りに油を注いだ。

「強すぎた、じゃない。はぁ……仲がいいところを見せないといけないのに、君は僕を怒らせてばかりだし。こんなに僕が怒っていては、仲がいいのか悪いのか、わからないだろう」

「由葵が怒らなければいい」

「君が怒らせなければいいんだろ」

「それもな……。皆に優しいあの由葵が、私に対してだけは怒ると思うと嬉しくて、つい怒らせてしまう」

　幸せそうに言うこの男は、絶対Ｍに違いない。

「……僕をわざと怒らせている自覚はあるんだな」

　じろりと睨むとアシュレイが肩を竦めて応える。そして由葵の言葉を上手く躱かわさんとばかりに、床に座り込んだままの取り巻きのほうへと歩いて行ってしまった。どうやら立ち上がるのに手を貸してやるようだ。

　アシュレイが近くに行った途端、男子学生しかいないはずなのに、黄色い歓声が起こる。

「……本当にあいつは親友ごっこをするつもりがあるのか？　このままだと仲が悪いというレッテルを剝がすことはできないぞ。キングをどう言い包くるめるんだ」

　小声で独り言ち、表情を歪めると、由葵の言葉が聞き取れなかった由葵の取り巻きが何やら誤解をしたようだった。突然恐ろしいことを口にする。

「もしかして由葵様、あの男のことを……」

「え？」

「そうだったんですね……。それなのにあの男、由葵様にちょっかいを出すくせに、他の生徒にもいい顔をして……。由葵様が傷ついても平気なんですね」

「は？　悪いが、僕は傷ついてなんていないよ」

　恐ろしい誤解を即行で否定するが、どうしてか取り巻きからは可か哀わい想そうという目で見つめられた。

「由葵様、そんなお辛つらそうな顔で……」

「あ、いや、顔は……違うことを考えていただけだから、アシュレイとは関係ないよ」

　どう言っても取り巻きたちは最初の自分の考えを変えるつもりはないようで、互いに何か頷き合っている。

「アシュレイとは友人だ。ただそれだけだ。おかしなことは考えないでくれ」

　取り敢えず釘を刺しておくしかなかった。

　こんな誤解を受けるのもすべてアシュレイのせいだと思うと怒りが込み上げる。この怒りはスヌーカーで彼を負かさない限り、収まらない気がした。

　由葵はまだ自分の取り巻きのところで何かをしているアシュレイに声をかけた。

「アシュレイ、ゲームの続きをするぞ」

「ああ」

　アシュレイが金の髪を搔き上げながら戻ってくる。どこまでが計算か知らないが、その仕草一つが、在校生の心をときめかすことを彼自身が知らないはずはない。

　スヌーカーテーブルにつけば、先ほどよりも大きな歓声が上がった。

「君を完膚なきまでに叩きのめしてやるから覚悟しておけよ」

「お手柔らかに頼むよ、由葵」

　口では物騒なことを言っても、アシュレイにしか聞こえないほどの小さな声なので、対外的には笑顔で話しているとしか見えない。そのため、観客の誰もが由葵の麗しい笑みの虜とりこになっていた。







　この後、ゲームは由葵の鬼気迫るショットにアシュレイが終始押され、蓋を開ければ由葵の圧勝で終わった。

「御井所がアークランドに勝ったぞ！　マンスフィール寮、万歳っ！」

「さすがは由葵様！」

「来期のスヌーカーの寮対抗試合が楽しみになってきたぞ。あのアークランドが負けたんだ。ベリオール寮は劣勢だな」

　皆がそれぞれ騒ぐ中、観客に紛れていたギルが由葵を執拗に見ていたことに、由葵は気づかなかったのだった。










◆　Ⅲ　◆




　五月といえば、学年最後のイベントとされるボート競技大会、『ザ・エイツ・ウィーク』が催される。オックスフォード大学に倣った祭りで、十五の寮で競い合う学校最大のイベントになる。

　各寮から、学年関係なく厳選された最強の選手たちが八人ずつ選ばれ、その八人が一つのボートに乗り勝敗を争うのだ。

　この大会に勝利したチームは、学校最高の名誉として『ヘッズ・オブ・ザ・リバー』という称号が贈られ、その選手らは学校のエントランスの石碑に名前が刻まれる。

　また普段、寮対抗の試合に優勝した寮には一ポイントが与えられるが、このイベントに限っては一気に三ポイントが付与される。そのため、ＭＶＰへの大逆転の可能性が出てくる試合でもあり、毎年白熱した試合を展開させ、大きな盛り上がりをみせていた。

　由葵の寮、マンスフィールも他の寮と同様、連日、ボートの練習に明け暮れ、そこから最も優秀な選手、八人を選び、今大会に送り出していた。

　もちろんそこに由葵が入っていないのは言うまでもない。由葵は早々に選手から外されてしまっていた。ボート競技は躰の大きい欧米人のほうが、やはり有利なのだ。

　ここで優勝した選手はキングの座にも有利とされているので、なんとも悔しい思いでいっぱいだ。

　それに―――。

　それにアシュレイは見事ベリオール寮の代表として、この『ザ・エイツ・ウィーク』の選手として参加しているのだから悔しさは尚更だった。

　選手に選ばれ、アルファでもあるアシュレイのほうが自分よりずっと優秀のような気がして、落ち着かない。

　親友ごっこを続けていることで、以前より彼に対しての印象はよくなったし、普段からいい好敵手ライバルだとは思っているが、どうしても随所で、コンプレックスを抱かずにはいられなかった。

　それに昨夜ゆうべからキンキンとおかしな頭痛がするのも、気が滅入る原因の一つだろう。

「はぁ……駄目だな。気持ちを切り替えないと」

「何か言ったか？　由葵」

　近くにいたロベルトが振り返って尋ねてきた。

「いや、なんでもない」

　由葵は頭を軽く振り、目の前のスタート位置に目を遣った。

　今日は、選手は皆、白のポロシャツに濃紺の短パンを穿いている。ポロシャツについているエンブレムはそれぞれの寮で異なり、それで寮を見分ける。

　一方、応援をする生徒は、体操服、白の長袖シャツにベージュのＶネックのセーターを合わせ、濃紺のニッカボッカーズを穿いている。

　今回、由葵はロベルトと、他に二人のマンスフィール寮の寮生と共に、スタート地点での応援である。寮長と他の五学年生の監督生はゴール地点で、自分たちの寮を待ち構えていた。

　ボート競技はエドモンド校の敷地に流れる川で行われる。一〇〇〇メートル先のゴールラインに一番速いタイムで到達したチームが勝ちとなった。

　川幅を考えて、一度に二チームずつがスタート地点につく。今は由葵の寮、マンスフィール寮の番だった。

「マンスフィール、マンスフィール！」

「ゴーダス、ゴーダス！」

　両岸から各チームに声援が送られる。盛り上がる中、船首がスタートラインに並べられた。一瞬静かになる。その時だった。発艇員の号令と同時に赤旗が振り落とされ、二に艘そうのボートは華麗にスタートを切った。

　八人の筋肉質な二の腕が、まるでラインダンスをしているかのように綺麗に揃い、オールを漕いでいく。

「マンスフィール、マンスフィール！」

「ゴーダス、ゴーダス！　おおっ、ゴーダスがリードッ！」

　その声に由葵はすぐにスタート地点に用意されているモニターを見た。

　ボート競技は、レース中に生徒が伴走することを禁止されているので、エドモンド校ではスタート地点とゴール地点にモニターを設置し、レースの展開を見守るようになっている。

　その代わり、途中途中の情勢は、岸辺にいる寮生から逐一連絡がきた。

「まずい、このままいくと、マンスフィールが負ける！」

「まさか！　くそっ、ゴーダスの奴ら、かなり特訓したな！」

　ロベルトが唸る中、由葵も固唾を吞んでモニターを見つめる。だが無情にもゴーダスの船首につけられたバウ・ボールが先にゴールラインを通過した。

「オーマイガッ！」

　この時点でマンスフィール寮の優勝が夢と消えた。既に十の寮のタイムが出ており、マンスフィール寮は四位の成績だ。

「優勝どころか、三位にも入らなかった。我がマンスフィール寮の栄光が……ああ……」

　監督生の一人が落胆する。

「今のところ、一位はベリオール寮か。もしこのまま三ポイント獲得したら、今年度のＭＶＰはベリオール寮ということになるぞ」

　その声に由葵の眉間に僅かに皺が寄った。あの男のほうがキングの座に一段と近くなったことを悟らざるを得ない。

「ちょっといいですか？」

　モニターを観て落胆していた由葵たちに、同じ寮の下級生が割って入ってきた。

「どうした？」

「よかった、御井所さん、いらっしゃった……」

　生徒は由葵の顔を見つけて安堵の笑みを浮かべる。

「僕に何か用があったのか？」

「ええ、実は今、ギルさんが御井所さんのファグを無理やり林に引っ張って行くのを見たんですが、なんとなく嫌な予感がして……」

「ギルが？」

　由葵だけでなく、他の監督生も反応した。

「あいつ、また何か問題を起こそうとしているのか？」

「止めようと思ったのですが、僕一人では怖くて……」

　下級生は申し訳なさそうに視線を伏せた。

「わかっている。伝えてくれてありがとう。あとは僕に任せてくれ。それから、このことは内密にするように。では君はこのまま選手の皆を激励しに行ってくれ」

「はい」

　下級生は返事をすると、由葵に言われた通り、下流のゴール地点へ向かって走って行った。

「由葵、お前だけでは危ない。俺も行く」

　話を聞いていたロベルトが声をかけてきた。

「そうだな、悪いが一緒に来てくれるか？　林に引っ張って行かれたとなると、エリオットの身が心配だ」

　由葵はロベルトに同行を願うと、すぐに他の監督生に向き直った。

「エリオットに何もなければ、この件は握り潰すと、寮長にも至急伝えてくれ。君たちは他寮の生徒はもちろん、我が寮生にもこのことを気づかれないように万全の注意を。マンスフィール寮内のトラブルは表に出さないように」

「わかった。すぐに寮長に伝えて、私たちも応援に行く」

「頼む」

　寮のトラブルは寮長の管轄だ。トラブルが寮内で解決しないとなると、その寮の寮長の采配が疑われる。それは寮長にとって大変不名誉なことになった。

　だからこそ自分たちのリーダーであり、誇りである寮長を守ることが、他の寮生の使命でもあった。

　もちろん、許しがたい犯罪となると、話は別である。寮長では判断できないとし、舎監教師や校長預かりとなった。

　そうならないように、寮生たちは犯罪になる前に、自分たちで解決する努力をするのだ。

「くそ、ギルめ。あいつのせいでマンスフィール寮の名前に傷がつく。事件を起こしてくれるなよ」

　ロベルトが悔しそうに唸る。その彼の肩を由葵は軽く叩いた。

「あの男もそこまで莫迦ではないはずだ。暴行事件など起こしたら、謹慎では済まない。あの男が大好きな『家名』に傷がつくようなことはしないと思う」

「そうならばいいけどな。さ、行こう、由葵」

「ああ」

　由葵はロベルトと一緒に、人目につかぬよう、さりげなくその場から立ち去ったのだった。
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　林の中から人の声が聞こえる。学校の敷地内なので、林自体はそんなに大きくないが、鬱うつ蒼そうと茂った木々が視界を阻み、あまり遠くまで見渡せなかった。

　由葵はロベルトと声のするほうへと走った。木々の間から、すぐに黒い影が複数見え始める。

　ギルとその仲間らしき学生が二人、そして地面に倒れているエリオットだった。

「ギル！」

　由葵の声にギルが振り返る。その手はエリオットの襟を摑み上げていた。

「何をしている。僕のファグから手を放せ」

「おやおや、やっとファグ・マスターがおいでなさったぞ、エリオット」

　きつく首を締め上げられているせいか、エリオットの表情が歪む。口許には殴られたのか、青あざができていた。

「っ……」

　由葵は込み上げる怒りをどうにか抑え込み、冷たい声で淡々とギルに告げた。

「ギル、下級生への暴行は一か月の労働奉仕及び一週間の謹慎。更に寮長采配の懲罰が課されることになる。覚悟はできているな」

「暴行？　こいつが勝手に転んだのを、俺が起こしてやっただけだ」

「君の言い分は後で聞く。エリオットをこちらへっ……」

　グワン！

　その時だった。昨夜から続いていたキンキンとした変な頭痛がいきなり痛みを増した。同時に由葵の躰がのぼせたように熱くなる。

「くっ……」

　ぐらんぐらんと地面が揺れるような眩め暈まいにも襲われ、由葵は立っていられず、地面に跪いた。

「由葵!?」

　ロベルトが横から支えてくれる。

「由葵様っ！」

　エリオットの悲愴な声も届いたが、由葵はそれに答える余裕もなかった。

　熱い……躰が燃えるように熱い……。

　息苦しく、呼吸も荒くなる。意識も朦もう朧ろうとしてきた。

「由葵、お前、まさか……」

　ロベルトの声が、薄く膜が張ったかのような感じではっきり聞こえない。

　まさか……何？　ロベルト、君は何を言おうとしているんだ？

　ロベルトの言いたいことがわからず、焦点の合わない瞳で彼を見つめた。

「くっ」

　すると、いきなりロベルトが由葵を突き放し立ち上がった。その反動で由葵は地面に尻もちをつく。わけがわからずロベルトを見上げると、ギルが小さく口笛を吹いた。

「おいおい、もしかして……」

「由葵っ！」

　刹那、アシュレイの声がギルの言葉を妨げるかたちで後ろから響いた。

　由葵が声のするほうへどうにか顔を向けると、アシュレイが選手の格好のまま、数人の生徒を引き連れてこちらに走ってくるのが見えた。よく見ると、その中にはマンスフィール寮の寮長もいる。

　だがその中でアシュレイがいち早く到着し、地面に座り込んでいた由葵を覆い被さるように抱き締めてきた。

「由葵、大丈夫か」

「だい……じょう……ぶだ……」
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　どうしてかアシュレイに抱き締められた途端、心臓がどくどくと大きな音を立てて鼓動する。熱に煽られ、過剰に反応しているようだった。

　アシュレイが何かに気づいたかのように、ぴくりと躰を動かす。だがすぐにきつく由葵を抱き締めてきた。そして一緒に来たらしい、彼の友人に由葵を抱き締めたまま声をかけた。

「クライヴ、マンスフィール寮の寮長と一緒にギルを連れて行ってくれ。由葵に近づけるな。あとエリオットも念のため保健室へ」

「ああ、わかった」

　クライヴは返事をすると、ギルを叱責しているマンスフィール寮の寮長の元に駆け寄っていった。それと入れ替わりに、今度はロベルトがアシュレイに話しかけた。

「アークランド、由葵のことだが、覚醒……」

「わかっている。大丈夫だ。悪いようにはしないから、君はこのことを内密にしておいてくれ」

「アークランド……」

「由葵、立てるか？」

　アシュレイがぐっと脇から支えてくれる。それでどうにか由葵も立ち上がることができた。アシュレイは由葵を立ち上がらせると、マンスフィール寮の寮長に声をかけた。

「寮長、ブラウン。実は由葵は昨夜から風か邪ぜ気味で、今日、無理をしてこのボート大会の応援をしているうちに熱が上がったようです。私の乳う母ばの煎じ薬が以前から由葵にも合うので、それを飲ませに由葵を私の部屋に連れて行きますが、よろしいですか？」

　もっともらしいことを言うアシュレイに由葵は内心呆れる。

　彼の乳母の煎じ薬など一度も飲んだことはないが、このわけのわからない体調不良を寮長に知られずに済むことには安堵した。虚弱体質などと思われたら、目と鼻の先まで来ていた寮長の座が、遠のいてしまうかもしれない。

　もうすぐ次期寮長が決まる今、できるだけ寮長の印象はよくしておきたい。アシュレイもそんな由葵の立場を慮ってくれたのだろう。

「ああ、構わない。由葵、それでいいか？」

「はい」

　苦しそうに答えても風邪による熱だと思われれば、それでいい。

「それからアークランド、今回のギルの愚行のことは……」

「わかっています、寮長。私たちは今あったことを一切口外しません。ここでは何も見なかったことにします」

「すまない。そうしてくれると助かる。マンスフィール寮の恥を表に出したくないからな。また改めて礼に伺うよ」

　寮長はそう言うと、ギルたちを引き連れて、人目につかぬよう足早に戻って行った。

「由葵、少し歩くが、ベリオール寮の私の部屋へ行くぞ。そこなら誰も入ってこられない。そこで休もう。歩けるか？　歩けないなら抱えて行くが」

「ある……ける。大丈夫だ。だが、他寮に私用で行くのは……禁止されている……」

「例外もある。それに今なら皆、表彰式を見に出掛けている。誰にも見咎められないさ」

「なっ、表彰式……っ、君、競技は……どうしたんだ？」

「我がベリオール寮が優勝した」

「っ……君は選手だろう？　こんなところにいていいのか？　表彰式はどうしたんだ？」

「他の奴らに任せてきた。私の責任はきちんと果たしたからな」

「そんな……」

　勝利したチームは、『ヘッズ・オブ・ザ・リバー』という学校最高の名誉と称号が贈られ、全校生徒の前で英雄として表彰される。

　その表彰式をキャンセルしてきたのか―――？

「……信じられない」

「由葵がギルを追ったって聞いたからな。君に何かあったらと思うと、式なんて出ている場合じゃなかった」

「アシュレイ……だが、式は……」

「心配しなくていい。ちゃんと石碑には名前を刻んでもらうさ。君は悔しがるかもしれないけどな」

「言ってろ。僕だって、違うことで名前を残してやる」

「由葵らしいな」

　彼がふっと柔らかい笑みを浮かべた。その笑みに、由葵の躰の熱が引っ張られるようにして、芯から皮膚へと湧き起こってくる。瞬間、心臓がきゅうっと締めつけられた。

「くっ……」

「由葵！　ったく、抱き上げるぞ」

「アシュ……レ……イ……や……」

「嫌がっている場合じゃない」

　アシュレイは由葵を軽々と抱き上げた。確かに由葵は華奢なほうだが、こんなにも簡単に抱えられると、男としての矜持は木っ端微塵だ。

「……君なんて、嫌いだ」

「はいはい。文句は後でいくらでも聞く。今はしっかり摑まっていろ」

　子供でもあやすかのように言われ、つい由葵は軽く頰を膨らませてしまった。こんな子供っぽい仕草ができるのも、相手がアシュレイだからかもしれない。

　いつの間にか、彼が心許せる友人になっていることを、由葵はひっそりと感じ取るしかなかった。
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　由葵の体温が高い―――。

　アシュレイは由葵を抱えて、その尋常じゃない熱さに内心不安を覚えていた。

　早く躰を休めてやらないと……。

　覚醒した由葵の躰に負担がかからないように、アシュレイはできるだけ彼の躰が揺れないように抱え直し、足を速めた。

　覚醒―――。

　そう、今日、由葵はとうとうオメガとして覚醒した。

　この日をどんなに待ちわびたことか―――。

　アシュレイは歓喜で躰が震えそうになるのを必死で堪えた。

　初めて由葵に会った日。まだ彼がバース覚醒前であったにもかかわらず、アシュレイは彼から強い運命を感じた。

　見た瞬間、『彼』だとわかった。

『運命の番』

　夢物語としか思っていなかった、運命で結ばれた番。会ったその日に恋に落ち、離れては暮らせないほど恋焦がれる運命の恋人。

　あの日、アシュレイは由葵という運命の番と出会ってしまった。それは本当に運命としか言い様がなかった。心を毟むしり取られるような痛みと同時に味わう甘美な幸福感。一度満たされた思いは、欠けることに恐れを覚え、この先彼なしでは生きていけないと本能に訴える。

　一目で恋に落ちた―――。

　こんな思いを抱くなんて、自分でも信じられなかった。『運命の番』なんて、ロマンチストが作る妄想だとも思っていた。

　心臓を鷲わし摑みにされたあの瞬間を、アシュレイは一生、忘れることができない。

　ただ一つ残念なことは、伴侶である彼がまだ覚醒前だったことだ。覚醒をしていないせいか、アシュレイのことを『運命の番』と気づくことができなかった。

　愛しい伴侶、由葵。いつ、君は私のことに気づいてくれるのだろうか？

　由葵が覚醒するまでの間、他の人間に盗られないように、ずっと彼を陰から見守っていた。由葵は覚醒前から魅惑的な人間で、いつだって不ふ逞ていな輩が由葵を狙っていたのだ。

　今だって由葵の躰から発せられる甘く芳しい香りに眩暈がしそうだった。アシュレイの牡おすの部分が由葵に反応して咆ほう哮こうを上げる。

　この香りを他の誰にも嗅がせたくない―――。

「由葵……」

　寮へ到着し、そのまま自室へ向かった。学校最大のイベント、『ザ・エイツ・ウィーク』が開催され、しかもこの寮が優勝したこともあって、寮生は全員表彰式へ出掛けていて、誰もいなかった。お陰で寮生に見られず、アシュレイは自分の部屋へ由葵を連れ込むことができた。

　寮生は、オメガ以外の一学年生が六人部屋、二学年生から三学年生が四人部屋、そして四学年生が二人部屋になっているが、五学年生になると個室が与えられている。

　その中でも監督生には四学年生でも個室が与えられることになっており、監督生であるアシュレイもその恩恵を受けていた。

　更に寮の部屋一つ一つにバース対策がされており、万が一に備え、オメガのフェロモンが入り込んだり、漏れたりしないように設備が整っていた。

　これもこのエドモンド校がバースに関係なく門戸を開くことができた理由の一つである。

　アシュレイは由葵を自室に入れると、ドアに鍵をかけ、そのまま苦しそうに表情を歪めている由葵を、そっとベッドに下ろした。

「大丈夫か？　由葵。意識はあるか？」

「……ああ、意識はある。アシュレイ、僕は一体、どうしたんだ……？　躰のどこもかしこもがおかしい。体調不良なのか？　なんとも言えないおかしさなんだ……」

　由葵が珍しく動揺した様子で尋ねてきた。それもそのはずだ。バースが覚醒する時は、誰しもが、なんらかの躰の異変を感じる。だがオメガに覚醒した場合のみ、覚醒と同時に発情期が襲いかかることもあり、他のバースよりもかなり苦しまないとならない。

「由葵、落ち着いて聞いてくれ。君のバースが覚醒したんだ。体調不良はそのせいだ」

「これが覚醒したせい……なの、か……？」

　由葵の黒く澄んだ瞳が艶やかに揺れた。

「まさか……この体調不良……アシュレイ、僕は、アルファじゃなく……オ、オメガに覚醒したのか？」

　由葵の縋すがるような瞳をアシュレイはしっかりと受け止める。彼の不安も全部自分が受け止めると昔から決めていた。

「ああ、そうだ」

「ひゅっ……」

　悲鳴にならない声が由葵の薄桃色の唇から零れ落ちる。そしてみるみるうちに顔が蒼そう白はくになっていった。

「僕はどうしたらいい？　そんな……オメガなんて……どうしたらっ……」

「由葵！」

　堪らず抱き締める。由葵が早く覚醒することは願いであったが、逆に由葵にとっては、もたらされた運命が絶望となることも百も承知であった。だからすべてをひっくるめて由葵を守ろうと、ずっと前から考えていた。

　だがその前に、由葵を手に入れたい。誰かに盗まれる前に、確実に自分の手の中に閉じ込めてしまいたい。

　今こそそれを実行する時だった。この千載一遇のチャンスを逃すわけにはいかない。

　いきなり『番』は無理にしても、彼のオメガのフェロモンを自分のアルファのマーキングで消すことができる。それは他の牡を牽けん制せいするのに絶大な効果があった。

「由葵、大丈夫か？」

　軽く肩を揺すると、彼が弱々しく息を吐いた。

「はっ……こんな大切な時期に覚醒なんて……。しかもオメガだって？　最悪だ」

　苦しげに呟き、アシュレイの顔を見上げてきた。酷く傷ついているはずなのに、それでも彼は誇り高く美しい男だった。

「君から見たら、僕などアルファになりそこねた無様なオメガにしか映らないんだろうな」

「莫迦なことを言うな！　そんなことはない。君の能力は並みのアルファより優秀だと認めている。無様などとは思っていない。大丈夫だ、由葵。私が君を守る」

「守る？　僕は君に守られるような弱者になったということか？」

「違う。すまない、言い方を間違えた。私を共犯者にしてくれ」

「共犯者？」

　怪訝な表情をする由葵の耳元に顔を寄せる。絶対彼を逃さないように、着実に搦からめ捕とり少しずつ追い込むのだ。

「ああ、君がオメガに覚醒したことは、このまま私と君だけが知る秘密にしよう」

　そう言って、由葵の耳元から顔を上げると、由葵の目がみるみるうちに大きく見開かれるのが見てとれた。

「秘密って……」

　彼の震える声さえ愛しい。アシュレイは小さく笑うと、言葉を続けた。

「覚醒していないことにすれば、今まで通り、寮長も、そしてキングの座も狙うことができる」

「そんなことができるわけない。オメガを隠し通すなんて……」

「それができるんだ、由葵」

　彼の両肩を摑んで、言い聞かせるように囁くと、彼の躰がぴくりと動いた。彼の心がアシュレイの言葉になびいたのが手に取るようにわかった。

　ゆっくりと、焦らず、彼を警戒させないように言い包める。

「君も知っているだろう？　アルファがオメガにマーキングをすれば、一時的ではあるがオメガの発情期のフェロモンは収まる。抑制剤と併用すれば、完璧に隠し通せる」

「それは……」

　由葵が僅かに狼狽うろたえた。アシュレイが言おうとしていることを理解した証拠だ。

「私が君にマーキングすれば、君のフェロモンが外に出ることはない」

「だがマーキングというのは……」

「ああ、三日に一度は私とセックスをするということだ。そうすれば、君は発情期を抑制剤とセックスで乗り越えられる」

　刹那、由葵の頰に朱が走った。

「な、君と僕で……何を莫迦なことを言っているっ……」

　かなり驚いたようだったが、明らかに拒絶されたわけではない。もう少し押せばこの腕の中に落ちてくるだろう。

　アシュレイはそっと優しく由葵の耳元で囁いた。

「由葵、隠し通すにはそれしかない」

「っ……」

「それに私の理性と我慢強さも信用してほしい。君のような美しいオメガとベッドの上にいるのに、こうやって、己の本能を抑えることができる。本当だったら、由葵、君はとうに私に食われているはずだと思わないか？」

「な……アシュレイ、僕を相手に……た、勃たつのか？」

「勃つさ、ほら」

　自分の股間の膨らみを、やはり発情して前を膨らませている由葵のそれに擦こすり合わせてやった。

「あぁっ……」

　由葵が蕩とろけたような声を上げる。

「くっ……そんな声を上げるな。今ぎりぎりで欲望を抑えているんだ。暴走するぞ」

「君がそんなことを……するから……んっ……」

　由葵の真珠色の肌が仄ほのかに赤く染まる。その煽情的な様子にアシュレイの理性の糸が大きな音を立てて弾はじけていくのがわかった。それでもどうにか理性を繫ぎ留めて、由葵に声をかける。

　大切な由葵を欲望のまま抱いたりはしたくなかった。

「どうする？　由葵」

「君にとって、これのどこが有益なのかわからない。むしろ君にとったら、邪魔な僕が消えることで、よりキングの座に近づくことになって、いいことづくめじゃないか」

　そんなふうに思われていたことは心外であるが、これから先も、由葵の信頼を勝ち取るために、努力をしないといけないということだ。

「由葵とフェアでいたいんだ。君ほどの男をこんなことで失いたくない。キングの座を正々堂々と競い合うことができなければ、もし私がキングとなっても、その価値を見出すことができない」

「アシュレイ……」

　由葵はそう思われていたことを初めて知ったとばかりに驚きを見せた。

　そんな由葵を見つつ、アシュレイは更に畳みかけた。

「それに君も寮長には絶対ならないといけないのだろう？　日本屈指の名家、御井所家の長男として、それが最低限、課されているはずだ」

「……その通りだ。寮長決定前にオメガに覚醒したなんて……。父たちに合わせる顔がない。寮長になってからオメガになるならまだしも……」

「なら、私と共謀しよう、由葵」

「でも……」

「大事にする」

「え……」

　由葵がパチッと音がするくらい大きく瞬まばたきをした。一つ一つの仕草が愛おしくて、アシュレイを益々虜にしていく。

「君が嫌だと思うことはしないし、君がオメガだとばれないように、できるだけ協力する」

「だが……その……君と……そういうことをするということは……うなじを嚙かむっていうこと……なのか？」

　うなじを嚙まずにセックスするということは、セックスフレンドみたいな関係を結ぶということだ。由葵もそれはわかっているようで、酷く躊ちゆう躇ちよしているのが窺うかがえる。真面目な由葵らしい。

「ああ、わかっている。心配しなくていい。由葵のうなじを嚙んだら、皆に君がオメガとばれるからな。うなじを嚙まないと約束する」

「っ……そうだな、君もいきなり僕が番になんてなったら、大変だよな」

　何かに傷ついたような顔をして、由葵が呟いた。一瞬、由葵が自分と番になろうとしていたのかと思ったが、そんなわけがないと、莫迦な考えを一蹴する。

「由葵、安心して私に欲を吐き出せばいい。寮長の座は君のものだ」

「寮長だけじゃない。キングの座も僕のものにする。君は敵に塩を送ったと後悔することになるぞ？」

「しないさ」

「なんだよ、その言い方。君がキングの座に就くって決定事項みたいだな」

　違う。由葵がキングの座に就いても後悔しないという意味で言っただけだ。だが今はそれを訂正する時ではない。由葵の興味を引くには、キングの座を狙っていると思わせなければいけないから、それを口にはしないだけだ。

「そう聞こえたなら謝るよ。だが、二人とも共謀者で共犯者だ。由葵がオメガで、セックスでフェロモンを抑制していたとばれたら、私も君も不純同性行為で停学を食らってしまう。寮長ないしキングが停学となったら前代未聞だ」

「き……君はそれで……いいのか？　そんなリスクを背負っていいのか……？」

「いい。由葵と張り合えないのなら、そんなつまらない世界はいらない」

　由葵がこの手に入らない世界なんて、いるものか―――。

　由葵の体操服の下に、堪らず手を忍び込ませる。もう我慢の限界だった。彼をベッドの上に押し倒す。

「アシュレイ……っ……」

　彼の腰が誘うように揺れた。彼の下肢へと指を這はわせれば、既にそこがしっとりと濡ぬれているのがわかる。

「こんなにもう……濡らしていたのか」

「言わないで……くれ……あっ……」

　普段ストイックな由葵の淫らな様子を直じかに感じ、アシュレイもまた昂たかぶった。

「優しくする、由葵。服を脱がせてもいいか？」

　祈るようにそっと告げると、由葵が躰から力を抜き、小さく頷いた。アシュレイは全身が滾たぎるのを抑えながら、そっと彼の服を脱がしてやる。

　現れたのは雪のように白く柔らかな肌だった。新雪に足を踏み入れるような、そんな禁忌な思いさえ抱いてしまう。

　つい魅入っていると、由葵の白い指先が手に触れてきた。

「アシュレイも脱いで……」

「あ、ああ……」

　言われるまま脱ぐ。由葵とは違う、日に焼けた随分と逞たくましい自分の腕を見て、アシュレイはその違いに思わず笑った。同時に、自分とは何もかも違う美しい由葵を、とうとうこの手にできるのかと思うだけで熱いものが込み上げてきた。

「足を開いてくれ、由葵」

　由葵が足をゆっくりと左右に開いた。その中央の淡い茂みに、既に蜜を零す屹きつ立りつが、誰かに触れられるのを待ちわび、小さく震えていた。

「綺麗だ、由葵……」

　花に吸い寄せられるごとく、アシュレイは甘い蜜へと顔を近づけた。そして大切なものに触れるかのように、そっと唇を寄せる。

「アシュレイッ！」

　途端、由葵が大声で叫んだ。

「な……いきなり、だ、駄目っ……」

「蜜が溢れているんだ。拭わないと」

「な……っ……だめ……ぇ……」

　そんな命令など聞けるはずもない。こんな甘いものを目の前に出され、止められる者などいない。

　アシュレイは舌を巧みに使い、由葵の劣情をしゃぶりだした。

「ああぁぁあ……」

　フェラチオをされたのが初めてなのか、簡単に達いってしまう由葵に、尚更独占欲が募る。

　この躰を知るのは後にも先にも自分だけだ。誰にも渡すものか―――。

　アルファの力が増すかのように、淫いん靡びな熱で躰が滾った。

　由葵の細い指がアシュレイの蛮行を止めようと髪に差し入れられる。だが、それをも無視し、裏筋を舐なめた。

　ピンと張り詰めた硬い筋がびくびくと快感に打ち震えるのを舌で味わい、そのまま左右にある蜜袋を手で揉もみしだいてやる。途端、彼の滑らかな背中が大きくしなった。

「あっ……あぁぁ……んっ……」

　彼の嬌きよう声せいを耳にしながら、先端の鈴口に歯を立てた。すぐにそこから甘い蜜がしとどに溢れ出す。

　発情期を迎えたオメガならではで、どこに触れても甘いフェロモンを撒まき散らし、アシュレイを取り込もうとしてくるのがわかった。

「由葵……私がそんなに欲しいか？」

　由葵のうっすらと開いた薄桃色に上気した瞼まぶたの下から、瞳がちらりとアシュレイに向けられた。

　ドクンッ！

　それだけでアシュレイの心臓が一段と大きく鼓動した。

　間違いない。由葵が私の運命の番―――。

　わかっていたことだが、それでも何度も感じてしまう強い絆。

　もっともっと由葵を感じたい。そして由葵にも気づいてほしい。

　そう強く願いながら執しつ拗ように由葵の下半身をしゃぶっていると、やがてクチュクチュと卑ひ猥わいな音が響くようになった。

「あ……いや、音……なんで……っ……」

　由葵の真珠色の肌が淡い桜色に染まる。羞恥を感じているのが一目でわかった。

「熱い……や……」

　由葵の腰がくねくねと揺れ始める。官能的なダンスに、アシュレイの屹立が大きく反り返った。それでも由葵の躰に挿入しないのは、偏ひとえに由葵が大切だからだ。絶対に痛い思いも怖い思いもさせたくない。

「アシュレイ、放してっ……もう出る……出るからっ……」

　彼の必死の声に、ゾクリと肌が粟あわ立だつ。由葵に関するすべてのものがアシュレイにとって快感になっていくのを否定できなかった。

「このまま出せばいい」

　由葵の蜜を自分が口にすると思うだけで興奮し、全身の血という血が沸騰しそうになる。

「そんな……っ……」

「他人に達かされるのは私が初めてか？」

　由葵が無言で首を縦に振る。堪らない。

「フッ……手伝ってやる」

　するりと臀部を指先で辿たどり、狭間に息づく小さな蕾つぼみに指を這わす。

「え……」

「知っているだろう？　由葵、オメガはここで快感を得る」

「あっ……」

「ここを私以外の誰にも触れさせるな」

「アシュ……ああぁ……っ」

　由葵の粘膜を傷つけないように、慎重に蕾の中に己の指を挿いれる。既に熱で潤んだように濡れているそこは、簡単にアシュレイの指を吞み込んだ。

　きゅうきゅうと指を締めつけられる。オメガの本能でどうやって快感を得るのか躰が知っているようだった。

「あ……もっと……もっと、アシュレ……イ……あぁ……」

　理性が本能に蕩け始めた由葵は、快楽を求めるまま口にし始める。後ろを貫く指を増やし、激しく左右に指を振ってやった。すぐに由葵が美しい声を上げる。

「あぁぁ……っ……」

　由葵が理性を失いかけたのに乗じて、アシュレイは彼の劣情を思い切り強く吸い上げた。由葵の喉からはあられもない嬌声が立て続けに零れる。

「はあぁ……っ……ふぅ……あ……」

　あと少し。

　そう思った時だった。ドクンと由葵の下半身が脈打ったかと思うと、アシュレイの口内に熱い飛ひ沫まつが当たった。

「あぁぁぁ……」

　由葵の白い喉が煽情的に仰のけ反ぞる。彼の震える太腿がアシュレイの両頰に触れ、弛緩した。由葵の中に入れていないほうの手で、その太腿をよくできたとばかりに撫なでてやると、彼がこちらへ瞳を向けてきた。

　その視線を捉とらえ、アシュレイは見せつけるかのように彼のものを嚥下した。

「っ……」

　彼が息を吞むのが伝わってくる。そして同時に下肢を熱くさせ、ぴゅっと短くアシュレイの口こう腔こうへまた放出した。

　どうやらアシュレイの仕草を見ただけで感じてしまったようだ。

　可愛い、由葵……。

　アシュレイは残ざん滓しもすべて舐め取ると、ようやく彼の股間から顔を上げた。怒りなのか、それとも快感からなのか、躰を真っ赤に染める由葵と見つめ合う。

「信じられない……」

　ようやく彼が口を開いたかと思ったら、そんなことを言われてしまった。だがその言い方も可愛いので、自然と笑みが零れる。

「可愛い由葵のものを一滴たりとも無駄にしたくないからな」

「可愛いって……君、本当にどんな相手にもそんな調子で言っているのか？」

「言ってないな、由葵だけだ」

　そう答えるが由葵は信じていないようで、不審げにこちらを見るだけだ。そんな由葵に少しでも信じてもらおうと、背を伸ばし、甘いキスを仕掛ける。

「うっ……君、今、飲んだその口で僕にキスをするのか？」

「君のだ。嫌がるな」

「嫌に決まっている」

　恥ずかしさからなのか、そんなことで口論しようとする由葵も可愛いと思う。

「由葵、続きをしよう。もう私は限界なんだ。ほら」

　と、己の股間に彼の手を触れさせると、彼が驚いたように手を引っ込めた。

「……えげつない大きさだと思うぞ」

「そうかな？」

　笑顔で白を切ると、由葵が観念したかのように大きく溜息を吐いた。

「はぁ……、君と協力するって決めたしな。僕の発情期を抑えるのに、君も気持ちよくなってもらわないと、確かにフェアじゃないよな。よし、覚悟を決めた」

　由葵―――！

　心の中で叫ぶ。その男気に惚れ直した。

「なるべく痛くないようにしてくれ……アシュレイ」

　頰を染め、下から見上げてくる由葵は、それだけでアシュレイの理性をこてんぱんに打ちのめした。

「だから私を煽るな……っ、優しくできなくなるぞ」

　由葵の太腿を更に左右に開き、己の腰を進める。彼が反射的に足を閉じようとしても、閉じられないように押さえ込み、再度彼の蕾へと指を滑らせた。

「なっ……あぁぁっ……」

　指がねっとりとした温かい襞ひだに包まれる。すぐに指を増やし、由葵のそこを解ほぐす。発情期でトロトロに溶けた躰はすぐにでもアシュレイを吞み込めそうなほど柔らかくなっていた。

「な……あっ……あ……。もう、いい……っ。恥ずかしいから、もう挿れて……くれっ……」

　挿れたいが、簡単に挿れたくもない。もっと由葵の乱れる姿を堪能したかった。尤もらしいことを言って彼を宥なだめる。

「ここを解して柔らかくしないと、私を受け入れるのが辛いんだ。なるべく痛くないようにしたいんだろう？　我慢しないとな」

　あやしながら由葵の奥を開拓していく。

「うっ……君、僕の醜態を見て楽しんでいるだろう？」

「醜態？　何を莫迦な、私にとっては芸術品だよ。ああ、美しい芸術品を楽しんでいる。君が私の下で喘あえいでくれるなんて、夢のようだ」

　由葵の顔が真っ赤に染まる。こういう睦むつ言ごとには慣れていないようで、益々アシュレイを悦よろこばせた。

「まさか僕の醜態を見たくて、共謀するなんて言ったんじゃないだろうな」

「そうかもな。由葵のこの姿が見られるなら、多少のリスクなど、目じゃないな」

「もうっ……悪趣味っ……あぁ……」

　由葵の白い喉がアシュレイの目に晒さらされる。艶やかな髪と同じ色の黒い瞳。東洋の神秘がまるで由葵の中に隠されているようだ。だからこんなにも彼を暴きたくて、中まですべて自分のものにしたいと思えるに違いない。

　花のアフロディーテ。

　匂い立つ彼の甘い香りに身も心も縛られる。

　由葵の中で指を搔き回すと、彼がぐずぐずに蕩けだした。

「はああっ……あああっ……」

　指の腹に小さなこりっとしたものが当たる。そこを重点的に擦ってやると、由葵の腰が大きく揺れ、目に涙をいっぱい溜ため始めた。

「な……何……や……これ、何……っ……んっ……はぁあ……」

「君のいいところはここだ。ここを後でいっぱい擦ろう」

「後じゃ嫌だ……。今がいい……今がっ……あぁぁ……」

　オメガの底なしのフェロモンが襲ってくる。アシュレイはベッドマットの下に隠してあったゴムを取り出した。袋の端を咥くわえて破り、器用に片手で中身を取り出すと、それを己の肉欲に嵌はめる。

「力を抜くんだ、由葵。挿れるぞ」

　由葵の耳じ朶だを甘嚙みしながら囁くと、それだけで感じたのか、彼の劣情が大きく反り返り、また蜜が溢れ出した。あまりの可愛いらしさに、つい笑みが零れる。

「フッ、まったく感じやすいな、君は」

　指を抜き、代わりに猛たけりに猛った己を蕾にあてがう。そして一気に貫いた。

「や……あっぁぁぁ……」

　途端、由葵の躰が硬直する。

「痛っ……」

　由葵の声に、繫がった場所に目を遣ると、切れてはいないが、由葵の蕾がこれ以上ないというくらい広がり、アシュレイの灼しやく熱ねつの楔くさびを咥えているのが見えた。

「はっ……クるな。すぐに達ってしまいそうだ」

　アシュレイの侵入を食い止めようと、由葵の肉襞がきつく収縮する。かなりの圧迫感を覚えながらも、アシュレイは更に奥へと押し進めた。

「由葵、力を抜いて」

「はっ……ああ……でき、ない……っ……」

　アシュレイはすぐに萎えていた由葵の下半身に手をやり、ゆっくりと優しく扱しごいた。

「ああっ……」

　再び由葵が嬌声を上げる。それと同時に由葵の劣情も硬さを取り戻し、躰から力が抜けていった。

「うっ……はあっ……もう……達く……っ」

「いい、何度でも達ってもいいぞ、由葵」

「あぁぁ……」

　由葵が下で達したようだ。アシュレイの下腹に熱い飛沫が当たったのを感じた。

　アシュレイは由葵の最奥を貫かんとばかりに、腰を大きく動かす。ガクガクと由葵が揺さぶられる。どうやら快感のあまり意識を飛ばしたようだ。

　それでも無意識にアシュレイの雄をきつく締めつけてくる。壮絶な快感に躰を支配され、甘い痺しびれに震えながらも、がつんがつんと力強く由葵の中を擦り上げた。

　その激しさにまた由葵が意識を取り戻したようだ。すぐにスタッカートをきかせた嬌声を桜色の唇から紡ぎ始めた。

「あ、あ、あ、あ……」

　甘美で官能的なリズムが刻まれる。由葵のすべてを余すところなく感じ、早く達きたくて堪らなかった。

　由葵が無意識に、先ほど教えた快感のスポットにアシュレイの楔が当たるよう、腰を動かす。まだ不慣れではあるが、少しずつアシュレイに合わせようとする由葵の姿に、胸を打たれた。

「本当に可愛いな、君は」

　彼の額にキスをする。
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「アシュレイ……」

　すると由葵がふわりと笑った。魂ごと揺さぶられる。

「由葵っ……」

　由葵の腰を強引に引き寄せ、最奥へと己を穿うがつ。

　理性がはち切れそうだった。そうならないのは、下手に由葵を傷つけたくないという強い思いがあるからだ。由葵を怖がらせないために、最後のギリギリのところで理性を保つ。

　由葵の隘あい路ろに埋められたアシュレイの劣情が疼く。ゴム越しにでもわかるくらい由葵の中は熱かった。

「あぁっ……アシュレイ……」

「由葵っ」

　何度も何度も腰を打ちつけているうちに、由葵のうなじが嚙みたくて堪らない衝動が湧き起こる。だがこれも由葵のことを思えば、絶対してはならない行為だ。

「っ……」

　とうとうアシュレイはゴムの中に吐精した。己の子種が由葵に吸収されないことに、心のどこかで寂しさを感じる。

　アルファの本能が、運命の番を孕はらませられないことに落胆しているのかもしれない。

「由葵……」

　愛する番を胸の中に閉じ込める。それだけでアシュレイの胸に幸せが溢れ返った。途端、下半身に熱が蘇ってくる。

「アシュレイ……？」

　己の中に異変を感じた由葵が驚いて顔を上げてきた。だがもう遅い。アシュレイは由葵が文句を言おうと口を開く前に、また腰を動かし始めたのだった。

　そしてその日、由葵が体調を壊し、アシュレイがつきっ切りで看病したという言い訳を考え、二人は寮の部屋から一切出ることはなかった。




　　　＊＊＊




　結局ギルは校内暴力、及び普段の素行の悪さから一か月の停学が決まった。

　本当は退学にしたくて、あらゆる手段を講じようとも思ったが、父親であるギル公爵の立場も考えると、停学処分がギリギリのところであった。

　それでもアシュレイが手を回さなければ、ギル公爵の圧力で、今回の事件も校長の説教だけで済むところだったのだから、善処したほうだろう。

　一方、ギル公爵も今回は波風を立たせたくない相手、アークランド伯爵家の嫡男が巻き込まれたということもあり、『停学』という処分を渋々受け入れたようだった。

　お互い、軋あつ轢れきを生みたくないという貴族らしい本音が見え隠れしている。

　停学処分という結果、六月下旬から夏期休暇に入るので、実質上、ギルは来年度まで学校に戻れないことになる。

　本当は留年の話も出たが、それはさすがに父親であるギル公爵が握り潰したようだ。

　貴族の多くは面子メンツを大事にしていることもあり、かの公爵家から留年するような男子を出すわけにはいかないのだろう。

　取り敢えず、由葵の寮長の座を妨害する輩が減ったことでよしとするしかない。

　アシュレイは自分にそう言い聞かせ、講堂の中央に目を移した。そこでは今まさに、次期寮長を決める承認式が行われていた。

　円卓の騎士になぞらえて造られた大きな楕円のテーブルに、キングと各寮長が座っている。そして少し離れた場所で、彼らを取り囲むようにして立って事の成り行きを見守っているのは、各寮の監督生と四学年生だ。残りの生徒は講堂の外か、寮で報告を待っていた。

「リネカー寮、ローウルフ」

　現寮長が、自分の選んだ後継者、次期寮長の名前を、中央に座るキングに推挙する。するとキングは周囲にいる他の寮長らに問いかけた。

「賛成は挙手を」

　選挙権があるのは各寮長だけだ。寮長は寮の代表なので、寮長の判断は寮の総意だと認識されている。

「承認」

　キングは挙手の数を確認し、リネカー寮の次期寮長はローウルフであることを認めた。一斉に周囲から拍手が沸き起こった。次期寮長に決まったローウルフが小さく頭を下げ、皆に感謝を示す。

「ベリオール寮、アークランド」

　続けてアシュレイの名前が挙げられる。自然と背筋が伸びた。

「賛成は挙手を」

　さっと各寮長をチェックする。全員の手が上がっているのを見て、アシュレイは安堵の溜息を吐いた。

「承認」

　キングの声が講堂に響く。同時に大きな拍手が沸き起こった。アシュレイはそっと手を上げて、拍手に応えた。

　いくつかの寮が昔から決められたルールで承認を得た後、由葵の寮の番が来た。

「マンスフィール寮、御井所」

　アシュレイは少し離れた場所に立っていた由葵をちらりと見る。凜りんとした佇たたずまいは何度見ても見惚れる。

　同じ寮の生徒らと来ていた由葵が視線を感じたのか、アシュレイのほうに視線を向けた。目が合う。それだけでアシュレイの下肢にじんわりと熱が灯るのがわかった。

　参ったな……。

　苦笑するしかない。

「賛成は挙手を」

　各寮長たちが一斉に手を上げた。

「承認」

　由葵の表情に安堵の色が見えた。どうやら彼も緊張していたようだ。拍手に笑みを浮かべて応え、アシュレイと目配せをした。







　新緑の五月、こうして十五の寮の次期寮長が伝統に倣い、厳かに決まっていく。

　それは四百年以上の月日を通して行われてきた行事であり、また自分たちが後輩たちへ伝えていかなければならないものの一つだった。










◆　Ⅳ　◆




　七月。イギリスは一年で一番美しい季節を迎えていた。

　由葵は夏期休暇の最初の一週間だけ日本へ帰った後、すぐにイギリスへ戻り、ここ、イギリスの北西部、レイク・ディストリクトでアシュレイと二人で過ごしていた。

　七月のレイク・ディストリクトは美しい緑と湖の王国だ。色とりどりの花々は氷に閉ざされる極寒の冬から目覚め、緑の大地に咲き乱れる。新緑の丘陵地帯のあちらこちらには、きらきらと輝く澄んだ湖が点在し、クルージングや釣りの人気スポットがたくさんあった。

　天気がいい日は最高で、真っ青な空の下、ゆったりとした時間を過ごし、心身共にリラックスできる美しい場所である。

　由葵はこの場所で新学期まで過ごすつもりだ。オメガに覚醒したことを両親に知られないためでもあった。

　八月には二度目の発情期を迎える。そのため家にはいられなかったのだ。学校にも秘密にしているのだから、両親に知られたら、キングの座も諦めなければならない。

　キング―――。それは至高の存在。

　卒業後も、政財界や社交界でも顔が利くコネクションを得ることができる名誉ある役職だ。寮長も名誉ではあるが、その寮長を総括するキングは、やはり別格である。

　由葵は入学時からこのキングを目指し、英語圏の人間と同等に競い合ってきた。四学年になると同時に最上級クラスに進んだのも並みの努力ではない。そして監督生になり、寮長の座に就くことができた。キングの椅子は目の前まできている。なんとしてでも挑戦したい。

　オメガに覚醒した今、このキングの地位が、由葵の中で今まで以上に必要不可欠になった。

　突然オメガに覚醒してしまい、不安で堪らないのだ。このままどうやって生きていっていいのか、そんなことさえもわからなくなった。自分のアイデンティティが崩れ去ったと言っても過言ではないかもしれない。

　オメガはまだ社会的地位が低い。もちろん第一線で活躍しているオメガも大勢いる。だが、キングという肩書を得れば、それをもっと飛躍させることができるはずだ。オメガでは許されなかった更なる高みへ上ることもできるかもしれない。

　由葵はオメガであるからこそ、改めてその地位が欲しくなった。オメガとして生きるために、誰にも負けない強い気持ちが欲しかった。

　キングであれば自分を奮い立たせる充分な理由になる。

　キングになるためにも、今、両親にバースがばれるわけにはいかない。

　それに―――。

　それに、由葵がオメガとして覚醒したと知った両親は落胆するも、すぐに『番』を探し始めるに違いない。そしてエドモンド校を卒業、もしくは大学を卒業したら、強制的に結婚させられるのは目に見えていた。

　昨今、オメガへの覚醒率はアルファよりも低くなっている。それは出生率と比例していた。

　人間が子供を産めなくなっているのと同様、アルファやオメガを産む確率が高いとされるオメガ自体も減ってきたのだ。

　そのため稀少種のオメガは子供を少しでも多く産めるようにと、早くから結婚させられるケースが多い。

　もちろんフェロモンのせいで性犯罪に巻き込まれないように、早くから『番』を見つけ、フェロモンを抑制させる意味も含まれている。

　オメガというのはよくも悪くも、『生殖』を第一とされてしまう囚とらわれのバースだ。

　実際、御井所家出身のオメガとなれば、相当いい家のアルファと番になることができるので、親としては長男がアルファになれなかったことに落胆はするだろうが、名家との繫がりを得ることで、更に家を盛り立てようとするだろう。

　政略結婚。

　由葵の家なら仕方のないことだ。御井所家の者として、結婚は切り札の一つとして捉えておかなければならない。だが、今は少なからず抵抗があった。

　たぶん、アシュレイのせいだ―――。

　アシュレイが友人として過度に接してくるせいで、心のどこかがおかしくなったに違いない。

　まるで恋でもしているかのように、彼に強く惹かれてしまう自分がいた。

　セフレなどという関係も、今までは絶対にあり得なかったのに、オメガに覚醒したことを隠蔽するためとはいえ、誘惑に負け、アシュレイと淫らな関係を結んでしまった。

　セフレ。セックスフレンド―――。

　その関係が胸に重くのしかかる。

『―――うなじを嚙まないと約束する』

　初めて肌を重ねた時、アシュレイはわざわざそう言った。それは『君とは番にはならない』と言われたのと同じだ。

　当たり前だ。誰だって急に番になんてなれない。理解はしている。

　でもあの時、アシュレイの言葉に傷ついたのも確かだった。

　アシュレイのことは前ほど嫌ってはいない。むしろ印象もよくなり、『親友ごっこ』がいつの間にか本当の『親友』になっている。その親友と番になることを一瞬でも勝手に想像してしまったのは由葵だ。アシュレイは悪くない。

　それに当初は三か月に一回の発情期の時にだけ頻繁にセックスをし、フェロモンを抑制するつもりだったのだが、いつの間にか、発情期ではなくても、アシュレイと寝るようになってしまっていた。

　そこから考えても、きっとアシュレイにとって由葵は安全なセフレだと考えていると思わざるを得ない。

　アシュレイのような一流のアルファには多くの人間が寄ってくる。その中にはよくないことを考えている輩もいるだろう。スキャンダルに巻き込まれないためにも、信用のおける人間と情事を愉しんだほうがいいに決まっている。由葵はその条件にぴったりだった。

　そんなこと、わかっている……。

　肌を重ねてしまったことで、由葵の中でアシュレイがとても近い人間になってしまったことが誤算だった。

　こんなふうに気持ちを引き摺ずられるとは思ってもいなかった。よくも悪くも自分はウブで純真だったのだ。

　気持ちを切り替えようと小さく息を吐くと、背後から抱き締められた。

「由葵、起きていたのか？」

　アシュレイだ。レイク・ディストリクトにあるアークランド伯爵家のマナーハウスに、彼と二人で泊まっており、今も昨夜睦み合ったベッドの上で目を覚ましたところだった。

「今、起きたところだ……」

「おはよう、由葵」

　後ろから抱きすくめられたかと思うと、耳元に熱い吐息と共に、唇が寄せられる。

「ひゃ……お、おはよう、アシュレイ。擽くすぐったいだろう」

「由葵の耳元が色っぽいのがいけないな」

　くすくすと笑いながら、アシュレイの悪戯な足が由葵の太腿を割って入ってくる。

「アシュレイ、朝から盛るな」

「いいじゃないか。学校とは違って、ここではゆっくりできるんだ。もっと由葵を感じたい。それに来月にはまた由葵の発情期が来るだろう？　今のうちに由葵のいいところを見つけたいし、私とのセックスにも慣れてほしい」

「慣れるって……」

「私のは少し大きいからな。早く慣れてほしい」

　アシュレイが耳元から首筋へと唇を滑らせる。昨夜の余韻が残っているのか、すぐに由葵の躰に淫猥な火が灯った。

「少しって……かなり大きいぞ。日本だったら君のサイズのコンドームはなかなか置いてないからな」

「なるほど、じゃあ、日本に行く時は、こっちで一ダースくらい買って行かないといけないな」

「やめてくれ。親に顔向けできない爛ただれた生活を、日本で送りたくない」

「悪いが君の考えには賛同しかねるな。それについてはもっと話し合いが必要というところか。まあ、今は食べ頃になってしまった由葵をいただくのが先決だな」

「なっ……あっ……」

　乳首を指の腹で捏こねられる。それだけで電流のような痺れが下半身を直撃した。

「ほら、もうこんなに乳首も硬くなっている」

「はっ……君が……触るからだろう？」

「そうだな、由葵の乳首が勃つのは、私が触るからだ」

　アシュレイは楽しげに囁きながら、自分の欲望を由葵の臀部へと押し当ててきた。

「あぁっ……」

　ぐっと屹立を押し込まれ、今にも入ってきそうになる。

「まだ柔らかい。挿れていいか？」

　そんなことを、いちいち聞かないでほしい。この状況を見れば、由葵が何を欲しているのか一目瞭然のはずだ。

「……後ろからは……嫌だ」

　せめてもの意趣返しとばかりに、そう答えるが、アシュレイにはまったく効果なく、むしろ彼を喜ばせたようだった。

「はっ……由葵、今の、萌え死ぬかと思った」

　彼が後ろで震えているのを感じる。

「な、何言って……あっ」

　言い返そうとした途端、ひっくり返され、アシュレイが覆い被さってきた。そのまま今触っていた乳首に舌を這わしてくる。舌の動きは次第に激しくなり、由葵を官能的に追い詰めた。

「あぁ……いやぁ……そんなに舐めるなぁ……っ……そんなところ気持ちよくなんてない……から……あぁ……」

「気持ちよくなるさ」

　なんの根拠があるのか、自信ありげに言ってくる。その態度が憎たらしくなり、睨み上げてやると彼の唇が今度は由葵の唇を塞いできた。

「んっ……」

　深いキスに言葉が吞み込まれていく。頭の芯がじんわりと痺れ始め、彼の胸板を押し返そうと思っても、手に力が入らなかった。

　抵抗ができないのをいいことに、アシュレイは更に口づけを深くする。思う存分に口腔を蹂じゆう躙りんされ、由葵の唇の端から唾液が溢れ出してきた。その唾液さえも惜しむように、アシュレイは舌で拭った。

「あ……んっ……」

　ぞくぞくっと湧き起こる淫らな熱に思わず声が出てしまう。堪らず彼の顔を見上げると、瞳がかち合った。

　アシュレイの、普段は理知的に見える青い瞳が、男の色香を滲にじませて由葵を見つめてくる。発情期でもないのに、その瞳に見つめられるだけで、どこもかしこも蕩けてしまいそうになった。

　由葵が快感に身を震わせると、アシュレイがまるで獲物を前にした獰どう猛もうな肉食獣のように、双眸を鋭く細めた。

　本当に食べられてしまうのではないかという錯覚さえ抱く。

「もっと私を感じてくれ、由葵」

　アシュレイが唇から首筋へと唇を滑らせた。そして鎖骨の窪くぼみを舌で何度も愛あい撫ぶをしたかと思うと、既にぷっくり赤く腫れた乳首へと舌を絡ませる。

「あっ……」

　下半身に淫らな熱が生まれ、思わずシーツを握り締めた。

　まるで生贄になったような気分になる。今から己の身を差し出し、アルファの王に食い尽くされるのだ。

　そうしているうちにアシュレイの歯が乳頭に当たるようになってくる。小さな粒を柔らかく嚙まれ、じんとした疼きが由葵の下半身を直撃した。

「んんっ……あっ……」

　由葵の欲望が直接触れられてもいないのに、頭を擡もたげ始める。乳首を責められただけで勃ち上がってしまう己の躰に、由葵は信じられない思いを抱いた。

　どうして、こんな―――！

　ついこの間までは、こんな躰ではなかった。すべてオメガというバースに覚醒したからだろうか。それともアシュレイのせいなのだろうか。見当もつかない。

　いや、きっと両方なのだろう。相手がアルファで、そしてアシュレイであるからこそ、由葵の躰は淫らに花開いてしまうに違いない。

　初めてがアシュレイでよかった……。

　彼とはセックスフレンドという関係なので、いつか別れが来る。それでもアシュレイでよかったと思えた。

　オメガになった不安は未だに消えない。この先オメガとして生きていくことも心の負担になっている。それでもこうやって由葵を思いやってくれる相手が、覚醒した時に傍にいてくれたことに感謝しなければならない。

　二人の間には愛ではないが、きっと愛に近い想いがある。それはアシュレイの由葵への接し方でよくわかった。

　自分の胸に顔を埋めるアシュレイに目を遣ると、左の乳首を咥える彼の口端の片方が器用に持ち上がる。すぐに乳首に悪戯を仕掛けだした。乳頭を甘く嚙まれ、そしてそのまま緩く引っ張られる。

「ふっ……」
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　同時にもう一方の手は、右の乳頭を指の腹で擦り、そしてぐっと押し込んできた。

「あっ……も……」

「可愛い、由葵」

　アシュレイの唇が再び由葵の唇を塞ぐ。そしてキスをしながら、彼の左手が由葵の滑らかな腰に沿って滑り下りていった。

「んっ……」

　舌先で口内を激しく愛撫され、頭の芯がぼうっとしてくる。淫らな熱で意識を朦朧とさせていると、ようやくアシュレイが唇を解放した。

「挿れるよ」

　どうやら気づかぬうちにゴムをつけたようだ。

「ふゎっ……」

　一気に熱い塊に貫かれる。

「ああぁぁぁぁっ……」

　最初だけ僅かに痛みが走ったが、すぐに彼から与えられる快感に、蜜路が淫猥に蠢うごめいた。狂おしい喜悦の波に、どうしようもなく躰が溺れる。

「はあっ……くっ……んっ……」

　彼の張りのある男根がぐいぐいと押し進むたびに、躰の芯に籠もった熱が破裂し、由葵を翻弄してくる。灼熱の情欲は簡単に由葵の理性を蕩かし、本能のまま快楽を貪ろうとしてきた。煮え滾った熱が躰中から溢れそうだ。

「っ……あっ……」

　アシュレイの抽挿に遠慮がなくなってくる。彼も余裕がないのか、腰を激しく打ちつけた。

「あっ……アシュ……レイ……あっ……あっ……あぁ……」

「由葵っ……」

　名前を呼ばれ、自分を組み敷くアシュレイの顔を見上げれば、情欲に濡れた雄の顔がそこにある。

　秀でた額が汗に濡れ、金の髪が張りついていた。その下から覗のぞくなんとも言えない色気を放つ青の双眸に、由葵の心臓が撃ち抜かれそうだ。

「アシュ……あぁ……」

　中にいるアシュレイをきつく締めつけてしまう。

「うっ……」

　彼が低く呻うめいた。

「はっ……堪らないな。危うく達きそうになった」

　彼が頰にそっと触れてくる。指の腹で由葵の頰の感触を楽しみながら、再び緩急をつけたリズムで抽挿を繰り返した。

「あっ……ふっ……」

　彼の欲望の楔が奥まで穿たれる。彼が抜き差しをするたびに、内襞が引き摺られ、そして揺さぶられ、凄せい絶ぜつな快感が腹の底から湧き起こった。

「ああ……もっと……」

　浅ましい言葉が口許から零れてしまう。これもオメガ性のせいだと大義名分を見つけながら自分も積極的に腰を揺らした。

　何も考えたくない。ただ快楽だけを素直に追いたかった。

「由葵……いいか？」

　アシュレイの腰も由葵に合わせて、益々動きを激しくする。抽挿を繰り返すたびに湿った音がいやらしく部屋に響いた。

　最奥を犯されているのに、それが気持ちいいと思う自分がいることが信じられない。こんな行為に喜悦が混じるとは、アシュレイと肌を重ねてから知ったことだ。

　何度も何度も奥を穿たれ、敏感な襞が収しゆう斂れんする。そのたびにあられもない愉悦が由葵を吞み込み、僅かばかりに残っている理性さえも根こそぎ攫さらっていこうとした。

「もっと……奥まで……きて……っ……」

　アシュレイが欲しくて、彼の腰に自分の脚を巻きつける。

「煽るな、由葵。本当に奥へ挿れるぞ」

「いい……挿れて……奥に……」

　そう口にした途端、彼の肉欲が更に奥へとグッと入ってきた。

「奥に……君のが……深いっ……はぁ……」

　彼の質量のある肉にく杭くいが、由葵の更なる奥にある蜜弁をこじ開けようと、ぐりぐりと捩ねじ込まれる。

「あぁ……そこ……突かないで……っ……」

　結腸を責められて、恐ろしいほどの快楽が由葵を猛襲した。

「ひぅっ……あぁぁ……ひゅっ……」

　中にあるアシュレイを思いっきり締めつけてしまう。

「はっ、君を抱き潰してしまいそうだ……」

　それまで比較的紳士的だった彼の動きが荒々しくなり、しっかり摑まっていないと振り落とされそうな錯覚に陥った。由葵は両手両足でアシュレイにしがみついた。

「あぁぁぁ……だ、めぇ……それ以上は……んっ……はぁ……」

　結腸へ続く閉ざされた弁を、何度も抉えぐられる。そのたびにジンジンとした強い刺激が由葵を襲った。目の前が真っ白になる。

「あぁぁぁぁっ……」

　ふわりとした浮遊感と同時に、今まで渦を巻いていた快楽が一気に爆発した。由葵にも何がどうなったのかわからないほどの衝撃だった。

　気づけば、自分の腹だけでなく、覆い被さっていたアシュレイの下腹部も、由葵の精液でびっしょり濡れていた。

「気持ちよかったか？　凄すごい勢いだったな」

　そんなことを言われ、羞恥で躰が熱くなる。だがそれはすぐに快感にすり替わり、由葵の躰が淫らに揺れた。その様子を見たアシュレイが吐息だけで笑う。

「わかっているさ。まだ足りないんだろう？　由葵。大丈夫だ、まだ君を気持ちよくさせられるよ」

「え……アシュレ……ちがっ……」

　呼吸を整える間もなく、アシュレイの腰の動きが再び激しさを増した。

「あ……待って……ああああっ……」

　思わずまた射精してしまう。ジクジクと中の淫襞が疼き、躰が痺れる。

　アシュレイの動きに翻弄されているうちに、弾ける感覚が躰の奥に生まれた。アシュレイがやっと達ったのだ。

　ゴム越しなので濡れた感覚はしないが、それでも圧迫感を覚えずにはいられない。

「あ……んっ……ふ……」

　だが、アシュレイが射精したことにより、中を刺激され、また由葵も吐精してしまった。

「可愛いな。中に出されて、感じてしまったんだな。私を放さないとばかりに、ここが絡みついてくるよ」

　アシュレイは『ここ』と言いながら、由葵の下腹部をそっと押さえた。

「由葵のここが私を放さないんだ。わかるか？」

「押すな……あぁっ……」

　押さえられたことで、アシュレイの屹立を生々しく躰の中で感じてしまう。

　アシュレイの雄は達ったばかりだというのに、もう勢いを取り戻していた。

　熱を帯びた楔は大きく張り詰め、由葵の中で主張してくる。

「アシュレイ、抜いて。一度抜い、て……ふっ……あぁぁ……」

「まだお互い足りないだろう？　時間はあるんだ。何度でも愛し合おう、由葵」

　愛し合う……。

　それはきっと由葵が思う『愛し合う』とは違うのだろう。セフレ同士、本能に任せ貪り合うのが正しいのだろうが、それはあまりにもあけすけなので、『愛し合う』という言葉に置き替えたのかもしれない。

　腰を引き寄せられ、深く奥へと穿たれる。

「抜いて……だめぇ……もたないっ……あぁぁ……もう……」

「由葵、体力を一緒につけよう、な」

「無理っ……だ、めっ……ふぅあぁ……」

「じゃあ、あと一回だけ。それから朝食をとろう」

「絶対……一回だけ……だから……アシュレイッ……んっ……」

　そんな抵抗も空しく、この後、二回も抱かれる由葵であった。







　そして発情期であった八月もどうにか無事に乗り越え、二か月近くアシュレイのマナーハウスに滞在し、由葵たちはいよいよ最終学年、五学年生となり、九月にエドモンド校へと戻ったのだった。
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　九月になると、このエドモンド校には世界中の上流階級の子息が狭き門を突破し、入学してくる。このマンスフィール寮にも新入生が十七人、入寮した。

「よろしく。僕がこの寮の寮長、御井所由葵だ」

　マンスフィール寮のサロンルームに集められた新入生たちに挨拶をすると、羨望の溜息が零れ落ちた。

「ようこそ、新入生の諸君。俺はこの寮の副寮長、ロベルト・ラングレーだ。よろしく。寮長に見惚れてもいいが、ほどほどにな」

　その声に新入生たちは、はっとした様子で各おの々おの背筋を正した。

　由葵はその姿を見て、自分が入学してきた頃のことを思い出し、つい笑ってしまった。その笑顔に今度は新入生以外の生徒もざわつく。

「静かに。顔見せは終了だ。新入生は各自割り当てられた部屋へ。荷物が届いているはずだから確認するように。以上」

　由葵の声に新入生が興奮冷めやらぬ様子で、サロンルームから出て行った。その後ろ姿を見て、由葵は懐かしさで胸が締めつけられた。

　自分も四年前、ここへ入学し、今と同じようなことを寮長に言われ、部屋へ行ったのを思い出す。あの頃は緊張と興奮の連続だった。

　彼らはこれから五年間、この学校で、そしてこのマンスフィール寮で多くのことを経験し、学ぶ。少しでもその手伝いができたらと願うしかない。

　由葵の制服は五学年生に進級して、今までのものと少し変わった。

　白のファルスカラーのシャツ、黒の燕尾服は変わらないが、ベストが光沢のあるシルバーとなり、ボタンも金ボタンを使うことが許される。黒のピンストライプのトラウザーズもグレーになり、いよいよ最終学年になったことを制服からも感じることができた。

　更に寮長である由葵は、寮でただ一人、光沢のある銀のベストに柄を入れることができ、今はボタニカル柄のベストを身につけている。

　こうやって無事に寮長となれたのも、フェロモン抑制剤とアシュレイのお陰だ。

　このまま無事に隠し通せれば、キングの座に挑むことができる。

　だがそう思う反面。心が乱れるのも事実だ。

　―――アシュレイのことが気にかかるのだ。

　由葵がオメガであることを秘密にしているのは、自分の野心のためだ。ばれても自業自得だと諦めることができる。

　だが、アシュレイは違う。正々堂々とキングの座を狙うライバルとして、由葵をこんなことで失脚させたくないという気持ちから、この秘密に加担してくれた。

　由葵がオメガであることが発覚すれば、それにアシュレイが関わり、尚なお且かつ不純同性行為を犯したということが明るみに出て、彼もまた停学を食らってしまう。

　停学はキングとして相応しくないとされ、キングの候補から外される。アシュレイもキングになれないかもしれないというリスクを背負ってくれたのだ。

　不純同性行為は発覚すれば一週間の停学である。発覚すれば、であるが。

　というのは、暗黙の了解で校内では不純同性行為がかなりある。現キングの恋人も同じ学年の男だ。

　それは誰もが知っているが、知らない振りをし、教師側にそれを密告したりはしなかった。学生同士の絆が非常に強いのも、パブリックスクールの特徴かもしれない。

　だからこそ、由葵もぎりぎりのところまでアシュレイを守りたいと思っていた。もしオメガとばれても、アシュレイが罪に問われないように画策するつもりである。

　対策が少しでも遅れれば、とりかえしのつかないことになるかもしれない。この一年も、今までの四年間以上に、気の抜けない大切な一年になるだろうと覚悟した。

「由葵、ファグのことだが、誰か欲しい生徒はいるか？」

　ロベルトが新入生のリストを手に尋ねてきた。

　ファグは一学年生と決まっているので、その期間は一年で終わりだ。前年、由葵のファグをしてくれたエリオットも、今期はファグから解放される。

　エリオットはそのまま由葵の右腕として寮長の仕事を手伝ってくれることになっているが、それとは別に、由葵はまた新たに新入生からファグを選んで、身の回りの世話をさせながら、実りある寮生活ができるよう指導することになる。

「今のところ、問題のある生徒はいないようだから、特に誰がいいということはない。取り敢えず監督生全員で、ファグの割り当てを決めないとならないな。明日の昼に招集をかけるか」

「わかった。皆に新入生の相性を早く見極めるように発破をかけておこう」

「頼む。早いほうがいい。新入生親睦会の夕食会には発表したいからな」

「了解。ああ、そういえば由葵の弟君も入学してきたんだろう？　どこの寮なんだ？」

「ベリオール寮だ。また校内で会ったら、外でお茶にでも誘って様子を聞こうと思っている。親からも頼まれているしな」

　由葵の弟、夏なつ希きは今年この学校に無事に入学し、アシュレイの寮に入寮が決まった。我が弟ながらしっかりしているので、さほど心配はしていないが、一度は弟の同室者などに挨拶をしたいと思っていた。

　一応、他寮に私用で行くのは禁止されている。用事がある場合は学校で会うか、外出届を出して、外で会うかだ。

　そこからすると、実は、由葵とアシュレイは校則を相当破っている。

　消灯後、週に四回ほどアシュレイが寮を抜け出して、由葵の部屋へと忍び込んでくるのだ。

　最初は追い返したが、発情期の時だけアシュレイを必要とするのも、なんとなくバツが悪く、結局三度目には彼を部屋に入れてしまった。後はなし崩しだ。以前の由葵では考えられないほど爛れた生活を送っている。

「由葵、最近、以前に増して、ちょっと色っぽくないか？　けだるそうというか……」

　いきなりロベルトがそんなことを言ってきた。内心どきりとしながらも、由葵はポーカーフェイスを貫き、何事もないように返答した。

「色っぽいって、なんなんだ。まぁ……確かに最近、寝不足なのは認める。初めての寮長の仕事で神経が昂っているんだろうな」

「なるほど、いいハーブティーがあるから、後で持っていくよ」

「ありがとう」

　ロベルトは由葵の言葉に納得したようで、そのまま離れて行った。

　……よかった。別にフェロモンが漏れているわけじゃなかったんだな。

　心の底からホッとした。そして同時に不安にも陥る。フェロモンは通常、発情期のみに出ると聞いている。だが、たまにそうではない場合もあるというのも事実で、気が気ではなかった。

　キングを決める選挙まであと二か月。運の悪いことに、選挙のある十一月は発情期が来る月でもあった。今までと同様、抑制剤とアシュレイに頼って、今回も無事に発情期を乗り越えたい。

「由葵様、紅茶はいいかがですか？」

　そこに気遣ったようにエリオットが紅茶をトレイに載せて持ってきた。

「エリオット、君はもうファグじゃないんだから、気を使わなくてもいいよ」

「いえ、まだ新しいファグがお決まりではないのですから、僕にお世話をさせてください」

「ありがとう、エリオット」

　由葵は、この優しいファグ、エリオットを心配させないようにと不安を隠し、笑顔で紅茶に口をつけたのだった。
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　秋冬学期、通称ミケルマス学期が始まり二か月も経つと、学園も秋の色合いが一層濃くなる。

　朝夕も寒くなり、校内の木々も黄金色に染まりだして、道を落ち葉で埋め尽くした。

　その落ち葉の上をリスたちが食料を確保するために、あちこち横断する姿をよく目にするようにもなる。そろそろ黒のフロックコートを準備する生徒も増えてきた。

　この時期になると校内は、もうすぐ行われるキングの選考会の話題で持ちきりになる。

　前評判がいいのは、やはり前年、四学年生で首席を取った花のアフロディーテ、由葵と、依然カリスマ的人気を誇るアルファのエリート、金の太子のアシュレイだ。

　しかしこの二人で票が二分するため、もしかしたら他の寮の寮長が上がってくるかもしれないという『第三の男説』もあり、いろいろと憶測が飛んでいた。

　皆が寝静まった頃、由葵の部屋の窓がコンコンと小さく叩かれる。

　由葵はベッドで読書をしていたのをやめ、起き上がった。そのまま窓へと歩み寄り、外を見る。

　そこにはアシュレイが立っていた。恒例の週四回くらいの夜這いだ。

　寮長の部屋は一階の角部屋になる。隣は学習室なので、この時間帯は誰もいなくなる。舎監の部屋は一階の反対側にあり、寮長の特権でしっかりとプライヴェートが守られていた。

　由葵はそっと窓を開けた。

「遅いな。今夜はもう来ないかと思っていたよ」

「待っていてくれたんだ」

　アシュレイは嬉しそうに言うと、その長い脚でひょいと窓から部屋へと入ってきた。

「……弟の様子も聞きたいし」

　待っていたと言い当てられたことが少し悔しくて、そんなことを嘯うそぶいてしまった。

「君の弟君はよくやっているよ。模範生だ」

　そう言いながら、アシュレイは由葵を抱き締めてきた。彼の躰がひんやりと冷たい。

「どうせ来るなら、もっと温かい格好をしてこないと駄目だろう。風邪をひいたらどうするんだ」

「心配してくれるのか？」

「……っ、僕にうつされたら困るから言っているんだ」

　アシュレイの躰をやんわりと押して、離れる。調子が狂う。恥ずかしくていたたまれなかった。

　こういう関係になってから、六か月ほど経っているが、まだ慣れない。いや、きっと一生慣れないと思う。

「……温かいものを用意するよ」

　紅茶を淹いれようとすると、腕を摑まれ引き寄せられた。そのまままた抱きすくめられる。

「いい、すぐに温まる。そうだろう？」

　耳元に甘く掠かすれた声で意味ありげに囁かれ、由葵は顔だけでなく耳朶まで赤くなった。

「っ……だから、そういうデリカシーのないことを言わないでほしい。どう対応したらいいか、わからなくなるから……」

「じゃあ、どう言ったらいい？　セックスするのに、言葉はいらないとは言うが、黙って由葵を襲うなんて私のポリシーに反するんだ。君を大切に抱きたい」

「だから……そういうの、困る」

「そうだな、じゃあ、こうしよう。言葉に困るなら、黙って頷いてくれれば、私は嬉しいよ」

「……頷けることを言ってくれるなら……、だぞ」

「鋭意努力するよ」

　アシュレイは由葵の目元にキスをすると、その唇を頰に滑らせ、由葵の唇にキスを落とした。そして唇が触れるか触れないかの距離で吐息だけで囁いた。

「由葵、このまま続きをしてもいいか？」

　一瞬躰を固くしてしまったが、由葵は勇気を振り絞って小さく頷いた。

　いつの間にか、アシュレイのぬくもりは由葵のオメガに対する不安を忘れさせてくれるものに変わっていた。発情期を乗り越えるだけでなく、由葵の心にひっそりと残るぬくもりとなっていた。

　もし、おとぎ話で言う『運命の番』が本当にいるのなら、こんな感じなのかもしれない。

　オメガに覚醒した途端、アシュレイに抱かれたので、他のアルファを知らない。そのため、アシュレイに魂が引き摺られるようなこの感覚の理由がわからなかった。

　オメガだからこんなにもアルファを求めてしまう躰に変化してしまったのか。

　それとも―――。

　それともアシュレイが運命の番だから、こんなに求めてしまうのか―――。

　本当にそんな夢物語のような相手が存在するのだろうか。

　もしアシュレイが『運命の番』なら、由葵のことにも気づくに違いない。だが、今までアシュレイからそう告げられたことはなかった。

　たぶん由葵とアシュレイは『運命の番』ではないのだ。その事実に何故か落胆する。そして落胆したことで自分の気持ちにぶつかった。見て見ぬ振りをしていた自分の気持ちが心の底から湧き起こる。

　由葵は改めてアシュレイの顔を見つめた。心臓が高鳴る。

　どうしよう……。セフレなのに、アシュレイのことがやっぱり……。

「由葵、どうした？」

　何かを感じたのか、ベッドに由葵を押し倒しながらアシュレイが顔を覗き込んできた。

「……いや、なんでもない。ちょっと緊張して……」

「まだ慣れないか？　じゃあ、もう少しセックスの回数を増やしてみようか？　そうしたらさすがに由葵も慣れるかもしれない」

　チュッと音を立てて頰にキスされる。

「えっ……」

　とんでもない提案をされ、顔を上げると、アシュレイが人の悪い笑みを浮かべていた。

「おや？　由葵は私の言葉に頷いてくれればいいんだが……」

「だから、頷けることを君が言ったら、だろう？　回数の件はなかなか頷けない内容だぞ。大体、今だって大変なんだ」

　慌てて抗議すると、アシュレイが今度は楽しそうに笑った。

「ははっ……やっと由葵らしくなったな。あまり静かだと、君に嫌われたかと思って心配になる」

「そんなに君が繊細だとは知らなかったよ」

「ああ、由葵に対してだけは繊細なんだ」

「どうだか……」

「本当だよ」

　アシュレイは戯れるように再び由葵の顔にキスの雨を降らし、そのまま覆い被さってきた。そして切なげに双眸を細め、囁く。

「由葵、温めてくれ……プリーズ」

　彼に乞われ、由葵は逸はやる心臓を宥めながら、そっと彼のシャツのボタンを外し始めた。
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　ゴミ箱を見れば、幾つものゴムが捨てられていた。二人分なのでなかなかの量だ。

　ベッドの上には四本の足が淫らに絡まっており、時折、白いシーツの上を蠢く。

　午前零時もかなり過ぎ、辺りは静まり返っていた。聞こえるのは耳元で鼓動するアシュレイの心音だけだ。

　由葵はその音を聞きながら、うつらうつらしていた。

「そういえば、最近、由葵の取り巻きに嫌みを言われなくなったな」

　ふとアシュレイがそんなことを口にした。

「確かに僕も君の取り巻きに、やんや言われなくなったな。自分たちの言い合いが僕たちのキングの座に影響していると、やっと悟ったんじゃないかな。結局彼らも君や僕を応援してくれているんだし」

　最近彼らに廊下ですれ違っても、嫌みどころか由葵の取り巻きと道を譲り合い、挨拶さえ交わすようになっていた。

「それももちろんあるが、私たちが親友であることも認めたのかな」

　アシュレイが嬉しそうに由葵の旋毛つむじに口づけを落とす。擽ったくて身を捩よじると、彼が逃がさないとばかりに由葵をきつく抱き締めてきた。

「まあ、本当は親友としてのポジションどころか、しっかり由葵の童貞も貰ってしまったんだけどな」

「……言葉を慎め」

「由葵と二人きりなんだ。外では言えないことを、ここでくらい言いたい。本当は由葵の初めての男は私だと学校中に言いふらしたい気分なんだぞ」

「……アシュレイ、何か言い残したことはないか？　安らかに眠りについてくれ」

　由葵は自分の下肢にあったアシュレイの雄を、若干力を入れて握った。

「由葵、そんなところを握ってくれるとは、積極的だな」

「成敗！」

　アシュレイの一言でアソコを強く握った。もちろん本気ではない。

「成敗って……おっ！」

　ちょっとしたじゃれ合いみたいなもので、その証拠に彼も楽しそうに笑っている。

「もう少し強く握ってくれると、逆に気持ちがいいんだが」

「アシュレイ、君は本当に握り潰されたいのかな？　なら、もう一回……」

「わかった！　わかった、由葵。もう余計なことは言わないでおこう」

「賢明な判断だ」

　そう言った途端、アシュレイはとうとう我慢できない様子で噴き出して、きつく抱き締めてきた。由葵も自分の頰をどさくさに紛れて彼の胸にくっつける。

「はぁ、まったく……由葵はなんて可愛いんだ。可愛くて心臓が止まりそうだ」

「言っていることが意味不明だぞ、アシュレイ」

「由葵が理解していればいい」

　何度目かわからないキスを由葵の額に落とした。

　アシュレイは今までもこんなことを他の人間にしていたんだろうか。これでは大抵の人間が彼に愛されていると勘違いしてしまうに違いない。

　いや、セフレなのは由葵だけで、今までの相手はちゃんと彼の恋人だったかもしれない。

　アシュレイの恋人になりたい―――。

　だがアシュレイは由葵のうなじは嚙まないと言った。その気はないと最初にはっきり言われたのだ。

　その一方では由葵のことを好敵手と見てくれており、共に切磋琢磨できる相手だと認めてくれていることは確かだと思う。

　その地位は手放したくなかった。

　セフレから恋人になりたいなどと言ったら、きっと困らせる。彼もキングの決定や大学入試に向けての大切な時期、面倒な色恋から遠ざかりたいから、由葵とのギブアンドテイクの関係を選んだのだと思う。

　それなのに、恋人という話が出たら、予想外であろうし、彼の中の由葵の評価も下がる気がした。

『この大切な時期に色恋を持ち出すなんて、正気か？　由葵はもっとしたたかな男だと思っていたよ。キングの座を真剣に目指していないのかい？』

　もしそんなことを言われたら、由葵のプライドはズタズタだ。

　手軽に情欲を発散しつつ、手間がかからないつき合い。躰だけの関係―――。最低だが、キングやこの先の大学入試などを考えると、要領がいいつき合い方だ。

　欲張りなのかもしれない。

　いくつも欲しがったら、全部失ってしまうという日本の諺ことわざを、つい思い出してしまった。

　好敵手、同等の能力で競い合える親友。彼にとってそんな相手は由葵だけだ。そのたった一つの椅子に座れることで満足しないといけない。

　由葵は自分の恋心に重い蓋をした。それがこの先もアシュレイと良好な関係を続けるための最善策のような気がした。

「そうだ、由葵、言い忘れていたが、少しだけ学校を留守にするかもしれない」

　急にアシュレイがポツリと呟いた。

「どうかしたのか？」

「ああ、祖母が風邪をひいたんだが、容態が芳しくないらしい。肺炎になりかかっていると連絡が入ったんだ」

「肺炎？　すぐに戻らなくてもいいのか？」

「今はまだ戻ってこなくていいと実家に言われている。逆に私が戻ると、祖母自身がそんなに重病なのかと誤解するから、行かないほうがいいらしいんだ」

「そういうものなのか？」

「病は気からだからな」

　確かに重病患者に『もう駄目かも』と言うと、死亡率が高くなるという統計結果がある。逆に『これくらいなら大丈夫だ』と言うと、持ち直すらしい。

「僕に何かできることがあったら言ってくれ」

「ありがとう。じゃあ、次はフェラでもしてもらおうかな。咥えてもらいたい」

　無言で鳩みぞ尾おちを殴っておく。

「痛っ……。由葵、結構本気で殴らなかったか？」

「君が殴られるようなことを言うからだ」

「はは、由葵に願いを聞いてもらえる機会なんて少ないからな。隙あらば、ってね」

　アシュレイはそんなことを言いながら、由葵を抱き締めてきた。

「なぁ……」

　彼の声のトーンが少しだけ下がる。由葵はその声色から彼の心情を読み取ろうと耳を傾けた。

「由葵、私が実家に戻っている間、君は少しくらい寂しいと思ってくれるのかな」

「え……」

　彼の聡そう明めいなブルーの瞳とぶつかる。

「寂しいって思ってくれるか？」

「あのな、小さい子供じゃあるまいし、そんな数日君が実家に戻るからって寂しいとか言うはずはないだろう？　一生会えないならまだしも」

「私は寂しい……」

「アシュレイ……？」

　どうしたんだろう。祖母の具合が悪いこともあって、少し感傷的になっているのだろうか。いつもしっかりしているアシュレイにしては珍しかった。この質問は彼にとって、重い意味があるのかもしれない。

　由葵はアシュレイの様子を見て、あまり強がりを言うのはやめた。少しばかり折れてやってもいいかと思ったのだ。

「まあ、そうだな。君がそう言うなら、僕も本音を口にしよう。悔しいが君がいないと、少しは寂しく思うかもしれないな」

「由葵……」

　彼の由葵を抱き締める手に力が入った。

「だから、アシュレイ、君が万が一、実家に帰ることがあったら、黙って行くようなことはしないでくれ。君自身が伝えに来られなくとも、誰かに伝言してくれてもいい。黙って消えたりしないでくれ」

「わかった、絶対由葵には連絡するよ。緊急で君と連絡がとれなかったら、君の弟君に伝えておく」

「ああ、夏希に言っておいてくれてもいい」

　夏希はこの秋からこの学校に入り、アシュレイと同じベリオールへ入寮したので、アシュレイとは毎日接触がある。

「そういえば、君の弟君に兄をよろしくお願いしますと言われたぞ」

「そうなのか？　夏希らしいな。兄思いのいい弟なんだ。アシュレイが僕の友人だとどこかで聞いたのかもしれないな。あの子は何も知らないから、余計なことは言わないでくれよ」

「わかっているよ。だから敢えて夏希を私のファグには指名しなかった。いろいろと勘づかれてもまずいからな」

「夏希が君のファグになれなかったって、少し嘆いていたが、ならなくてよかったと、慰めておいた」

「それはそれで、傷つくな」

　アシュレイがわざとらしく、しょんぼりとしてみせる。あざといと思いはしたが、少々可哀想にも思えて、ちょっとだけリップサービスを入れた。

「君みたいな策士の片棒を担ぐのは、夏希には荷が重すぎる」

「おや？　それは褒めてくれているのかな？」

　途端、アシュレイの機嫌が上昇するのがわかって、その子供っぽさに由葵はつい笑ってしまった。

「褒めるって……ある程度は評価しているんだよ。君は一応僕のライバルだからな。無能な男のはずがない」

「もっと褒めてくれ」

　アシュレイが腰に手を回し、さわさわと由葵の臀部を撫でる。

「調子に乗るな」

　尻に回ってきた彼の手を軽く抓つねり、言葉を足した。

「……僕のライバルだってことで、最大の褒め言葉だってわかれよ」

「由葵……」

　手を抓られたのに、それに懲りず、また由葵の臀部に手を回してきた。注意をしようとしたら、アシュレイが思わぬことを言った。

「ああ、由葵のファグがやりたかった……」

「は？」

　思わず聞き返した。

「由葵の身の回りの世話をあれこれしたい。頭の先から乳首、股間、足の先まで綺麗に洗いたい。本当にエリオットが羨ましい」

　そこはかとなくセクハラめいた感じがして、目を眇める。この男、優秀であるが、プライヴェートになると、こうやってたまにおかしなことを言う。

「エリオットに洗ってもらったことはないし、それに彼はもうファグじゃないぞ。マーベルに変わった」

　エリオットの名誉のために否定しておく。

「でもエリオットは由葵の信頼を勝ち取って、今も右腕として傍に置いているんだろう？　やっぱり羨ましい。寮が同じというだけでも羨ましいというのに」

「寮が同じって……。アシュレイ、寮が違ったからこそ、こうやってお互い寮長になって、キングの座に挑めるんだぞ？　それをどうして同じ寮がいいなんて言うんだ？」

「……由葵は時々、本当に鈍感だよな」

「は？　人が褒めてやったのに、その言い草はなんだよ」

「さて、もう寝るか。皆の起床時間より早く起きて寮に戻らないといけないからな」

　話をうやむやにされた気がしないでもないが、アシュレイの言う通り、そろそろ寝ないと明日というか、今日の朝、起きられなくなってしまう。

「僕はシャワーを浴びてくるよ」

　由葵はベッドから起き上がった。するとアシュレイの手がそっと由葵の手に触れた。

「今月いよいよキングが決まる。そして由葵、君の発情期にも当たる。くれぐれも無理はするなよ」

「わかっているよ。薬も忘れないようにしている」

「ならいいが、注意を怠るなよ。今月がまさに本番なんだからな」

　アシュレイの言葉に由葵は無言で頷いた。

　本当に今月が勝負だ。この半年間、バースが未覚醒だと偽り、ここまでやってきたのはキングになるためだ。

　もっともキングになれるかどうかはわからないが、それでも挑める立場でいられるのはアシュレイのお陰だ。それは感謝してもし切れない。

　そのアシュレイを不利な立場にさせないためにも、失敗は許されなかった。由葵は最後までバース未覚醒であることを貫き通さなくてはならない。

　だが、もし何かでバースが発覚したとしても、アシュレイだけには迷惑をかけないように、彼には秘密で段取りは考えていた。

　どちらにしても、覚悟はできている。

　由葵はベッドから降りると、そのままシャワールームへと向かった。

　アシュレイが心配そうに後ろ姿を見ていることには気づかなかった。

　キングの選挙まであと一週間と少し―――。
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　由葵がイギリスに来て、少し意外だったのは、イギリスはハロウィン発祥の地であるのに、あまりハロウィン行事が盛んではないことだった。それよりもガイ・フォークス・ナイトというイベントのほうが盛り上がっている。

　四百年程前の国王や議員などの権力者を狙った火薬陰謀事件が起源となった祭りである。

　十一月五日になると、ガイ・フォークスに似せた人形を街中、引き回して、クライマックスはその人形を篝かがり火びで燃やし、その後に花火を打ち上げて平和を祈るというものだ。

　最近は人形を作るところも減ったが、篝火を灯し、花火を打ち上げるのは今も健在だ。

　そのせいもあって、イギリスで花火の季節といえば、十一月の寒い時期で、花火が夏の風物詩という日本とはまったく違う。

　学生たちは街の祭りに参加ができないため、晩秋の花火や篝火を、毎年、夜遅くまで部屋の窓から眺めて騒いだ。

　また、ガイ・フォークス・ナイトの夜、舎監や寮長たちは、騒ぐ学生たちを見て見ぬ振りをするために、わざと部屋から出ないようにするのも恒例である。

　たまには羽目を外させ、息抜きをさせてやろうという親心からだ。もちろん常識の範囲内の騒ぎ方に限ってで、他者の迷惑になるほど騒いだ者は叱責の対象になる。

　学生たちは鬼の居ぬ間にと、夜空に花火が上がるたびに歓声を上げていた。

　そんな中、部屋に閉じ籠もっていた由葵は、躰を焼き尽くすような熱と劣情の苦しみにもがいていた。

「はぁ、はぁ……」

　呼吸が荒い。目の焦点も定まらない。発情期が始まったのだ。なんとなく夕方から躰が熱っぽいと思っていたのだが、ただの風邪だと過信したのがまずかった。

　三度目の発情期で、まだ慣れていないのもある。しかも今まではアシュレイがいたので、発情期の苦しみを感じたことがなく、そのため発情の兆候を見逃してしまった。

　更におかしなことに買い置きしておいた薬もどうしてか消えていた。引き出しに隠しておいたのだが、それがまったくないのだ。見た目は風邪薬のように見える仕様になった抑制剤だ。誰かが間違えて持って行ったのだろうか。

　だが、寮長である由葵の部屋に誰かが勝手に入るというのも考えにくい話だった。

　取り敢えず、発情期が近かったので、念のために持ち歩いていた抑制剤を先ほど飲んだところだ。効くまでにはまだ時間がかかるが、少し楽になったら、薬を買いに出掛けるしかない。

「くっ……」

　どうしよう……、アシュレイは留守だし……。

　アシュレイは一昨日おとといから祖母の全快祝いということで学校を休み、実家に戻っていた。

　一時は肺炎になりかけていたが、その肺炎の影も無事に消え、退院を祝って、ちょっとしたパーティーをするとのことだった。さすがはイギリス屈指の伯爵家だ。

　出掛ける際に、発情期間近の由葵のことを心配してくれたが、過保護すぎると追い出すようにして実家へ帰らせた。今日辺り、戻ってくるかと思っていたが、由葵に何も連絡がないことから、まだ彼が帰れる状態ではないことがわかる。

　なかなか実家に帰ってこない長男を、きっと家族が引き留めているに違いない。だが、明後日はキングの選挙だ。少なくともそれまでには帰ってくるだろう。

　慣れない発情期に不安になるが、耐えるしかなかった。

　大丈夫だ。もう少ししたら薬が効いてくる。だから不安になるな……。

　自分に何度も言い聞かせ、逸る鼓動を宥める。

　アシュレイのおばあさま、無事でよかった。アシュレイも喜んでいたな……。

　よそ事を考えて意識を発情期から逸そらした。だが思い浮かぶのはアシュレイの顔ばかりだ。

　初めてこの学校で彼と会った時―――。本当は新入生親睦会より前に由葵はアシュレイを礼拝堂で見かけていた。金の髪が天使の輪のように輝きを放ち、新入生ながら堂々と聖書を読み上げていたのを覚えている。そこにいた者、全員がアシュレイに目を奪われたに違いない。

　そして由葵が勝手にコンプレックスを持ち、彼を避け続けた日々。避けてはいたが、いつも視界の隅にアシュレイがいた。彼だけがどんどん人間として成長している気がして、いつも由葵は悔しいが焦らざるを得なかった。それからキングの座を得るために始めた『友達ごっこ』。そのお陰で関係を修復し、今は共謀者として一緒にいる。

　どれもこれも由葵にとってアシュレイは自分が成長するためにも、いなくてはならない人だった。

　アシュレイ……。

『運命の番』とはどんな相手を指すのだろう。

　由葵はアシュレイ以外に、こんなに執着した人間はいない。彼が『運命の番』だと言われても納得してしまうくらいに。

　それでも彼がそうではないのなら、本当に『運命の番』とはどんなものなのか、想像もつかなかった。

「おとぎ話なのか、な……。やっぱり」

　小さく息を吐くと、ようやく脈が落ち着いてきた。躰の火照りも治まりつつある。薬が効いてきたようだ。

「アシュレイのことを考えるだけで、こんなに落ち着くなんて……。ほんと……辛いよな」

　由葵は軽く自嘲した。彼にとっては、由葵は特別ではあるかもしれないが友人の一人だ。だが一方で、由葵にとってはアシュレイが心の支えにもなりつつあるほど依存し始めている。

　この偏った関係が、そして熱量の違いが、本当は辛い。

　つまらないプライドが、相手にも同じくらい愛してほしいと主張していた。そうでなければ離れたい。苦しい思いはしたくないと、勝手なことを訴えてくる。

　キングの座を狙ってこの取引を結んだ時は、こんな思いを抱くとは考えてもいなかった。恋に落ちるなんて知らなかった―――。

　また小さく息を吐く。どうやら薬が効いたようだ。まだ少し熱っぽい感じはするが、今のうちに薬を買いに行ったほうがいい。

　由葵はフロックコートをクローゼットから取り出すと、それを羽織った。

　今夜はガイ・フォークス・ナイトだ。寮長が部屋から出ては興醒めだ。財布と携帯電話だけ持って、由葵は窓から外へ出ようと、窓辺に寄った。

「エリオット？」

「由葵様っ」

　どうしてか、窓の外にはエリオットが立っていた。

「エリオット！　どうしたんだ、こんな夜に。寒いだろう？　中に入れ」

「大丈夫です。ラングレーさんと交代でここにいましたから」

　ラングレーとは由葵の友人、ロベルトのファミリーネームだ。

「ロベルトと交代？　どういうことだ」

「あ……その……アークランド様に頼まれて……」

　エリオットが困ったように表情を歪めた。

「アシュレイに？　どういうことなんだ。ロベルトと二人でって……」

「あ……アークランド様が由葵様を寮に置いて行くことを心配されて……」

「それでこんな寒い中、一晩中、私を見守っていたのか？　それに心配だというのはどういうことだ？　エリオット、何か聞いているんだろう？」

　もしかしてアシュレイがエリオットやロベルトに由葵がオメガだとばらしたのではないだろうか。由葵が発情した時に、サポートするように頼んで行った？

　由葵の足元がガラガラと音を立てて崩れていくような感じがした。だが、

「ギルが由葵様に復讐をしようとしているのをアークランド様がお知りになって……」

「ギル？」

　卑劣な男の名前を聞き、由葵は我を取り戻した。それにギルが復讐を企んでいるという話も初耳だった。

「アシュレイがそんなことを？　しかも僕に黙って君たちに頼んで行ったのか？　僕に一言話してくれたら、他にも対処のしようがあっただろうに」

「アークランド様はキングの選挙が迫る中、あまり由葵様に心の負担をかけないようにと配慮されたんです」

「僕は彼に守られる立場じゃない。不愉快だ」

「由葵様……」

　由葵の言葉にエリオットが傷ついたような表情をした。由葵は慌てて言葉を足した。ファグだったエリオットには、さすがの由葵も弱いのだ。

「いや、すまない。こんなことをエリオットに言っても仕方がないな。アシュレイめ、ロベルトだけならまだしも、エリオットにまでこんなことを言いつけて……。大変だっただろう？　エリオット」

「いえ、由葵様がお一人になられるガイ・フォークス・ナイトの夜だけだったので、そんなに大変なことじゃありません」

「それが大変なんだ。エリオット、アシュレイには僕から言っておく。君は皆のところへ戻りなさい。せっかくのガイ・フォークス・ナイトなんだ。一緒に楽しんでおいで」

　由葵がそう言った時だった。エリオットの瞳が大きく見開いた。

「由葵様、後ろっ」

「え……」

　意味を解する前に、由葵の背後から手が伸びてきて布のような物で口を塞がれる。

　な―――！

　同時に目の前のエリオットも由葵と同じように口許を塞がれていた。エリオットを拘束している男の顔を見る。

　ギ……ルッ……！

　急速に意識が遠のく。エリオットが泣きそうな顔で由葵を見つめてくるが、彼に声をかけてやることもできずに、由葵は意識を失った。
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　誰かが頰を叩く感覚に目が覚める。由葵は霞かすんだ視界に目を瞬しばたたかせた。すると柔らかいものが口を塞ぐ。誰かにキスをされているようだった。だが、すぐに水と一緒に薬を飲まされたことに気づく。

「な……」

「やっと起きたか、由葵」

　由葵の顔を覗き込んでいたのはギルだった。どうやら何度か頰を叩かれていたらしい。頰に少し熱が籠もっていた。

「ギル、今、僕に何を飲ませた」

「ちょっとした気つけ薬だ。気にするな」

　彼がクスクスと笑いながら答えるのも気になるが、どうせ聞いたところで正解を言うはずもない。由葵はすぐに気持ちを切り替えた。

「ギル、かなり強引な招待だな」

　由葵は目の前のギルを睨みつつ、躰を起こした。どうやらどこかの地下室らしい。たぶんギルが属する秘密クラブの一室だろう。

　残念な話だが、パブリックスクールには上流階級の禁忌な遊びを愉しむ秘密のクラブが裏で多数存在するのも確かだ。

　まだ大人になり切れない、幼いゆえに残酷な男たちの歪いびつな情欲を発散させる社交場だ。

　上流階級の繫がりにもなるので、名だたる生徒も秘密クラブに属しているが、名前だけ貸している生徒も多い。クラブによっては、飲酒はもちろん、乱交騒ぎなどの問題を起こしているところもあった。ただ、大抵は親が大物だったりして事件になる前に握り潰されるため、そういう事件が表に出ることは少ない。ギルなどその最たるものだった。

「エリオットはどうした」

「はっ、まずは自分のファグだった男の心配か？　大丈夫だ、あのままあそこに捨ててきたぜ。余計な人間をここに連れてくると、後でいろいろと面倒だからな」

　取り敢えずギルの言葉を信じるしかない。ロベルトと交代と言っていたから、直じきにロベルトがエリオットに気づいてくれるだろう。

　エリオットの話からすれば、既にギルの企みもばれている。由葵が襲われたとなれば、すぐに犯人もわかるだろう。

　―――なら、少しでも時間稼ぎをすれば、助かる可能性も大きくなる。

　由葵は心を落ち着けた。だがギルはそんな由葵を不敵に笑ってきた。

「由葵、お前、オメガだろう？」

　鼓動が一度ドクンと鳴る。だが由葵は顔色一つ変えることなく、ギルと対たい峙じした。

「君は、前もそんな莫迦なことを言っていたな」

「しらばっくれなくてもいいぜ。五月のボート大会の時、オメガに覚醒したんだろう？　俺にはすぐにわかったぜ。お前は俺の可愛い仔こ猫ねこちゃんだってな」

　彼が下げ衆すな笑みを浮かべた。由葵はその笑みに嫌悪を感じながらも睨んだ。

「君はいつまでそんな妄想にうつつを抜かしているつもりだ？　今年は君も五学年生だ。大学受験も控えている。君のお父様もそれなりの大学へ入学することを希望されているんだろう？」

　ギルが最も嫌がるであろうことを口にしてやる。思った通り、彼の顔色が変わった。

「煩い！　煩い、煩いっ！」

　ギルに強く突き飛ばされ、由葵はまた床に転がった。

「くっ……」

　それでも尚、ギルをきつく睨み上げた。暴力には絶対屈しない。ギルはそんな由葵を見下ろしてきた。

「は、その憎まれ口も利けなくしてやる。お前を俺ものにして、逆らえないようにしてやるよ、仔猫ちゃん」

「悪いが、僕はそんな名前ではない、ギル」

「そんな気の強いところがそそられるぜ。ふん、果たしてどこまで強気でいられるか、見ものだな」

　ゆらりと部屋の隅の闇の部分から三人の人影が現れた。皆、顔を隠すためにマスクをつけていて、どの寮の誰なのかわからない。

「由葵、ここで皆と秘密を共用しようじゃないか。お前が淫乱で可愛いオメガだと皆に教えてやろう。皆、可愛がってくれるぞ」

「まだ言うか」

「フン、どうせ由葵のことだ。抑制剤でも飲んでいるんだろう？　そんなことだろうと思って、さっき促進剤をお前に飲ませてやったよ。本能に素直になるのが一番いいからな、由葵。ああ、オメガが発情期をコントロールする時に飲む薬だから、合法なものだ。安心して乱れればいい」

「促進剤……っ」

　喉がひゅっと鳴った。そんなものを飲まされたら、発情期中の今、どんな症状が現れるのか、由葵にも見当がつかなかった。

「ギル、本当に花のアフロディーテはオメガなんだろうな」

　男の一人がギルの肩に寄りかかり確認する。

「ああ、紛れもなくオメガだ。半年ほど前にこいつがオメガに覚醒した現場に居合わせたからな」

　あの時、ギルに気づかれていたようだ。今までよく何も仕掛けてこなかったなと、逆に感心した。だが同時に、おそらくアシュレイが近くにいたから由葵に手を出せなかったことに気づく。

　悔しいな、本当に僕はアシュレイに守られていたんだ……。

　どっと躰から力が抜けるような感じがした。

　一人の人間として、きちんと立っていると思っていたのに、結局オメガらしくアルファに守られていたという事実に、少なからずショックを覚えた。

「由葵、大人しくなったな。観念したか？」

「あいにく僕は諦めの悪い男でね。君に観念なんて死んでもしたくないな」

「おい」

　ギルが顎で誰かに指示をしたかと思うと、由葵の背後から急に手が伸びてきて、猿さる轡ぐつわを嚙まされた。

「やめ……んっ……」

　抵抗するが、数人がかりで猿轡を嵌められる。そのまま跪かされて後頭部の髪を引っ張られ顔を上げると、そこにギルの歪な笑みを浮かべた顔があった。

「死んでもしたくないんだろう？　なら舌を嚙み切らないようにしないとな」

「くっ！」

　猿轡のせいで何も話せない。ただ睨むことしかできなかった。

「お前に俺のコイツを咥えてもらうのは、また今度の楽しみにとっておくか。今夜はお前の尻で俺を愉しませろよ」

「おいおい、こいつのうなじ、真っ白だぜ。まだ誰にも嚙まれてないのかよ。処女か？」

「処女のわけ、あるか。アークランドに犯られまくっているだろう？」

「なるほど、アークランドはこいつと『番』になる気はないってことか」

　その言葉に由葵の胸が締めつけられる。自分ではわかっているつもりだったが、第三者に指摘されると、より深く由葵を傷つけるものとなった。

「一度『番』の儀式をすると、解除に難儀するって聞いているしな」

　一度番つがうと、アルファもオメガも番にしかフェロモンが効かなくなる。誰かれ構わずフェロモンを振りまいてしまうオメガから見れば、番うことは、身を守る意味でもありがたい行為であった。

　しかし、躰に刻まれた契約は簡単に破棄することができないという制約もある。

　番を解除するためには、入院をしないとならなくなり、その治療もかなり苦痛を伴うとのことだった。退院した者の話を聞いても、皆、二度としたくないと言うほどだ。

　だからアルファもオメガも簡単に『番う』ことをしない。

「ま、番うのはやめたとして、まずはこいつの味見からしないとな」

「ああ、かなりおいしそうだな。最近では一番の獲物だ」

　男たちに四肢を拘束される。羽織っていたフロックコートのボタンを乱暴に外された。

「んんっ……」

　やめろと叫びたくとも声が出なかった。これでは外にも由葵の声が聞こえることはない。

　その時だった。ドクンと覚えのある深い痺れが由葵を襲った。

　発情だ。

　先ほど飲まされた促進剤が効いていたのだろう。由葵の心臓がバクバクと鳴りだした。

　嫌だ、嫌だ、嫌だ―――！

　こんなところで発情して、獣のように男を欲しがる自分なんて見たくない。

　きっとこんな最低な男相手にでも、抱かれたくて堪らなくなるのだ。そんな自分を知りたくなかった。恐怖で躰が震えてくる。

　アシュレイ―――！

　とうとう彼の名前を呼んでしまった。彼と対等でいたくて、守ってくれていたことに怒りを覚えたが、それでも自分を守らせてもいいと思えるのは彼以外、誰もいなかった。

　アシュレイ―――。

「やっぱりこいつオメガだ。すっげぇフェロモンだぜ」

「は、我慢できねぇ。さっさと犯ろうぜ」

　由葵のＶネックのセーターやシャツがナイフで切り裂かれる。露わになった素肌に、男たちが唾を飲むのがわかった。

「まじかよ。すげぇ綺麗な肌だな。こっちはどうだ？」

　こっちと言いながら、由葵のトラウザーズを乱暴に切り裂き、脱がせた。

「こいつ女みたいに尻が濡れてきてやがる。オメガでもかなり淫乱なタイプなようだぜ。これなら、すぐ挿れられる」

「綺麗で淫乱なんて、最高じゃね？　由葵様って俺たちも呼ばせてもらうぜ」

「さあ、由葵様、まずは俺の熱を冷ましてもらおうか」

　いきなり由葵の尻に男の欲望があてがわれた。

「んっ……ぅ……」

　由葵は快感で痺れ始めていた足を動かし、男を蹴った。

　よかった……まだ理性が残っている。

　オメガ性のため、もっと際限なく男を欲しがるかと思ったが、そうでもないようだ。

「おいおい、これはかなりのじゃじゃ馬だ。調教し甲斐があるじゃないか」

「しっかり足を捕まえとけよ」

　男たちに由葵は床にうつ伏せに押しつけられ、そのままギルに尻だけを持ち上げられた。

「はっ、綺麗な孔だ。俺を挿れてやるから待ってろよ」

　気持ち悪い……吐きそうだ。

　今まで誰にでも抱かれて乱れるのがオメガだと思っていた。だが、実際は大きく違った。由葵が情欲に乱れるのはアシュレイだけだ。相手がアシュレイだからこそ、自分は快楽を求め、乱れることに今更気がついた。

　アシュレイだけが特別なんだ―――。

「うっ……」

　今、他の男たちに乱暴される時になって、それに気づいてしまった。

　アシュレイ―――！

　最後の抵抗を試みるが、男たちに押さえつけられ、ほとんど動けない。

　やっ……。

　目尻に涙が溜まる。だがそれはすぐに玉となって溢れ、頰に流れ落ちた。

「ほら」

　ギルの肉欲の先端が由葵の襞に触れた。由葵の全身に悪寒が走る。

「うぅうぅぅ……」

　猿轡のせいで、悲鳴も唸り声のようにしか出なかった。

「挿れるぜ」

　やめろ―――っ！

　由葵が心の中で叫んだ時だった。部屋のドアが激しい音を立てて、蹴破られた。

「由葵っ！」

「っ……」
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　ドアの外にはアシュレイが立っていた。その後ろにはエリオットやロベルトやアシュレイの友人などの顔が見えた。

　アシュレイ……。

　由葵の全身から力が抜け落ちる。由葵に己を挿れようとしていたギルも突然のことに呆ほうけて、摑んでいた由葵の腰を放した。

　由葵はそのまま床に倒れるが、すぐにアシュレイが駆け寄り、自分が羽織っていたフロックコートを脱いで由葵を包んだ。

「由葵っ！　大丈夫か!?」

　猿轡をされているので答えられなかったが、由葵は力を振り絞って、小さく頷いた。だが、それを最後に、由葵は意識を失ったのだった。
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「由葵っ！」

　アシュレイは、自分の腕の中で意識を失った由葵をきつく抱き締めた。躰が熱いことで、由葵が発情しているのが肌を通して感じる。

　アシュレイはすぐに猿轡を外した。だが由葵の真珠色の瞼は閉じたままだ。

「由葵……っ、すまない。遅くなって、すまない……」

　由葵が意識を失う瞬間、涙で揺らぐ双眸を細めて微笑んでくれたのがわかった。アシュレイが来たことに安堵したのだろう。

　その様子から由葵がかなり追い詰められていたことは、容易に想像がついた。それなのに、救出に手間取った自分に腹が立つ。

　怒りに震えながらアシュレイはギルを入れて四人の生徒のほうを向いた。

「君たちは懲罰室行きだ！　そのマスクを取り、氏名と寮を名乗れ」

　アシュレイの声に慌てて逃げようとする者もいたが、こちらは五人だ。すぐに全員で彼らを取り押さえた。

　ギルを含め、全員がマスクを剝がされ、顔を暴かれる。中には自分の人生は終わったとばかりに泣き崩れる者もいた。だがギルは追い詰められても尚、抵抗した。

「俺のどこが悪い！　オメガなのに、オメガであることを隠し、寮長の座を乗っ取るようなこいつのほうが、もっと悪い！　アルファである俺のほうが寮長に相応しいのに！」

　その声に、アシュレイの怒りが頂点に達した。

「ジョージ・ギル！　君はそんな時代遅れの選民意識をまだ持っているのか！　寮長になるのにバースは関係ない。人望がある人間が寮長になる」

「はっ、そんなのは綺麗事じゃないか。寮をオメガに支配されるなんて、ぞっとするぜ。アルファの俺様こそマンスフィール寮に相応しい寮長だ。オメガになんか支配されないぞ！　オメガやベータは、アルファの俺に跪けばいい！」

「ギル、アルファの何が偉いんだ？」

　アシュレイの問いをギルは鼻で笑った。

「ハッ、さすがは傲慢なアークランド様だな。アルファの何が偉いだって？　お前は最初から偉ぶっているから、そんなこともわからないんだな」

「だが、君はアルファじゃないだろう？」

　その言葉にサッとギルの顔色が変わった。明らかに動揺している。

「君からアルファの力は感じない。おかしいと思って、実家に戻っていた間に、君のバースについて調べさせてもらったよ。ギル、君はベータだろう？　バース証明書を偽造して学校に提出している。ほら、ここに証拠がある」

　胸ポケットからバース証明書を取り出した。バース覚醒後、一年以内にバース管理局に提出しなければならないものだ。

「ギルがベータだって？　あいつ、いつもアルファだと言って威張っていたじゃないか」

「ギルがベータ……」

　ギルの仲間だった男たちが、一斉にざわつき始める。ここにいる男たちはたぶん全員アルファ至上主義者だろうから、自分たちのリーダー的存在だったギルがベータであることに驚きを隠せないようだった。

「な……」

「ギル、君は知らないかもしれないが、アルファというのは力が強ければ強いほど、他のバースに敏感だ。だから君がいくらアルファだと口で言っても、わかる人間には君が噓を言っていることがわかる。何故なら君からはまったくアルファのオーラを感じることができないからだ。たぶんここにいるお仲間も、君に不信感を覚えていた者がいるんじゃないのかな」

　数人が目配せをした。たぶんギルがアルファであるということを疑っていたのだろう。

「くそっ！　うぉぉぉっ！」

　ギルが突然叫ぶと、ナイフを取り出し、アシュレイに切りかかった。

「くっ！」

　由葵を抱いていたため、動きが鈍くなり、ギルのナイフから逃げ切れなかった。腕にナイフが掠る。

「アシュレイッ！」

　咄嗟にアシュレイはギルのナイフを持つ手を蹴り上げた。ナイフがギルの手から落ちて、床を滑る。ナイフを拾おうとしたギルを、クライヴとロベルトが二人して取り押さえた。

「アシュレイ、大丈夫か！」

「ああ、どうにか」

　そう言いながらも、アシュレイの服が血に染まり始めていた。腕から出血しているようだ。

「大丈夫ですか！　アークランド様！」

　エリオットが自分のハンカチーフを取り出し、アシュレイの腕を止血した。

「大丈夫だ。掠っただけだ。クライヴ、由葵を病院へ連れて行く。後を頼む」

　クライヴはアシュレイの寮の副寮長だ。寮長の権限も代理で使えるので、彼に後を頼むのが一番だった。

「わかった。お前も腕を診てもらえ。病院までの足はあるか？」

「ああ。車をまだ待たせているから、それで病院へ行く」

　エリオットから連絡を受けて、実家から直行したので、車を外で待たせていたのだ。

「気をつけて行ってこい。こちらのことは私に任せてくれ」

「頼む」

　ギルの処分も気になるが、それよりも一刻も早く由葵を病院に連れて行きたい。アシュレイは思いを振り切るように踵を返した。だが、背中からギルの声が響いた。

「俺にこんなことをしたら、どうなるかわかっているな！　父上に言いつけて、お前たちをイギリスの社交界から消してやる！」

　アシュレイは首だけ振り返った。

「君こそ自分の立場を弁わきまえるべきだ。君の聡明な父上はこんな君をどこまで庇うかな」

「何をっ！」

　ギルの怒声が返ってきたが、アシュレイはそれを無視して、今度こそ由葵を抱いて地下室を出たのだった。







　花火の上がる夜空の下、アシュレイは誰にも見つからないように、建物の影を利用しながら正門へと急ぐ。ガイ・フォークス・ナイトのお陰で、皆が寮で騒ぐか、夜空を見上げているため、誰にも会わずに車に乗ることができた。

「アシュレイ様！」

　運転手が血に塗まみれたアシュレイを見てぎょっとする。

「私は大丈夫だ。病院へ急げ。父の顔が利くところがいい。秘密裏に済ませたい」

「畏かしこまりました」

　車が静かに動きだす。同時にアシュレイもまた安堵の溜息を吐いた。

　三日間も実家に戻っていたのは、祖母の快気祝いもあったが、他にも二つの理由があった。一つはギルのバースの調査結果を聞くため。そしてもう一つは、元気になった祖母に協力を願いに行ったのだ。

　由葵がいよいよオメガとして覚醒したこともあり、祖母にだけ運命の番を見つけたと報告した。伯爵家当主である父でさえ、祖母には頭が上がらないところがある。万が一、父たちに由葵との結婚を反対された時のために、祖母の協力を得ようと思ったのだ。

　祖母は喜んでくれ、もしもの時はアシュレイの味方になり、父を説き伏せる約束もしてくれた。

　由葵にプロポーズもしていないが、外堀は早くから埋めておくに限る。由葵と恋人同士になった時には、結婚前提でつき合いたいのだ。そのためにも面倒なことは早々に片づけておきたかった。

　そしてそれらの用事も済ませ、明日の朝に戻ろうとしていたところに、エリオットから由葵が誘拐されたと連絡が入ったのだ。

　もちろん犯人はわかり切っている。アシュレイも自分が留守する間に、ギルがなんらかの行動を起こすのではないかと踏んでいたし、その時のために、ある程度は作戦を練っていた。

　すぐに友人のクライヴと、去年のファグであり、今は参謀の一人でもあるローライドに連絡をし、更に協力者であるロベルトそしてエリオットと合流した。

　由葵には申し訳ないと思ったが、由葵のこれからのことを真剣に考え、このメンバーには以前からバースのことを知らせていた。由葵のバースを完璧に隠すには他にも協力者が不可欠だ。そのためアシュレイは信頼のおけるこの四人だけには、正直に話しておいた。

　その甲斐もあって、ギルを捕まえることはできた。ただ、由葵を傷つけてしまったことには変わらなかった。

「由葵、愛している―――。君を守れなかった愚かな私を許してくれ。二度とこんな目には遭わせないと誓う」

　アシュレイは未だ目覚めぬ由葵の額にそっと口づけを落とした。










◆　Ⅶ　◆




　いよいよキングが決定する当日、由葵は姿見の前で、美しい花の柄が入った銀のベストを身につけた。その上から黒い燕尾服を羽織る。

　どこから見ても、エドモンド校のエリート、マンスフィール寮の寮長、御井所由葵であり、いつもとなんら変わりがなかった。

「大丈夫だ。僕がオメガだとはわからない」

　二日前、ギルの罠わなから無事に救助された由葵は、そのままアークランド伯爵家と懇意にしている病院に搬送された。検査をいくつか受け、異常がないことを確認し、由葵も取り敢えずホッとした。

　ギルに飲まされた薬は彼が言う通り合法のもので、変な副作用はなかった。だが促進剤のせいで、いつもより発情が顕著で、病院だというのに、一日中アシュレイとまぐわうことになってしまった。

　その中で、アシュレイからエリオットやロベルトらに由葵がオメガであることを以前から告げてあったと聞いた時は、さすがに目の前が真っ暗になったが、アシュレイの話を聞くうちに、それも仕方がなかったことだと納得した。

　更にギルがベータであることも知った。それを聞いて、やっぱりなと思ったのは由葵だけではないはずだ。元々人望もなく、普段の彼からは、アルファらしい力は微塵も感じられなかったのだから、逆に間違いなくアルファだったと聞かされたほうが驚く。

　ギルやその仲間たちは今回の事件でとうとう退学処分となった。普段の素行も問題になっていたが、由葵に対する監禁事件と、アシュレイに対する傷害事件が大きな理由だ。由葵に対しての暴行未遂の件は、アシュレイによって握り潰され、秘密裏に処理された。

　ギルの父親である公爵も、さすがに今回は手を焼いたようで、ギルはこのまま修道院のように厳格だと言われている、スコットランドの、あるパブリックスクールに転校させられるらしい。そこで息子の根性を叩き直すとのことだった。

　強ごう姦かんされそうになったことは、まだ恐怖として躰が覚えている。だが、アシュレイがずっと由葵を宥め、そして優しく躰を蕩けさせてくれたため、気をしっかり持つことができた。

　同時に、やはりアシュレイなら何をされても平気どころか、心さえ満たされることを思い知ってしまった。我ながらまずい恋に落ちてしまったなと困惑するしかない。

　そして昨夜遅く、慌ただしく病院から学校に戻ってきて、今日、いよいよキングの選定日を迎える。

　アークランド伯爵の取り計らいで、学校には監禁による体調不良で緊急入院したことになっていたため、舎監からかなり心配され、少し心苦しい思いをした。

「由葵、入っていいか？」

　ノックと同時にロベルトの声が聞こえた。由葵が返事をすると、すぐにエリオットを引き連れて部屋に入ってきた。

「キングの選挙の結果が出たぞ。やはり予想通り、お前とアシュレイの一騎打ちになりそうだ」

　ロベルトの声に由葵の心臓がドキンと大きく爆はぜる。いよいよ本番が近づいてくるのを肌身で感じた。

　キングの選挙はまず全校生徒を対象に、ネットにて投票される。そこで十五人の寮長から二人に絞られるのだ。そして今度はこの二人から寮長十五人の推挙にてキングを選ぶ。

　キングは決定するとすぐに、この日のために来校している前期のキングからキングの証、『王の聖杖ロツド』という杖を受け継ぐことになっていた。

「由葵様、紅茶を淹れますので、お飲みになってください。ラングレーさんの分も今、淹れますね」

「ありがとう、エリオット」

　エリオットが手際よく紅茶の用意をしていく。その様子を見ながら、由葵はずっと気になっていたことを口にした。

「エリオット、君は僕がオメガだと知って、僕が寮長を続けること、そしてキングに挑むことを、どう思っている？　やはり辞退すべきだと思うか？」

　するとエリオットが静かに首を横に振り、そしてにっこりと笑って答えてきた。

「何を今更、仰っているんですか？　由葵様は由葵様です。卑下される必要はありません。大体、オメガの方が寮長になった例は過去にもありますし、キングだって由葵様が最初のオメガのキングになられたらいいと思っています。ですが、由葵様が思うようにバースのことは隠されてもいいと思います。でも隠されなくてもいいとも思っています。由葵様のお心のままに動いてくだされば、僕は由葵様にずっとついていきます」

「エリオット……」

　胸の奥から熱いものが込み上げ、喉元を詰まらせる。涙が出そうになり、堪えていると鼻の奥がツンとした。するとロベルトが珍しく真剣な顔をして、由葵の肩をポンと叩く。

「由葵、俺だって、そう思っているぞ。お前、考えすぎだ。というか、オメガを悲観しすぎるぞ？　いいか、今までのお前の実力を皆知っている。バースなんて関係ない。キングは生徒を引っ張っていけるカリスマがあるかどうかなんだ。俺から見たら、お前はどんなバースであろうと由葵だ。由葵に違いない。もっと自信を持て」

「ありがとう、ロベルト、君がそんなこと言うなんて、明日は嵐だな」

「ああ、槍やりが降るかもしれん」

「自分で言うか……」

　思わず笑ってしまうと、ロベルトもエリオットも続けて笑った。

　由葵は優しい仲間に心から感謝した。そして同時に彼らに迷惑をかけたくないという思いが強く湧き起こる。

　もう、バースを隠すのはやめたほうがいいのかもしれない。由葵がバースを隠せば隠すほど、この二人にも迷惑をかける。本当はアシュレイに知られた時に、きちんと自分でキングを諦めなければならなかったのだ。

　このままだと、寮や学校の皆に顔向けできないことになる―――。

　オメガ。それは由葵に課せられた運命だ。バースを隠してキングの座を得ても、将来きっとその噓を後悔することになる。

　ふいにアシュレイの言葉が蘇った。

『由葵とフェアでいたいんだ。君ほどの男をこんなことで失いたくない。キングの座を正々堂々と競い合うことができなければ、もし私がキングとなっても、その価値を見出すことができない』

　由葵が初めて発情した時、彼はそう言った。あの時はバースを隠してキングの座を狙うのが一番のような気がしていた。

　だが、アシュレイの『フェア』、『正々堂々』という言葉から考えると、アシュレイの言葉に甘えるのをやめ、きちんとオメガに覚醒したと名乗り、キングを目指すほうがずっとアシュレイに対しても誠実のような気がした。

　バースを隠してでもキングの座が欲しかったのは由葵の弱さだ。

　オメガに覚醒してしまい、不安で堪らずキングの座に縋り、社会人になっても第一線で戦える自分になりたかったのだ。

　キングであれば、それが叶かなうと思っていた。そう考えるほど由葵は未熟だったのだ。

「……それがわかっただけ、少しは成長したということかな」

「え？」

「いや、なんでもない。栄えあるキングの選定式に出るか。行こう」

　由葵はもう一度、身なりを姿見でチェックすると、ロベルトとエリオットを引き連れて部屋から出た。

　完全な負け試合だ。負けることがわかって出向くのはかなり勇気がいった。だが挑むことでアシュレイに対して誠意を示せる。

　彼の今までの優しさに由葵は誠意で報いたかった。
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　既にキング選定会の会場となる講堂は生徒でいっぱいであった。

　四百年ほど前に建てられた講堂は石造りで、ダンスホールとして造られたものだ。今は別にダンスホールがあるので、寮長たちが集まる会議室のような使われ方をしている。由葵らが寮長の承認を得たのもこの講堂だ。

　そこに大勢の学生が生でキングが決まる瞬間を見ようと集まってきていた。もちろん全校生徒が入れるほど大きくない。入れなかった生徒は、ネット中継でキングの選定会を見守ることになる。

　中央に大きな楕円のテーブルが置かれ、そこに、この日のために来校したキングが座っていた。その両隣に、キングの候補、由葵とアシュレイが座る。そして順々に昨年度のポイントが高かった寮の寮長が席についた。

　少し離れた壁際には、大勢の生徒がキングの選定を見守っている。

「まずはキング候補の二人に演説をしてもらう。アークランド、君から始めてもらおう」

　キングの声が講堂に響き渡った。しんと静まり返る中、アシュレイが立ち上がり、演説を始めた。

　由葵はその演説を聞きながら、拳をぎゅっと握った。今からの演説で自分のバースを公表すると由葵は決めていた。

　アシュレイのことがあるので、バース覚醒の時期は偽るつもりだが、後はすべて正直に公表するつもりだ。きっと批判を受け、キングの座を逃すだろう。覚悟していたのに、この場になって、自分のバースをカミングアウトすることに改めて緊張した。

　やがて大きな拍手が沸き起こる。それでアシュレイの演説が終わったことに気づき、由葵はハッと顔を上げた。

　皆が由葵に注目している。期待に満ちた目、好奇の目を向けられ、この瞳をすべて今から裏切るのかと思うと、覚悟が揺らぎそうになった。

　由葵は大きく息を吐くと、立ち上がり第一声を発した。

「御井所由葵です。まず皆さんに言わなければならないことがあります。先日、僕はオメガとして覚醒しました」

　途端、講堂がざわついた。アシュレイが驚いてこちらに振り向くのを視線の端で捉える。他の寮長も驚きを隠せない様子で、由葵を見つめているのがわかった。

　怖い―――。

　それでも由葵は未来を後悔しないためにも、バースを隠してキングの座を得たくはなかった。

「オメガはひっこめ！」

「オメガは我らのキングに相応しくない！」

　案の定、オメガを卑下する声がした。だが、すぐにキングの鋭い一言が飛んだ。

「静かに！」

　威厳ある声に辺りが静まる。キングは周囲に睨みを利かすと、由葵に落ち着いた声で尋ねてきた。

「御井所、いつ、覚醒したんだ？」

「二日前です。ギルに監禁され、助けられた後です。そのため体調を崩しました」

　日にちだけは噓を吐く。これだけはアシュレイのためにも一生噓を貫き通すつもりである。半年も前からと言えば、完璧に隠すために、誰かと性交渉を持っていたことが勘繰られるからだ。

「では今、発情期なのか？」

「はい、ですが抑制剤が効いているようで、なんら普段と変わりません」

「確かに御井所からはそれらしいフェロモンを感じたりはしないな」

「抑制剤がよく合う体質だったようです」

　昨夜までアシュレイと抱き合っていたお陰であるが、それももちろん伏せておく。

「オメガとして覚醒してここ二日間、自分は一体どうしたらいいのか、何をすべきなのか、いろいろと不安に苛まれていました。ですが、そんな不安な中でも、一つ、大きな目標が生まれました」

　由葵はここで深呼吸をした。

「それは、オメガという性に負けたくないということです」

「由葵……」

　キングの向こう側に座っているアシュレイの小さな声が、由葵の耳に届く。

「オメガだからこれができない、オメガだから諦めなければならない。そんなことを僕は一つずつなくしていきたい」

　この学校には他にも大勢のオメガがいる。アルファ並みに優秀なオメガでさえ、そのバースのせいで、活躍の場を狭められているのが現状だ。

「オメガゆえに何かできないなんてことはありません。エドモンド校は、あらゆるバースを平等に受け入れる、パブリックスクールとしては前衛的な学校の一つです。だからこそ僕は言いたい。オメガであっても、普通の学生と変わらない。これが弱点であってはならない。それをこの学校で僕は示していきたい。どうか僕に、この学校の伝統と共に、きっちりとエドモンド校精神を引き継ぐ機会を与えてください。オメガという壁を乗り越えて、僕は君たちを絶対に満足させるキングとなることを約束します」

　そう、僕はバースを隠さず、正々堂々とキングを獲りに行きたい。たとえそれで負けても後悔はしない―――。

　責められるのは覚悟のうえだ。だが、それでもキングの座を自分から辞退したくない。

　由葵は各寮長に目を遣り、そして講堂にいる学生たちに視線を向けた。先ほどのような文句もなかったが、誰も何も言わなかった。拍手さえもなかった。

　そうか、やっぱり僕はすべてを失ったんだ……。

　するとパラパラと拍手が沸き起こった。そこには由葵の取り巻きの学生がいた。

「由葵様！　僕たちは由葵様のバースに憧れたのではありません。由葵様自身に憧れたのです。これからもずっと憧れ続けます！」

「僕も由葵様のお人柄や立ち振る舞いに憧れています！　バースなんて関係ありません！」

「君たち……」

　彼らの言葉に由葵は救われた。もし、ここにいるほとんどの人間が由葵を認めてくれなくとも、バースを明らかにしてよかったと思えた。

「静かに」

　キングの声が講堂に響く。

「これより今期キングの選定を行う。そちらのリネカー寮の寮長から順に、キングとして推挙する人物の名前を言って、札をテーブルの上に出してくれ」

　札というのは、各寮のエンブレムが描かれた板だ。

　今日は由葵のマンスフィール寮とアシュレイのベリオール寮のエンブレムの札が各寮長の前に一枚ずつ置かれている。

　選んだ寮長の属する寮の札を、テーブルの中央に差し出すのだ。

「アークランド」

　すぐにアシュレイの名前が上がった。観客からも「おお～！」という声が上がる。

「アークランド」

　次の寮長もアシュレイの名前を口にした。だが、

「御井所」

「え……」

　三人目にして、由葵の名前が上がった。信じられない思いで由葵を推挙した寮長の顔を見つめてしまう。

　そうしているうちに次々と名前が挙げられていった。予想に反して何度も由葵の名前が上がり、ただただ信じられない。

　だが、由葵とアシュレイの票を除く時点で、結果は、アシュレイ七、由葵が六で、アシュレイの勝利が決まったようなものだった。

　由葵の番となり、自分の名前を告げ、マンスフィール寮の札をテーブルの中央に差し出す。これで七対七だ。

　あとはアシュレイの票しかなく、八対七で、アシュレイがキングと決定するのを待つしかなかった。

　ここまで接戦とは由葵も思ってもいなかった。それだけ皆が由葵を評価してくれたのだと思うと、キングになれなくとも、大健闘をしたというしかない。改めて皆に感謝をしたいと思いながら、アシュレイが札を出すのを待った。

「御井所」

　だがアシュレイは自分の名前ではなく、なんでもないように由葵の名前を告げ、マンスフィール寮の札をテーブルの中央へと差し出した。

　由葵はもちろん、テーブルについていた寮長、そして選挙を見守っていた生徒の誰もが、アシュレイのキング決定を信じて疑わなかったのに、だ。

「これで御井所が八で、私が七だから、キングは御井所だ」

　アシュレイの声に、会場中から困惑の声が上がり、大きなざわめきが起きる。

「アシュ……アークランド！」

　思わず由葵が叫ぶと、キングに注意された。

「御井所、静かに」

　由葵は口を閉じたが、この予想外の事態に会場のざわめきは収まることがなかった。

　どういうことだ……？

　意味がわからなくて、由葵は珍しく気が動転した。アシュレイの行動の意味がまったくわからない。

「皆さんに聞いてほしい」

　そんな中、アシュレイが立ち上がった。

「私は前々から自分は参謀のほうが向いていると思っていました。キングは清廉潔白で真面目な御井所のほうが向いているでしょう。それに今の彼の演説を聞いていて、オメガに対する偏見を見直すべく、対外的に広報活動をするのも、我が校のイメージアップに繫がる要素の一つになるのではないかと感じました。我がエドモンド校を、真のリベラルな精神を持つ生徒の集つどいの場にするには、御井所はいい広告塔の役割も担ってくれるような気がします。そういうことからも、私は御井所を推挙します」

　アシュレイはそこで一旦言葉を切って、由葵に視線を移してきた。

「御井所なら、できるだろう？　君の存在は武器にもなる」

「アシュ……レイ……」

　それはオメガであるからこそ、オメガの武器があると教えてもらったような気がした。アシュレイの言葉に涙が出そうになる。だが、ここでは泣けない。由葵は懸命に笑顔を浮かべた。

「ああ、アークランド、やってみせるよ。君の顔を潰すわけにはいかないからな」

　由葵がそう答えると、隣に座っていたキングが言葉を続けた。

「二人の言い分はよくわかった。票にも結果が出ているが、御井所八票、アークランド七票。よって御井所を次期キングとして任命する。異存がある者は、今ここで挙手を」

　キングの声に誰も手を上げなかった。それは寮長全員が由葵をキングとして認めたことを意味する。

　寮長の意見はその寮の総意として受け止められる。もし違う意見が出ても、それは寮長の采配で治めないとならないので、結果的には全員の承認を得られたことを意味した。

「では、異存なしということでいいな」

「はい」

　十三人の寮長が返事をした。一斉に会場から拍手が沸き起こる。キングは拍手を制し、立ち上がる。

「第四百三十二代のキングに、御井所由葵を任命する。我がエドモンド校に栄光あれ！」

　キングの声を機に、歓声が地響きのように鳴り響いた。いつの間にかネット中継で選挙の様子を観ていた生徒も講堂の外までやってきていて、皆がキングの戴冠式を生で見ようと、ひしめき合っていた。

「御井所、前へ」

　由葵は立ち上がり、キングと共に、テーブルの前に立った。大勢の生徒が見守る中、由葵はキングである証、『王の聖杖』を手にしたキングの前で跪く。その右肩に『王の聖杖』がそっと置かれた。

「キングたる者、エドモンド校の教えに背くなかれ。腐敗することなく、誠実で謙虚であれ。弱き者への敬意と自愛を忘れず共生し、助け合い、そして擁護せよ。愛校心を持ち、仲間と苦楽を分かち合い、真実と誓言を違たがうことなかれ。愛は惜しみなく与え、いついかなる時も正義に忠実であれ」

　四百年以上ずっと伝えられてきているキングの言葉が由葵にかけられる。年数以上の重みが由葵にのしかかってきたような感じがした。

　伝統、歴史の重み。世界中のグローバル化が進み、汎用性が高いものが残っていく中、それらは現代に残りにくくなっている。だが、心のどこかでとても大切な役割を果たすそれらを、由葵は確かに受け取った。

　顔を上げると、キングの瞳とかち合った。彼がそっと笑みを浮かべる。

「―――そして御井所、君に神の祝福を」

　先輩からの愛ある言葉に、とうとう涙が溢れてしまった。伝統だけでなく、代々伝わる先輩たちの思いを、由葵はしっかりと感じ取った。

　改めてエドモンド校の凄さが身に沁しみる。この儀式を含め、多くの伝統を簡単に終わらせてはならないのだ。

「さあ、御井所、『王の聖杖』を受け取りたまえ。受け取ったその時から君がキングだ」
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　由葵は跪いたまま。恭しくキングから杖を賜った。刹那、どっと歓声が響き渡った。同時に拍手がシャワーのように会場に降り注ぐ。

　由葵は前キング、ブライアンに促され、その場で立ち上がった。そのまま片手を上げ、皆に静粛を求める。新キングの指示に、会場がすっと静まる。皆が由葵をキングと認めた証拠だ。

　由葵は大きく息を吸った。昂る気持ちを落ち着ける。

「改めて挨拶をさせていただきます。新しくキングに決まった御井所由葵です。僕は多くの生徒の意見を取り入れ、これからも我が校を、そして生徒の権利を守っていきたいと思います。今回の栄誉を謙虚に受け止め、邁まい進しんしていきたい。そのために、アークランド、君に僕を補佐してほしい」

　由葵はそれまで他の寮長と一緒にテーブルに座っていたアシュレイに振り返った。アシュレイのブルーの瞳が大きく見開いているのが見えた。

「いいでしょうか？　ブライアン」

　由葵は隣に立つブライアンに尋ねた。すると彼がにやりと笑った。

「御井所、もう君がキングだ。キングが決めればいい」

　ブライアンの言葉に背中を押され、由葵は再びアシュレイへと視線を移した。

「アシュレイ、君を僕の補佐として任命したい。異例のことだというのは承知だ。だが君の能力をこのエドモンド校のために生かしてほしい」

「ゆ……御井所……」

　由葵はアシュレイに手を伸ばす。アシュレイは苦笑すると、席から立ち上がり、由葵の傍までやってきて、その手を取った。そのついでに由葵の耳元で囁く。

「君は何年経っても、私のギネヴィア姫なのだな」

「え？　ああ、なるほど。そういえば新入生の時も、君が優勝し、僕の手を取ったな」

　あの時のことを懐かしく思う。あの時は、アシュレイに憧れ、そしてコンプレックスを抱いていた。だが、まさかこうやって彼がキングの後押しをしてくれることになるとは思ってもいなかった。

「アシュレイ、僕はキングの座を君に譲られて、素直に感謝だけするようなプライドのない男じゃないからな。君も表舞台に引き摺り出して、相応の名誉と地位を得てもらう。こき使ってやるから覚悟しておけ」

　誰にも聞こえないように小声で言ってやると、彼が一瞬驚いたような顔をして、そして噴き出した。

「プッ、相変わらず負けず嫌いだな」

　その言葉にちらりと目を遣ることで応え、由葵は会場に向かって声を張り上げた。

「アシュレイ・Ｇ・アークランドをキングの補佐役として承認したい。異存がある者は、今ここで挙手をお願いする」

　ざわめきと共に、学生たちも周囲を見渡す。誰か挙手している人はいないか確認するが、誰も手を上げていなかった。

「ではアシュレイ・Ｇ・アークランドをキングの補佐……クイーンとして承認する」

　拍手と同時に、クイーンという言葉に笑い声が湧き起こる。アシュレイの容姿にクイーンという言葉があまりにも似合わなすぎるからだ。

　由葵も咄嗟に思いついた肩書に、自分が名づけたにもかかわらず、ちょっと笑ってしまった。

「由葵、君のネーミングセンスはイギリスのジョークより笑えないぞ。せめてロードくらいにしてほしいが？」

　アシュレイは由葵に小声で文句を言いながら、顔は笑顔を作り、皆に手を上げ拍手に応えた。一層拍手が大きくなる。

　そうしてキングの選定会は無事に終わり、伝統あるキングの称号の他に、新たにクイーンという称号が生まれることになった。
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「アシュレイ！　ちょっと待て……あっ……」

　選定会の後、わざわざこの日のために学校に来てくれた前キング、ブライアンを労ねぎらうパーティーが催され、先ほどお開きになった。由葵とアシュレイはブライアンを見送り、その足で明日から自分たちの部屋となる『キングの間』にやってきていた。

　だが部屋に入った途端、アシュレイがキスを仕掛けてきたのだ。

「アシュレイ、ここをどこだと思っている。『キングの間』だぞ？」

「ああ、由葵が可愛くて、ここまで我慢するのに必死だった」

　まったく会話が嚙み合わない。

　由葵は抱き締めてこようとするアシュレイの腕から逃げて、一歩下がった。

「まず、何より先にアシュレイ、聞きたいことがある」

　今まで周囲に人がいたため、猫を被り、終始笑顔でいた由葵であったが、ようやくアシュレイと二人だけになり、笑顔の仮面を外した。

「由葵、顔が怖い」

「これが地顔だ。それより……」

　由葵はアシュレイに改めてにじり寄ると、選定会からずっと我慢してきたことを口にした。

「どうして僕にキングの座を譲った？」

「今更聞くのかい？」

　彼がおや？　という顔をして尋ね返してきた。

「皆の前で、喧けん嘩か腰に聞けないだろう？　あの場を収めるにはああ言うしかなかった。もう一度、聞く。どうして君は僕にキングの座を譲ったんだ？　君だって狙っていたのを知っているぞ」

　じっと彼を見つめていると、アシュレイがふっと気まずそうに視線を逸らした。

「由葵に嫌われるかもしれないと思っていたから今まで言えなかったが、別に私はそこまでキングの座にこだわっていなかったんだ。キングを目指していると言えば、由葵が意識してくれると思っていたから……」

「え……」

　思わぬ告白に由葵の思考が一瞬止まる。

「由葵にライバルとして見てもらえることが、嬉しかったんだ。確かにキングになってもいいとも思っていたが、由葵がなりたいならそれでもいいと思っていた」

　どうにか頭を巡らせ、アシュレイに言い募った。

「ちょっと待て、それでいいって……。私は実力で君に勝ちたかったんだ。こんなふうに譲ってもらっても嬉しくない」

「君は面倒な性格だな」

「面倒と言うな、んっ……」

　チュッと素早くキスをされる。驚いて由葵は手で自分の唇を覆った。

「由葵の実力だ。大体、周囲がどんなに私を推薦しようが、私は由葵、君には根本的には勝てない。どうやっても勝てないんだから、君がキングになるべきだろう？」

「勝てないって……どういう……あっ……」

「君に恋をしているんだ。勝てるわけない。君の奴隷にだってなれる」

　アシュレイのしなやかな指が由葵のベストの金ボタンを外しだす。

「このシルバーのベストを脱がすのも残り僅かかな。近いうちにキングを示す臙脂色のベストにするだろう？」

「アシュレイ……」

　由葵はベストを脱がしてくるアシュレイの手を握って、その動きを止めた。

「もうこういう関係はやめよう」

「由葵？」

　彼の表情に怪訝な色が浮かぶ。その顔を見ながら、由葵は今までずっと考えていたことを口にした。

「この関係を解消したいんだ」

「急にどうしたんだ？　皆にオメガだと公表したからか？　だが『番』を持たずに卒業するつもりなら、抑制剤だけでは発情期を乗り越えられないだろう？」

　確かに最初はオメガであることを隠すために、アシュレイと密約を交わした。

　だが、日に日にアシュレイに惹かれていく由葵にとって、愛されていないとわかりながら、彼に抱かれるのが辛くなり始めていた。

　好きな人に遊びで抱かれることに耐えられない。こんな思いを抱えるくらいなら、たとえ発情期が少し苦しくなろうとも、セフレの関係を解消したかった。

「アシュレイ、君は僕を『番』にする気はないんだろう？」

「由葵？」

　アシュレイの形のいい眉が少しだけ顰められる。セフレと気楽に性欲を発散させようと考えている彼にとって、『番』というワードは禁句だったのかもしれない。

「ごめん。僕はもう君とは寝ないつもりだ」

「どうして……」

　彼の瞳が見る見るうちに大きくなった。由葵が思っていたよりも、彼にかなり衝撃を与えたようだ。

　……もしかしたら、少しくらいは僕に未練を感じてくれているのかもしれない。

　そんなことでつい後ろ髪を引かれてしまったが、関係を続けても、きっとすぐに後悔することもわかっていた。

「君は知らなかったかもしれないが、僕は君にどんどん惹かれてしまって、遊びで寝ることができないくらい好きなってしまったんだ。ごめん、こんなふうになるなんて、思ってもいなかった……。だからこうやってセフレの関係を続けるのが辛い」

「は？　セフレ？」

　突然、アシュレイが驚いたように声を上げた。

「え？　僕たち、セフレでもなかったのか？」

　それはそれでショックだ。何なん等らかの名前がつく関係だと思っていたのは由葵だけだったのか。

　だが、アシュレイは益々困惑を隠せない様子で、あたふたしだした。こんな彼は珍しい。

「え？　ええ？　ちょっと待ってくれ、由葵。どこがどうなって、その……私たちがセフレという関係になるんだ？　悪いが、私は一度もそんなことを言った覚えはないぞ」

　アシュレイが慌てて、今度は由葵の両肩をガシッと摑んできた。まるで由葵の判断が間違っているとでも言いたげだ。いやいや、おかしいのはアシュレイ、君だ、と思いながら、由葵は更に言葉を足した。

「え……だって、うなじを嚙まないって君、言っただろう？　番にもならず、セックスするなんて、それセフレってことだろう？」

「はぁぁ……」

　アシュレイが空気の抜けた風船人形のように、そのまま力なく床へと頽れた。

「アシュレイ？」

　声をかけると、アシュレイが恨みがましく見上げてきた。

「由葵、私は最初に言わなかったか？　皆に君がオメガとばれるから、君のうなじを嚙まない努力をするって。どうしてそれがセフレとか、そんな話になるんだ？　私は由葵のバースを当初は隠すつもりだったから、そう提案したんだが？　嚙んでいいのなら、とっくに嚙んでいるぞ！」

「え……？」

　何か思っていた答えと違う答えが返ってきたような気がする。

「由葵、君のうなじを嚙んでいいのか？」

「いいのかって……、え……それ、アシュレイが僕のことを好きだって聞こえるけど、言い方、間違っていないか？」

「好きだと言っているんだ。間違っていない」

「ひゅっ……」

　心臓が止まるかと思った。そんな告白は聞いていない。

「まさか、まったく私の気持ちを察していないって言うんじゃないだろうな」

「そ、それは君がうなじを嚙まないのは、僕と『番』になりたくないからだと思っていたし……」

「嚙みたいだろ。だが、君は覚醒前ということにしているんだ。うなじに嚙み痕あとが残ったら言い逃れができないだろう。私が理性を総動員してどれだけ我慢したか、伝わっていなかったのか？　しかもセフレだなんて……」

　そんなの知らない……。

　自分だけアシュレイにどんどん惹かれていると思っていた。それが悲しくて苦しくて、一緒にいられないと思うほど辛かった。

「僕は……」

　口を開くと、アシュレイが頰に両手を添え、上を向かせた。

「愛している、由葵。君を初めて見た時からずっと愛してきた」

「噓……」

「噓じゃない。君に避けられていることもわかっていたから、無理強いして嫌われないように気をつけていた。何度も愛していると告げたくなるのを堪えた。それもこれも君を手に入れようと裏でいろいろと画策していたからだ」

　何気に怖いことを言われたが、アシュレイが裏でそんなことをしていたなんて、まったく気づかなかった。むしろ取り巻きのこともあったので、苦手意識を持たれているのではないかと思っていたくらいだ。

「画策って……」

「そうだな、例えば私と君の取り巻きの仲を険悪にさせ、校内中の目を惹くとか？」

「え？」

　今まさに取り巻きのことを考えていたので、驚きを隠せない。あの異様な仲の悪さをアシュレイが仕組んでいたとは俄かに信じがたかった。

「あれだけ騒がせれば、キングから何等かの注意をされるだろうと踏んでいたのさ。そうしたら由葵と話すきっかけができる」

「な……君、四学年生の後半になって、キングに言われて、仕方なく僕と親しくなったんじゃないのか？」

「仕方なくじゃない。いい機会をくれたとキングに感謝したさ。本当は気長に待つつもりだった。だが、四学年生になって、これからも君に嫌われたままでは他のアルファに取られてしまうと、さすがに焦っていたところに、やっとキングのお達しが出た。本当に君の覚醒に間に合ってよかった。間近のような気がしていたから、君が覚醒した時に、絶対傍にいて支えたかったしな」

「僕の覚醒って……僕がオメガに覚醒するって、アシュレイ、君は知っていたのか？」

「一学年生の時、君と庭で会った時から知っていた。君がキングを狙っていることも知っていたから、複雑だったがな」

　アシュレイが悲しげに笑った。だが由葵の疑問は膨らむばかりだ。

「そんな、どうして僕がオメガになるってわかっていたんだ？」

「運命の番だからだ」

「運命の番？」

「由葵、君は気づかなかったかい？　私と君は『運命の番』だってことを」

　その言葉に、無意識にアシュレイの顔を見つめてしまう。そして震える唇でどうにか声を出した。

「君と僕が……運命の番―――」

「ああ、何万分の一しか巡り合えないという奇跡の番だ。まさか本当に今まで気づいていなかったのか？」

　由葵は大きく首を横に振った。

「気づけるものか！　僕は覚醒したばかりなんだぞ。君が初めての相手で、他のアルファを知らないのに、君が運命の番なのかどうかなんて気づけない！」

　オメガだからこんなにもアルファであるアシュレイに惹かれるんだと思っていた。セックスも気持ちよくて、いつまでも彼のぬくもりを肌で感じていたいと淫らなことを考えるのもオメガゆえだと思っていた。

　だけど―――、

　それが全部『運命の番』だからだとしたら―――。

　こんなにもアシュレイに惹かれ、恋しく思ってしまうのも納得ができた。

「そうだな、私にだけしか抱かれていないのだから、他のアルファと比べようもないな。『運命の番』と気づけなくとも、嬉しいかな」

「嬉しいって……」

「由葵の最初も最後も全部私のものだからだ。これからも他のアルファに指一本だって触らせない」

　アシュレイの指がまた忙せわしなく動きだす。由葵のファルスカラーの白いシャツをあっと言う間に脱がしてしまった。

「由葵……本当にうなじを嚙んでもいいのか？」

　由葵を手に入れるために裏でこそこそ動いていたくせに、肝心なところで由葵に弱い気がした。由葵の嫌がることはしないというのは、どうやら本当のことらしい。

「アシュレイ、君が嚙まないと言うのなら、一体誰が僕のうなじを嚙むんだ？」

「確かに、君の言う通りだ」

　アシュレイは笑いながら、また指を動かし始めた。

　お互いじゃれ合いながら服を脱がせ合う。生まれたままの姿になって、キングの間にある大きなカウチで抱き合った。

「待て、アシュレイ、僕がやる」

　由葵は起き上がって、そのままアシュレイの下肢のほうへと屈かがんだ。既に勃ち上がっていた彼をそっと両手で包み込む。

「由葵っ！」

　アシュレイの驚いた声が聞こえた。

「前に君のおばあさまが体調を崩された時に、僕にできることがあるか？　って聞いたら、君は咥えてもらいたいって言っただろう？　だから今日は僕が君の願いを叶えたいんだ。その……いつもしてもらってばかりだから……」

「由葵……」

「したことないから、あまり上手くないが、許して……え？　ちょっと待て、アシュレイ、君、あり得ないほど膨らんでいるぞ」

「ああ、情けない話だが、君にされると思っただけで爆発しそうだ」

　由葵が手にした途端、アシュレイの欲望がどんどんと大きくなっていく。これ以上大きくなったらとても口に入らない。

「ちょ……待て、ステイだ。アシュレイ、ステイ！」

「無理を言うな、これでも相当我慢を強いられているんだぞ」

「う……」

　後悔先に立たずだ。こんなに大きなものをいつも躰に挿れられているとは思いも寄らなかった。よくも自分の躰が壊れなかったなと感心するほどだ。

　本当は咥えることに抵抗がある。だがアシュレイが悦ぶかもしれないと思うだけで、咥えたくなるのだから、自分も相当恋の病に侵されているようだ。手遅れかもしれない。

　由葵は精いっぱい口を開けてアシュレイを頰張った。いわゆるシックスナインの体勢だ。途端、アシュレイの牡が放つ熱に、口の中が火傷やけどをするような錯覚を抱く。

「んっ……」

　思わず鼻から声が抜けた。咥えただけで、由葵の躰も快感を覚え始めている。

　口の中いっぱいに収まる彼を愛撫するのは大変で、由葵はどうにか舌先を動かして、チロチロと彼の肉棒を舐めた。

「はっ……視覚的にも結構クるな」

　アシュレイが吐息交じりで呟くその声は凄絶に色っぽい。

「私の股間に顔を寄せる由葵もいいが、由葵の秘密の場所が私の目の前で蠢いている様子が見えるのもいい。なんとも最高の眺めだな」

　そんなことを言わないでほしい。

　抗議とばかりに手でアシュレイの腰を軽く叩いた。

「ああ、わかっている。私も由葵を可愛がってやらなくてはな」

　えっ！

　まったく思ってもいないようなことを言われたかと思うと、双丘の狭間に生温かい感触を覚えた。

　なっ！

　肉厚な舌が、由葵の秘密の園へ忍び込む。

「んっ……」

　アシュレイを咥えているせいで、声が出せなかった。鼻から息が抜けるのがせいぜいだ。すると臀部に吐息がかかった。アシュレイが笑ったのだ。

「可愛いな、由葵のここがぴくぴくと震えている。感じてくれているんだな」

　言い返したいのに、アシュレイのモノがあまりに大きくて口から外れなくなってしまっていて、言われたい放題だ。

「慎ましい蕾が膨らんできたようだ。そろそろ綻ぶかな」

　アシュレイはするりと舌を中へと差し込んできた。じんじんと由葵の中が甘い痺れを生み、熱で潤み始める。未知なる快感が蠢きだした。

　同時に彼の悪戯な指も由葵の蜜路に埋められる。舌と指で愛撫を繰り返された。

「っ……んっ……っ……」

　もうアシュレイを愛撫する余裕もなかった。与えられる快感に悶もだえ、ただ、彼に歯を当てないようにすることで精いっぱいだ。

　彼の指の抽挿が段々と激しさを増す。ズクズクと疼くような振動に、由葵の腰が動かずにはいられなくなった。

「んっ……あぁぁぁあ……っ……」

　とうとう口からアシュレイが外れてしまう。彼の反り勃つ男根がぶるんと由葵の頰に当たって跳ねた。

「由葵、咥えてくれるんじゃなかったのか？」

「だが……君が……あぁぁ……っ……」

　蕾の周りを舌で突かれる。恐ろしいほどの快感が由葵を襲った。

「フッ、またの機会に改めて咥えてもらおうか。今は私の愛撫を存分に感じてくれ」

「そ、そんな……っ……ふぁ……」

　アシュレイの舌が奥へと侵入してくる。襞を捲めくるように舐め上げられると、もう理性を手放すしかなかった。

　敏感な窄すぼまりを舐めるだけでなく、柔らかく嚙まれたり、またはきつく吸われたりし、なんとも言えない淫らな刺激が与えられる。

　彼の唾液でふやかされ、指も簡単に数本吞み込むようになった。与えられる刺激に由葵は我慢できずに、ぎゅうっと中で強く締めつけてしまう。

「あぁぁ……」

　腰が砕けて彼の顔の上に自分の劣情を押しつけてしまいそうになるのを、懸命に耐えた。由葵の太腿がブルブルと小刻みに震え、躰を支え切れないと悲鳴を上げる。このままトロトロに蕩けて崩れ落ち、アシュレイと溶け合ってしまいそうな気になった。

「お願いだ……もう……っ」

「ああ、わかっている。挿れるぞ、由葵」

　我慢できない様子で言われ、その切ない声の響きに、また由葵の快感が刺激された。もう我慢できないのはアシュレイだけではなかった。

　やや荒々しく躰をひっくり返され、幅の狭いカウチの上でアシュレイに組み敷かれる。目の前には情欲に濡れたアシュレイの顔があった。

　彼は床に落ちていた制服を拾うと、ポケットから二つゴムを取り出す。そして一つを由葵に差し出した。

「キングの間を早々に汚したらまずいからな」

「……バカ」

「用意周到と褒めてほしいな。ほら、由葵には私がつけるから、由葵は私につけてくれ」

　由葵は快感で痺れる手でゴムを受け取り、互いに嵌め合った。ゴムを嵌めた屹立はよりリアルさを増し、益々卑猥に見えた。

　彼の片足が安定感を求めて床につく。そのまま由葵の膝裏を抱え、窄まりに彼の熱があてがわれた。

「あ……挿れて……アシュレ……イ……っ……あぁぁぁぁぁっ……」

　途端、熱く滾った劣情が、狭い蜜路を押し広げ入ってくる。僅かに引き攣るような痛みを感じたが、それはすぐに消え、後はもう喜悦しか生まれなかった。

　最奥まで入り込んでくる欲望の塊が、由葵の敏感な狭い筒を隙間なくぴっちりと埋め尽くす。あるべきピースが嵌まったような幸福感が由葵の胸に溢れ返った。

「由葵、愛してる―――」

　熱の籠もった囁きに、躰の芯がカッと熱くなる。淫猥な熱にどうにかなりそうで、由葵の目尻に涙が溢れた。アシュレイはその様子に双眸を細め、捕らえた由葵の指先に優しくキスを落とした。

「私の心、躰すべてが君のものだ―――由葵、マイ・ディア」

　吐息交じりの声で囁かれ、指先から躰が溶けてしまいそうになる。甘い疼とう痛つうに神経が侵されていくのがわかった。

「アシュレイ、アシュ……レ、イ……」

　意識が朦朧とする中で、アシュレイの背中に手を回し、彼を抱き締める。彼もまた強く抱き返してくれた。

　素肌と素肌がぴったりと重なり合い、アシュレイの顔がすぐ傍にくる。由葵の額にかかる毛先を優しく払うと、彼がそっと額に口づけをしてきた。

　そのまま鼻先が触れるような間近で見つめ合う。彼の青い瞳に吸い込まれそうになりながらも、由葵は大切な言葉を口にした。

「僕も愛している―――」

「由葵」

「好き……君がいない世界は考えられない、アシュレイ」

「っ……煽らないでくれ、由葵。我慢できそうもない」

　アシュレイはそう言うと、己の欲望をずるりと引き抜く。

「あ……んっ……」

　どうしたんだと油断した途端、彼の熱く滾った杭が、一気に由葵の奥へと穿たれた。

「あぁぁぁぁあああ……っ……」

　アシュレイの抽挿が一層激しくなった。由葵の中を擦り上げ、搔き混ぜる。あまりの激しさに由葵はカウチから落ちそうになった。だが寸前で彼に抱え直され、カウチの上で喘がされる。

「はあっ……ふっ……ああっ……」

　お互いカウチの上で不安定な体勢であっても、やめようとは思わなかった。何よりも互いに互いの愛を優先したかった。

「由葵、由葵っ……」
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　アシュレイが甘く囁きながら、由葵のうなじに何度もキスをする。今にも嚙まれそうな感覚に、由葵の全身がぴくぴくと痙けい攣れんした。

　透けるような白いうなじがゆっくりと喜悦に染まり始め、由葵の快感に結びついていくのに時間はかからなかった。

　キスをされるたびに、薄い皮膚の下に快感が溜まり、その狂おしい熱に思わず蜜路に咥え込むアシュレイをきつく締めつけてしまう。

「っ……まずいな。すぐにもっていかれそうだ。どちらが先に達くか競うか？」

　耳朶を嚙まれながら囁かれ、ズシリと由葵の下半身が重みを増した。そのタイミングを狙っていたかのように、アシュレイの腰の動きが緩急をつけて由葵を翻弄してくる。

「ふ……はっ……あぅ……だめ……ぇっ……」

　ゾクゾクッとした激しい痺れが由葵の脳天を突き抜けた。

「あっ……アシュ……レイ……うなじ……うなじを……嚙ん……で……っ……」

「由葵っ」

　とうとうアシュレイがうなじに歯を立てた。甘く嚙まれたはずなのに、ずくんと心臓が大きな音を立て、躰中が熱い血潮で溢れ返る。

「はあっ……ふっ……ああっ……」

　目の前でちかちかとした光が散ったような気がした。アシュレイをもっと貪欲に味わおうと由葵の隘路を占める淫いん襞へきが無意識に収斂する。その時だった。

　由葵の躰が真っ白な空間に放り投げられた。気づけば、由葵は己の熱を薄い膜の中に吐き出していた。それとほぼ同時に躰の奥で膜越しに圧迫感が生まれるのも感じた。アシュレイも達したのだ。

　由葵は肩で息をしながら彼の頰に手を伸ばした。

「アシュレイ……」

「やっと君と、『番』になれた。これから私は君の瞳を独り占めできるな」

「アシュレイ、君と初めて会った時から、僕の瞳は君が独占しているよ」

「由葵―――」

　アシュレイが頰に触れていた由葵の手を握り締め、愛おしそうにその手に唇を寄せた。

「愛している、由葵。私の運命の番」

　由葵を胸の中に閉じ込め、抱き締めた。彼の体温がじんわりと由葵を包み込んでくる。その体温を感じながら、由葵はそっと瞼を閉じて幸せを嚙み締めた。

　自分の居場所がここであったと実感しながら―――。







　そしてこの一年、第四百三十二代キングはクイーンを従え、大きな功績をエドモンド校に残すことになる。










◆　エピローグ　◆




　第四百三十二代キングと初代クイーンがエドモンド校を卒業してちょうど十年経った。

　チャーリー・エリオットは大きなオフィスビルの前で姿勢を正した。

　ここは東ロンドンに位置するカナリーワーフというウォーターフロント再開発地域で、ロンドン中心部にある金融街、シティとはまったく様相が違うエリアである。カナリーワーフはまるでニューヨークにでも来たかのような錯覚を抱く街並みで、近代的な高層ビルが林立している。二百年以上前の建物が多く残るシティとは対照的な街並みであった。

　そんな近代的なビル群の中にこのビルはある。そしてその最上階に、起業したのがまだ五年前だというのに、今、世界でも名前が知られつつあるコンサルティング会社、『ＡＹＡオフィス』が入っていた。

　今まさにエリオットはそこへの再就職の面接に来ていた。敏腕と名高い、この会社の二人のオーナーとは、実は十年以上親しくしてもらっており、今回ぜひ来てほしいと乞われ、エリオットは転職を決意した。だから面接というよりは概要を聞きに来たと言ったほうが近いのかもしれない。

　エリオットは最上階のフロアに到達すると、正面にあった受付に、緊張しつつ名前を告げた。すると話が通っていたようで、すぐにオフィスへと通される。

　最上階をフロアごと貸し切った大きなオフィスは広々としているが、その割には社員が少ない。少数精鋭というのは本当のようだ。

　前を歩いていた受付の女性があるドアの前に立ち止まると、ドア越しに声をかけた。

「ボス、ミスター・エリオットがお越しです」

「ああ、今電話中だが、中に入ってくれ」

　尊敬してやまない人の声が聞こえた。今までも何度も会っているのに、今日もまた気分が高揚し、緊張が高まる。エリオットは逸る心臓を宥めながら秘書に促されるまま部屋へと入った。

　そこには受話器を耳に当てつつ、片手を上げて挨拶をしてくれる由葵がいた。仕事の電話のようだ。スペイン語で会話をしているところから、相変わらずグローバルに事業を展開していることが窺える。学生時代から衰えない由葵の美貌にエリオットが見惚れていると、由葵が電話を終えて、笑顔を向けてくれた。

「エリオット、うちに来てくれて、ありがとう」

「ええ、由葵様のお誘いを断るわけにはいきませんから」

「ふふ、無理強いしてしまったかな。でもエリオットが我が社に来てくれたら、頼もしいよ。無理言ってよかったかな。ああ、それからもうすぐ娘が帰ってくるから紹介するよ。まだエリオットはうちの娘と会ったことなかったよな？　って、噂をすればなんとやらだね。帰ってきたようだ」

　由葵が耳を澄ます仕草をしたので、エリオットも倣う。するとパタパタと子供がカーペットの上を走る足音が聞こえてきた。

　ドアがいきなり開いたかと思うと、小さな女の子が部屋に飛び込んできた。

「パパァ！」

　そのまま由葵の腰に抱きつき、だっこをせがむ。

「淑女はノックをしないと駄目と言っただろう？」

　由葵はそう言いながらも嬉しそうに抱き上げた。女の子の顔立ちは由葵にそっくりで、目がクリッとしていて可愛い。

「はぁい、パパ。ただいまのチュウして」

　由葵は言われるがまま、娘の頰にキスをした。するとドアのほうから声がした。

「こっちのパパにもお帰りのキスが欲しいかな、由葵」

「アシュレイ、お帰り。ティナのお迎えありがとう。忙しいのに悪かったな」

　そう言って、アシュレイが差し出した頰に由葵はチュッとキスをした。思わずエリオットは目の遣り場に困り、苦笑するしかない。

「お互い様だろう？　忙しい時は、手が空いたほうが迎えに行くんだから」

「ああ、ありがとう」

「愛しているよ、由葵」

「アシュレイ……」

　そのまま見つめ合う二人に、申し訳ないと思いつつも、エリオットは小さく咳払いをした。たぶんこの二人に自分の存在は忘れられている。案の定、二人が同時に『あっ！』という表情をし、続けて申し訳なさそうな顔をした。

「ああ、すまない。つい、由葵が可愛くて……本当に由葵は何年経っても可愛いくて優しいから、何度も惚れ直してしまうんだ。今もまた惚れ直して、幸せを嚙み締めてしまった」

「え……っと、僕はなんと返したら……」

　もう笑うしかない。毎回、このカップルにはあてられるので、いい加減、慣れようと思うのだが、慣れたら慣れたで、更に上をいく惚のろ気けをしてくるので、なかなか対処できない。

「アシュレイ、エリオットが答えに困っているだろう？　悪いな、エリオット」

「いえ、お二人が幸せそうで、何よりです」

「気を使わせてすまないな」

　由葵が苦笑すると、横からアシュレイがエリオットに向かって握手を求めてきた。

「エリオット、ここで働いてくれるんだって？　由葵から聞いたよ。ありがとう。君が来てくれたら百人力だ」

　エリオットはアシュレイの手を握った。

「百人力にはならないと思いますが、できる限り、頑張ります。どうぞよろしくお願いいたします」

　すると二人の握った手の上に由葵の手が乗せられた。更に由葵にだっこされたティナがたぶん意味もわからず、その小さな手を三人の手の上に乗せてくる。

「お、ティナも仲間になるか？」

　アシュレイが尋ねると、ティナが頰を紅潮させ嬉しそうに返事をした。

「うん！」

　可愛い。同時にこの家族の幸せをお裾分けしてもらった気分になり、エリオットは笑顔を浮かべ、そのまま由葵の顔を見上げた。由葵の幸せそうに細められる双眸とかち合う。

「ようこそ、エリオット。我が、アシュレイ＆由葵・アークランド・オフィスへ。絶対、君に満足してもらえる会社にするよ。一緒に僕たちと世界を相手に挑戦しよう」

「はい！」

　エリオットは迷いなく返事をした。

　これからまた新しい世界が始まるのを予感しながら。








あとがき



　こんにちは、または初めまして。ゆりの菜櫻です。

　毎回ですが、今回も好きなものを詰め込みました。

　私は昔からパブリックスクール物が好きで、自作でも今まで二回ほどパブリックスクールが出てくる話を書いております。が！　今回、三回目にして、全編パブリックスクールを書く機会を得ることができました。ありがたや。やっぱりパブリックスクールはロマンの塊ですよね。モーリス、アナザーカントリーですよね（古い・笑）。

　その中でもやっぱりイートン校は別格で萌えで悶えます。映画の影響かな？

　さて、今回、パブリックスクールの設定で、おや？　と思ったところがありましたら、それは私の妄想によるねつ造になります。いくつか、事実と違うところがありますので、ご了承ください。いや、その前にオメガバース設定自体が事実じゃないですが（笑）。

　イラストを担当してくださったのは笠井あゆみ先生です。麗しいイラストにうっとりです。ラフの時のキュートな絵柄とのギャップに毎回やられています。本当にありがとうございます。宝物です。

　そして担当様、ネタバレを考慮してイラストを指定しようか悩んでくださったり（諸事情でなくなりましたが）、いつも細やかな配慮、ありがとうございます。またよろしくお願いします。

　最後になりましたが、ここまで読んでくださった皆様、ありがとうございました。

　本当はエリオットがラスボスだった……なんて、もしかしたら思った方がいるかも。

　私も最後の最後でエリオットが！　という展開を考えないでもなかったのですが、今回はスタンダードに悪者は悪者にしました（笑）。

　エピローグは二人の幸せを第三者のエリオット視点で書いてみたくて、挑戦してみました。幸せを皆様にもお裾分けできたらいいな（笑）。

　どうか少しでも楽しんでいただけますように心から祈っております。

　では、また皆様にお会いできることを楽しみにしております。





ゆりの菜櫻









◆初出一覧◆

「アルファの耽溺～パブリックスクールの恋～」

（シャレード文庫『アルファの耽溺～パブリックスクールの恋～』２０１８年10月）







【ゆりの菜櫻】

　Nao Yurino

年甲斐もなく可愛い物が好きです。

先日郵便局で可愛い切手を物色していたら、局員さんが年齢相応のお洒落な記念切手を勧めてくれました。

でも私の手にはサ〇リオ切手。

なんか気まずかったです（笑）。




【笠井あゆみ】

　Ayumi Kasai

パブリックスクール校内のどこかの壁になって生徒さんたちを眺めたいと思いつつ描かせていただきました。







本作品の内容はすべてフィクションです。実在の人物、団体、事件などにはいっさい関係ありません。

本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。

本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。
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この作品は、二見書房刊『アルファの耽溺～パブリックスクールの恋～』２０１８年10月20日初版に基づきデジタル版制作にあたり必要最小限の加工・整形を行いました。
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